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　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







「ああ……なんて麗うるわしいのかしら」

「しかも、世界的な大だい富ふ豪ごう、ロレンツィ家の長男」

「まさに夢に見てた王子様そのものよね」

　ため息交じりの囁ささやきが、舞ぶ踏とう室を横切る私を追ってくる。人目を引く容姿、歴史ある家いえ柄がら、莫ばく大だいな財産。この世に生まれ落ちた時からすべてのものを持っていた私にとっては、すでに聞き飽あきた言葉だが。

　ここはローマの郊こう外がいにある古い城。二百五十年前、末まつ裔えいも絶えかけ、崩くずれかけたこの城を酔すい狂きような大富豪が手に入れた。そして大おお幅はばに改築し、『ヴィッラ・ロワイヤーレ』という名前の男性のみの紳しん士しクラブを作った。クラブは、紳士達が休息を取る週末、土曜日と日曜日にだけ開かれる。だがクラブが作られた当時は夜よ毎ごとにパーティーが開かれ、各地方の君主や海外から来た若い後こう継けい者しや達がここに集つどっては交流し、それによっていくつもの戦いが回かい避ひされたという。現在はここでの秘密の取引やコネクションが世界経済を回していると言っても過言ではない。

　莫大な金をかけて改築されたこの城は、今では繁はん栄えいする国の元首の居城さながらの豪ごう奢しやさだ。イタリア産の高価な大理石をふんだんに使い、現代では再現できないような細かいモザイク模様の描えがき出された床ゆか。古代ローマ風の細工が施ほどこされた列柱は磨みがかれ、天てん井じように描かれたフレスコ画は描かれた当時さながらに美しく修復された。二に束そく三さん文もんで丸ごと買い取ったという宝物庫には数々の名画や彫ちよう刻こくが眠ねむっていたらしい。今ではそれらは誇ほこらしげに城の内部を飾かざっている。あまりにも芸術的な価値が高いために、さまざまなメディアで取り上げられ、元の持ち主の一族を名乗る人間から、買い戻もどしたい、もしくはもっと金を払はらえという要求が今でも続いているらしいが、歴代のオーナーは笑って相手にしなかったという。さまざまな人間の恨うらみや欲よく望ぼうや羨せん望ぼうが渦うず巻まくこの紳士クラブには、なかなか相応ふさわしい背景だろう。

　オーナー自身は使用人用の離はなれに住んでいるために、この城は隅すみ々ずみまで会員のために開放されている。普ふ段だんの社交の中心になっているのは、この城で一番大きな大舞踏室。そこに隣りん接せつした見事なローマ風の喫きつ煙えん室が、『プリンス』と呼ばれる特権階級の五人のためにいつも空けられている。そこには玉座もかくやという一人掛がけソファが五つ並んでいて、そこにはほかの誰だれも座ってはならないというのは、このクラブに入って最初に教わるマナーだ。『プリンス』の次は『ナイト』、さらに『ビショップ』や『ポーン』というチェスの駒こまの名めい称しようがつけられた階級がひそかに設けられている。一番の特権階級が『キング』でないのは、『クイーン』のまだいない独身男性だけがつける階級だかららしい。外部から見ればおかしな風習だろうが、幼少時代に放り込まれた寄宿学校にいる頃ころから階級社会に慣れてきた私達には、解わかりやすい階級制度は余計な気を遣わなくていいので楽だ。もちろん、生まれ落ちた瞬しゆん間かんから特権階級にいることを義務付けられてきた私は、『プリンス』の一員だ。

　舞踏室はほかに三つほどあり、大舞踏室にまだ入ることすら許されない若者がひしめいている。いくつかある晩ばん餐さん会用の食堂は、それぞれイタリアン、フレンチ、スパニッシュのレストランに改装され、会員が集う週末には有名なシェフを招いて豪ごう華かな料理が供される。

　上階は広々としたいくつものスイートルームに改装されていて、酒を過ごした場合は簡単な手続きだけで宿しゆく泊はくすることができる。特別なパーティー以外では女性が入ることのできない場所だし、その時には宿泊フロアは閉へい鎖さされるのだが……同性愛の趣しゆ味みを持つ人間がここで愛を交かわす場合もあると聞いた。そのためか、若い会員からの誘さそいが絶えない。もちろん、私は男になど少しも興味がないが。

　城の地下には玉たま突つき場や洞どう窟くつを思わせる装そう飾しよくを施された温水プールがあり、酒を飲みたくない気分の時にはそこで時間を潰つぶすこともできる。別べつ棟むねにはフィットネスジムと射しや撃げき訓練のための施し設せつ、屋外には乗馬場やゴルフコースもあって社交に余念のない者はそこでさまざまなコネクションを作っているようだが……私はそこまで勤勉に週末を過ごす趣味はない。

　厳選されたメンバーは、世界中のＶＩＰ、そしてその子息ばかり。家柄や財産だけでなく、本人も一流の仕事をして一定以上の収入を得ていることが、会員になるための最低限の条件。どうやらルックスにも規定が設けられているようで、平均以上の美形が多いと言われている。そのためか、世界中の子女たちの憧あこがれの的になっているらしい。

　このクラブの現在のオーナーは、先代達に負けないくらい酔狂で、何かのきっかけを見つけてはパーティーを開く。普段は会員だけが入れるこの城に、パーティーの時だけは部外者も入ることができる。もちろん、オーナー本人から招待状をもらった人間だけだが。

「いい夜になりましたね。楽しんでいらっしゃいますか？」

　客達の間を縫ぬって近寄ってきた男が、にこやかに言う。

　彼はコンスタンティン。この城の現在の持ち主でこのクラブのオーナー。年ねん齢れいは六十歳くらいだろう。白しら髪がに整った顔立ち、ダークスーツを着こなしたところは名家の執しつ事じのようだ。彼の先祖がとんでもない大富豪だったこと、そして世界中からＶＩＰを集めるだけのコネクションがあったことだけはたしかだが……彼の一族の詳くわしい素す性じよう、それどころか正しい名字まで誰も知らない。まあ、ここに集まる人間はそんなことに興味を持つほど暇ひまではないだろうが。

「プリンス・オブ・アドリア。あなたを紹しよう介かいして欲しいというお嬢じようさん達が列を成しています。ぜひこちらに」

　彼の言葉に、バルコニーに逃にげようとしていた私はため息をついてしまう。

「折々に開かれるこのパーティーさえなければ、ここは最高のクラブなんだが」

　私の言葉にコンスタンティンは楽しそうに笑う。

「そうはいきません。ここを普段は男性のみのクラブにしておけるのは、このパーティーがあるからこそ。そうでなければ名家のお嬢さん達が暴動を起こして押し寄せてきます。なにせ、このクラブに集まるのは、世界中から選えりすぐられた完かん璧ぺきな男性ばかりですから」

「まるでコレクションのように言うな。あながち間ま違ちがいでもないのか？」

「ええ」

　コンスタンティンはにっこり笑い、そして私を満足げな目で眺ながめ回す。

「この城は贅ぜい沢たくな展示ケース。並ぶのは最高のコレクション。ああ……あなたはその中でも本当に完璧だ」

「そう言ってもらえてとても嬉うれしいよ」

　わざとうんざりした口調で言ってやるが、彼は少しも動じずににっこり笑う。

「そんなあなたが一人だなんて寂さびしすぎますよ。……どうかこちらへ。素す晴ばらしく麗しい、そして結けつ婚こん相手としては最高の血筋のお嬢さんばかりです」

　私はコンスタンティンに先導されて、人込みを縫って進む。

　広々とした舞踏室は、名家のお嬢さん達とその家族で埋うめ尽つくされている。その奥に一ひと際きわ高くなった場所があり、そして、いつもの場所に、いつものメンバーが揃そろっていることに気づく。彼らはそれぞれが女性達に取り囲まれ、そして揃ってうんざりした顔をしている。

　そのなかでも一際目立つ五人は、憧れとやっかみをこめて『[image: ミスター]プリンス』と呼ばれている。メンバーは、まずリーダー格のルーゼンシュタイン。『プリンス・オブ・プラチナ』と呼ばれている（欧おう州しゆうの富ふ豪ごう国の元首候補でプラチナブロンドだかららしい）。中国王朝の血を引く劉ラウは『プリンス・オブ・ジェイド』（宝石関係の仕事をしているやたらセクシーなフェロモン系）、日本人大富豪の不知火しらぬいは『プリンス・オブ・イースト』（金きん融ゆう関係の会社を牛ぎゆう耳じる真面目まじめ系の銀ぎん縁ぶち眼鏡だが恋こいにおいては野や獣じゆうとの噂うわさ）、アラブの王族のイズマイルは『プリンス・オブ・デザート』（手が早くてチャラいが、国では一応尊敬を集める王子らしい）。

　そして私──ロメオ・ディ・ロレンツィは、『プリンス・オブ・アドリア』と呼ばれている。出身がアドリア海に面した街だからだろう。もともとその周辺を治める王の血筋だった私だが、今はただの実業家。プリンスなどと呼ばれる筋合いはないのだが。

　私がヴィッラ・ロワイヤーレに出入りするようになったのはグループ全体を取り仕切る父の命令で、自分的には社交会での付き合いなどくだらないと思っている。まあ……たしかにここでプリンスズの人脈があればビジネスがスムーズに進むことは間違いないのだが。







　　　　芳よし野の景けい







「君には幸せになってもらわなくてはいけない。……私のところに来ないか？」

　彼は涙なみだをこらえるような声で言い、僕は胸が締しめ付けられるのを感じる。

　両親が駆かけ落ち同然の結婚をしたために、二人の葬そう儀ぎの日まで親しん戚せきの誰とも会ったことがなかった。もちろん、友人が田舎いなかのおじいちゃんやおばあちゃんの話をしたりするときにうらやましいと思ったことはある。だけど「僕のおじいちゃんやおばあちゃんはどこ？」と聞いた時、両親はとてもつらそうな顔をした。その夜、母さんが泣いていて、父さんが苦しそうな顔で慰なぐさめているのを見た。だから僕は、もう二度とその話はしないことにしようと心に決めた。

　隠かくれるようにひっそりと暮らしていた両親が、親しくしていた人は多くはない。細ほそ小こう路じさんはその中の一人で、ずっと昔から僕を可愛かわいがってくれていた。

「でも……本当に、いいのでしょうか？」

　彼はお金持ちでハンサムで、だからとてもモテるはずなのに、四十歳になる今でも独身で、気ままな生活を満まん喫きつしているみたいに見えた。だから僕がいたら……。

「まさか、自分がいたら邪じや魔まなんじゃないか……そんなことは思っていないだろうね？」

　細小路さんは僕の二の腕うでを優やさしく叩たたきながら言う。顔を覗のぞき込まれて、僕は隠しごとができなくなる。

「あなたはいつも自由で優ゆう雅がに見えました。僕なんかがいたら……」

　僕が言うと、彼は深いため息をつく。前まえ髪がみをかき上げながら、

「私は今まで自由奔ほん放ぽうすぎる生活を送ってきた。恋こい人びとはその時々で代わっていたしね。そろそろ卒業して落ち着きたいと思っていたんだ。まあ……」

　彼はどこか苦しげな顔になって、

「君やご両親にはカミングアウトしていたが……私は女性は愛せない。恋れん愛あい対象はずっと昔から男だけなんだ。もしもそれが気になるなら無理にとは……」

「いいえ」

　僕は、彼の言葉を思わず遮さえぎってしまう。

「あなたは僕や両親に隠しごとをしなかったし、そのせいか僕にはそういう嗜し好こうの方に対する偏へん見けんはまったくありません。恋愛は人それぞれだと思いますし……それに……」

　僕はずっと前から感じていたことを、思い切って口にする。

「僕は今まで一度も恋をしたことがないので、あなたの情熱がいつもうらやましかったんです。誰だれかを愛するのはなんて素す敵てきなことなんだろうってずっと思っていました」

「本当に？」

　彼は少し呆ぼう然ぜんとした顔で言い、僕の二の腕をしっかりと握にぎって言う。

「私のところに来ないか？　ただ、君も知っているように、私は今住んでいるのはローマなんだ。そこに来てもらうことになるけれど……」

「……そう、ですよね……」

　僕は、両親が亡なくなってからの三カ月間を思い出しながら言う。

　僕と両親は郊こう外がいの小さな家に住んでいて、父は家にあるアトリエで近所の子供に絵を教える仕事、母はその隣となりの部屋で子供達に英語を教える仕事をしていた。僕は父の影えい響きようで絵が好きになり、美大に通っていた。とても幸せだったのに……父母の突とつ然ぜんの事故で、僕の人生はすべてが変わってしまった。

　葬儀は地域の互ご助じよ会の人達が手配してくれて、「まず親戚に連れん絡らくしなくちゃ」と言われた。僕は父母の遺品の中に小さなメモ帳を見つけ、そこにある連絡先に電話をした。

　母方の祖父母はすでに亡くなっていた。電話に出た母の従妹いとこに当たるという女性は、「もう縁えんが切れた人だから」と言って電話を切り、葬儀にも来てくれなかった。

　父方の祖母はまだ存命中で、僕が電話をしたらとても喜んでくれた。だけど祖母は身体からだを壊こわして入退院を繰くり返していて葬儀には来られず……あとでお見み舞まいに行ったら病気はかなり重いみたいだった。

　初めて知って驚おどろいたのだけど、父方の家はその地方では有名な資産家、しかも僕は従兄弟いとこ達の中で一番年長だった。だから祖母があんな状じよう況きようになってから急に名乗りを上げたことで不ふ審しんに思われたらしい。葬儀に来てくれたのはありがたかったけれど……「おばあちゃんの遺産目当て」「今さら姿を現すなんて」と彼らが囁ささやき合っているのを聞いてしまった。

　僕は父の弟である叔父おじのところにとりあえず身を寄せたけれど……そんなこともあって自分が迷めい惑わくな存在なんだと自覚していた。もちろん遺産なんかもらう気は少しもなかったけれど、それを言っても誰も信じてくれなかったし。

　そして。来月の四月で僕は大学四年生になる。両親は三年までの学費は払はらってくれていたけれど、四年の学費を払い込む直前で事故に遭あった。僕は二人が用意してくれていた学費を、二人の入院と手術費用に充てた。だけど、その甲斐かいもなく二人は亡くなってしまったんだ。

　本当はすぐにでも学費を払うようにと学生課から督とく促そくがきていたんだけど……両親の入院費にすべてをつぎ込んでしまった僕に、もうそんなお金はなかった。絵を描かくことは今までの僕にとってのすべてだったし、両親がせっかく入れてくれた美大を中退するのはとても心苦しかった。でも今の僕には勉強を続けるなんて贅ぜい沢たくが許されるわけがなかった。

「君は美術だけでなく英語もとても得意だろう。発音がすごくいいってお母さんがいつも自じ慢まんしていたし、私との会話にもきちんとついてこられていた」

　僕は小さい頃ころから母の英語教室に通っていたから、一通りの英会話はできる。ネイティヴスピーカーの細小路さんはいつも家に来るたびに僕と英語で会話してくれていたんだけど……。

「なんとかついていけたのは、あなたが親切だったからだと思います。海外で通用するかと言われたらまったく自信がありません」

「本当に謙けん虚きよなんだから」

　細小路さんは優しく笑って、

「君の発音は完かん璧ぺきだし、私と美術に関して議論ができるくらいだから日常生活にはまったく問題はないと思うよ。それとも、日本に何か未練がある？」

　細小路さんに聞かれて、僕は少し考える。学校の友人達とはなかなか会えなくなるだろうけど、みんなはきっとこれからも仲良くしてくれると思う。

「いいえ」

　僕は、ゆっくりとかぶりを振ふりながら言う。日本にはたくさんの素敵な思い出があるけれど、それにしがみついていてはきっと前には進めない。

「学費が払えないので、来月には大学もやめなくてはいけなかったんです。これ以上叔父さんに迷惑をかけることはできませんから、住み込みで働けるところを探していました」

「……そうか。間に合ってよかった。本当に大変だったんだな。もっと早くにきちんと話をしておけばよかった。親戚の家に住むと言うから安心していたんだが……」

　細小路さんはつらそうな顔になる。それから僕の手を握り締めて、

「大学なら、ローマで編入しなおせばいい。君のお父さんから、君がどんなに成績が優ゆう秀しゆうで素晴らしい才能を持っているかを聞かされてきた。それを無む駄だにするのは……」

　細小路さんが言い、それからふいに言葉を切る。僕の肩かた越ごしに視線をやりながら、囁ささやくような声で言う。

「……少し早いが、すぐにでもここを出よう。この環かん境きようは、君の教育にはよくないだろう」

　後ろで、ドアが閉まる微かすかな音がした。続いて誰かが逃にげていく足音が聞こえ、向かい側にある従弟の部屋のドアが閉まる。きっと、従弟がまた覗のぞいていたんだろう。

　……細小路さんみたいなハンサムな紳しん士しが来たら、興味が湧わくのは解わかる。でも……やっぱりこういうのは失礼だよね。

「すみません。きっとあなたに興味があったんだと思います」

　僕が謝ると、細小路さんは難しい顔になって言う。

「ああいうのは、今日だけ？　それともいつも？」

「ああ……どちらかといえばしょっちゅうかな？　もう慣れました。隆たかしくんはまだ高校生なので、好こう奇き心しん旺おう盛せいみたいです。話しかけてくれればいいのに、ちょっとシャイみたいで」

　僕が言うと、彼はなぜかますます難しい顔になる。

「要するに、君が着き替がえている時などにもああやって黙だまって覗いている？」

「そう言ってしまうと、なんだか悪い子みたいなイメージになるかもしれませんが……彼には悪気はないんです。話しかけるチャンスを探しているんじゃないかと思います」

　高校生の従弟の隆くんは、急に家にやってきた僕に興味があるらしい。着替えている時にこっそり覗いていたり、お風呂ふろから上がって部屋に入ろうとしている時にいきなり後ろから抱だきついてきたりする。一人っ子だから年上の僕に甘えたいんだろうけど、彼は僕よりもずっと身体が大きくて大人みたいだし、いつも怖こわい顔をしているから、どう接していいのか解らずに僕はいつもちょっと混乱した。なんとか打ち解けようとして話しかけても、いつも最小限の返事しかこなかったし……。

「僕がもっと社交的ならいいんですけど……自分の対人スキルの低さに悲しくなります。もしかして嫌きらわれてるんだろうかと思うと、すごく落ち込みます」

　僕がため息いきをつくと、細小路さんは複雑な顔をして、

「嫌われてなどいないだろう。むしろ逆だ。……君には、こういう普ふ通つうの暮らしは向いていないんだ。ご両親がアルバイトもさせずに大切に隠かくしてきた理由がよく解るよ」

「ええと……」

　僕は、少し落ち込んでしまいながら言う。

「それは、僕が社会人には向いていないということでしょうか？」

「そうじゃないが……言っても解らないだろうな。君はとても謙虚な子だからね」

　細小路さんはそう言って、立ち上がる。

「もっと早くにこうするべきだった。明日の朝、迎むかえに来る。それまでに荷物をまとめておいてくれ」

　そして、僕が使っている部屋の中を見回す。

「荷物を運ぶために、業者を寄よ越こそうと思っていたのだが……」

「大だい丈じよう夫ぶです。荷物は少しだけなので」

　僕は少し寂さびしい気持ちで言う。両親と住んでいた借家は更こう新しんが近く、お金のない僕には更新料を払うことは無理だった。とてもつらかったけれど家具類はすべて処分し、父の絵は大学のアトリエに寄付した。僕が持って出たのはわずかな衣類と教科書と画材、そして両親の写真と位い牌はいだけだった。

「……そうか」

　細小路さんは、がらんとしたこの部屋の中を見回して、少しつらそうな顔で言う。それから急に明るい顔になって、

「ローマには美術館や美しい教会がたくさんあるし、街を歩けばデッサンにぴったりの風景がたくさんあるような街だ。君の絵の勉強のためにはとてもいい。素晴らしいところだよ」

「……ローマ……」

　両親が亡くなってから、僕はずっと洞どう窟くつの中のような絶望の中にいた。だけどそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ほんの少しだけ希望の光が差したような気がする。

　……もちろん、細小路さんに面めん倒どうをかけるわけにはいかない。落ち着いたらすぐに働いて、自立をするべきだろうけど……。

「それじゃあ、また明日」

　細小路さんは立ち上がり、僕は彼を玄げん関かんまで送った。リビングで息を潜ひそめていた叔父と叔母おばが出てきて、愛あい想そのいい笑いを浮うかべて彼を見送った。

「甥おいっ子を引き取っていただけなんですよ。なのにこんなに高額の生活費をもらうなんてなんだか申し訳ないですわ！　これじゃあ家が何軒げんも買えてしまいます！」

　叔母が興奮した声で言い、叔父が気まずそうに僕から目をそらす。

「彼の両親とはずっと親しくしていて、何かあったときにはよろしくと頼たのまれていました。なのに、仕事で世界中を飛びまわっていたせいでご迷惑をかけてしまいました。……これくらいのことは当然です」

　そう細小路さんは言って玄関を出る。黒くろ塗ぬりのリムジンと黒塗りのセダンが停とまっている。門の脇わきにはサングラスをかけたごついＳＰ達が立ち、リムジンの前にはお仕着せを着た運転手が控ひかえている。

　叔父と叔母の家は、かなり立派だと思う。両親と慎つつましく暮らしていた僕から見たらお屋や敷しきだ。だけど建っているのはごく平均的な日本の住宅地。リムジンやＳＰはとんでもなく浮いていて、買い物帰りの主婦達が興味深げに振り返っている。映画の撮さつ影えいとでも思われているかもしれない。

「明日の朝、九時に」

　細小路さんは言い、僕の髪かみをクシャッと撫なでる。

「解りました」

　僕は言い、道路に立って彼の車が見えなくなるまで見送った。叔母は車に手を振り、車が角を曲がった瞬間に別人のような怒おこった顔になって憤ふん然ぜんとしたため息をつく。

「男のくせにあんなにお金のかかった格好をして。あいつはきっとホモね」

　僕を横目で見ながら言い、そのまま門を入っていく。叔父おじはすまなそうな顔をしながらもそれに続く。僕は複雑な気分で門を入り、内側から鍵かぎをかける。

　……細小路さんのことを悪く言われたことは複雑だ。だけど叔父さんにも叔母さんにもとてもおせわになった。感謝しなきゃ。

　僕は思いながら玄関に入り、ドアの鍵をかけて靴くつを脱ぬぐ。

「おい」

　声がして顔を上げると、階段の途と中ちゆうから隆くんが顔を覗のぞかせていた。

「話がある。俺の部屋に来い」

　それだけ言って、足早に階段を上っていってしまう。

　彼がなんだか思いつめた様子だったことが気になって、僕は急いで階段を上る。

　……細小路さんは嫌われていないだろうって言ってくれたけど……自分の家に他人が住むなんて、彼もきっと嫌いやだったに違ちがいない。出て行く前にきちんと謝らなくちゃいけない。

　僕は彼の部屋のドアの前に立ち、深呼吸をする。

　……彼はまだ高校生で、思春期で、きっと難しい時期なんだ。そんな時に僕なんかがいて、すごく気の毒だったかもしれない。

　僕は思いながらドアをノックしようと手を上げて……。

　ガチャ！

　いきなり内側からドアが開いた。驚おどろいている間に、腕うでが摑つかまれて部屋に引き込まれる。そのまま部屋の奥まで連れて行かれて……。

「うわっ！」

　いきなりベッドに押し倒たおされ、羽根布ぶ団とんに身体からだが埋うまる。

「おまえはいくらもらったんだよ！」

　彼がのしかかってきて、僕の両りよう肩かたを強く押さえつける。

「えっ？」

「おまえ、あのオヤジの愛人になるんだろう？」

　怒いかりに満ちた顔で見下ろされ、僕は何を言われているのか解らずに一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　……愛人？

「おやじもおふくろも、あの男から金をもらってた！　おまえもたくさん金をもらって、それで行くんだろう？　おまえ、細くて、綺き麗れいで、いかにも愛人って感じだもんな！　スケベそうなオヤジにお似合いだよ！」

　隆くんは僕を見下ろし、乱暴な口調で言う。

　……いかにも愛人って感じ……？

　僕はその言葉にちょっとショックを受ける。

　……僕、そんなイメージなんだろうか？

「ええと……隆くん」

　僕は彼を見上げながら言う。

「僕、細小路さんにお金なんかもらってないよ。何を誤解してるのか解らないけど、男の愛人とか考えられないから」

　言うと、彼はさらに怒ったような顔になり、

「噓うそつくなよ！　じゃあ、なんで行くんだ？　ここにいりゃいいじゃないか！」

　彼の口から出た言葉に、僕は驚いてしまう。

　……彼は、僕のことが邪じや魔まなんだと思ってたんだけど……。

「ええと……僕なんかが急に来て、迷めい惑わくだったよね。僕なんかがいたら、君は思い切りご両親に甘えることもできないだろうし……」

「迷惑なわけがないだろう！　俺は……っ！」

　隆くんが怒ど鳴なるように言い、ふいに言葉を切る。いつも怒ったような表情ばかり浮かべていた彼の顔がくしゃりと悲しそうに歪ゆがみ、僕は驚いてしまう。

「隆くん、どうしたの？　どこか痛いの？　ちゃんと言わないと解らないし……」

「なんで解らない！　どこまで鈍にぶいんだ！　胸が痛いに決まってるだろう！」

　隆くんの目にいきなり涙なみだが盛り上がり、僕は愕がく然ぜんとする。

　……あの隆くんが、泣いてる！

「心臓が痛いの？　大変だ、病院……」

「そうじゃない！　あんたを最初に見た時から、ずっと心が痛いんだよ！　あんたを見てるだけで、おかしくなるんだよ！」

　隆くんの涙が、僕の頰ほおにパタパタと音を立てて落ちる。

「それって……」

　僕は混乱しながら言う。

「……やっぱり僕が迷惑ってことじゃ……」

「違う！　あんたが好きなんだ！」

　隆くんがいきなり僕に抱だきついてくる。その重さに息が詰つまりそうになるけれど、彼があまりに真しん剣けんな顔をしていたから逃にげることもできない。彼は僕の胸に顔を埋うずめて、悲痛な声で言う。

「最初に見た時から、見とれてた。あんまり綺麗だから、きっと気取った嫌なやつだろうと思った。なのにあんたは、こんな無ぶ愛あい想そうな俺にも必死で話しかけて、おふくろの意地の悪い言葉にも耐たえて、何をされてもにこにこ笑って……」

　彼が、額を僕の胸に強く押し付ける。シャツの布地を通して、熱い涙が染しみてくる。

「こんな狭せまい場所に長くいる人じゃないのは解ってた。あんたは綺麗な鳥みたいで、ああいうキラキラした金持ちの世界がお似合いだ。すぐにどこかに飛んでいくだろうと思ってた。なのに……こんなに好きになった。俺は本物のバカだ」

　彼の悲しげな声が、僕の胸を締しめ付ける。頭が混乱して、彼が何を言いたいのかは……まだよく理解できないけど。

「ええと……鳥……？」

　僕が言うと、彼は僕の胸に顔を埋めたままでため息をつく。それから勢いよく僕の上から起き上がる。

「いいよ、解らなくて。どう考えても、俺なんかあんたに相応ふさわしくない」

　彼は言って、手の甲こうで涙をグイッと拭ぬぐう。

「あんたは、学費が払はらえないことも、美大をやめなきゃならないことも、俺に一言も相談しなかった。ケチなおふくろがそんなもの出すわけがないのは解わかってるし、俺はすねかじりの学生だからどうにもできなかった、それが……めちゃくちゃ悔くやしいよ」

　隆くんはベッドから立ち上がって、僕を真っ直すぐに見下ろす。涙をわずかに残した彼の目はとても澄すんでいて、やっぱりすごくいい子なんだと思う。

「本当に、あの男から金をもらってないんだな？　愛人になるわけじゃないんだな？」

　厳しい声で言われて、僕は慌あわててうなずく。

「細小路さんのことは、子供の頃ころから知ってる。彼からお金なんかもらうわけがないし、そんな感情を持つわけがない、だいいち、彼も僕も男だよ？」

　隆くんは口を開いて何かを言いかけ、無む駄だか、という顔で深いため息をつく。

「ともかく、あんたのパートナーに相応しいのは俺でもあの男でもない。もっと完かん璧ぺきな男だ。あんたを宝石みたいに大切にしてくれて、心から愛してくれる相手だ。……解ったな？」

　彼の言葉に僕はうなずくけど……何かがちょっと引っかかる。

　……あれ？　なんで彼は、僕のパートナーが男だという前提で話をしてるんだろう？

「話は終わりだ。出て行ってくれない？」

　隆くんは、僕から目をそらしてボソリと言う。

「あ、うん、ごめんね」

　僕が言って慌ててベッドから下りる。ドアに向かおうとする僕の背中に、彼が言う。

「あんたを見てると、俺はいつもおかしくなったんだ。……黙だまって覗いたり、抱きついたりしたことは謝るよ。気持ち悪かっただろ？」

「そんなことないよ。……手紙、書くからね」

　振ふり返って言うと、彼は驚いたように顔を上げる。僕は彼に微笑ほほえみかけながら言う。

「三カ月、本当にありがとう。両親が亡なくなって寂さびしかったんだけど……同年代の君がいて心強かった。ちょっとだけ甘えてくれたこと、嬉うれしかった」

　僕が心から言うと、彼はさらに驚いた顔になる。

「勉強、頑がん張ばって。叔父おじさんや叔母おばさんと仲良くね」

　彼がまた泣いてしまったのを見て、なんだか胸が熱くなる。

　……いろいろあったけど、僕は頑張って歩き出さなきゃいけないんだ。







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







「ようこそいらっしゃいました、ミスター細小路」

　入り口近くに立ったオーナーが、入ってきた男に向かって慇いん懃ぎんに礼をする。

「初めまして、ミスター・ヨシノ。ヴィッラ・ロワイヤーレのメンバーは、あなたのお越こしを歓かん迎げいします」

　その言葉が響ひびいた途と端たん、ラウンジにいるメンバー達が次々にドアの方を振り返る。

「……また新しい恋こい人びとだ」

「……細小路の享きよう楽らく主義には頭が下がるよ」

　ラウンジに囁ささやきが広がる。彼らの目が輝かがやいているのを見て、内心ため息をつく。

　……まったく、どうしてみんなそんなに好こう奇き心しん旺おう盛せいなんだ？

　向かい側のソファに座っていた金きん髪ぱつの青年が目を上げ、そしてひそめた声で言う。

「……みんな見ろよ。細小路の連れ。とんでもない美青年だぞ」

　彼の名前はジョナサン・アームストロング。まだ二十三歳の若じやく輩はい者。このクラブで最高位といわれる『プリンス』ではないが、それに準ずる『ナイト』の地位にあり、その金髪から『ナイト・オブ・ゴールド』と呼ばれている。世界中に金鉱山を持っている一族の子息でその会社の取とり締しまり役やく……というのも、その名前の由来らしい。彼は実業家の仕事のほかに趣しゆ味みでモデルをしていて、普ふ段だんから奇き跡せきのような美形に囲まれているのでとんでもなく目が肥えている。その彼の眼鏡にかなう美形などとても珍めずらしいのだが……。

「そんなことを言って」

　私の隣となりに座っている男が、トランプから目を上げないままでクスリと笑う。

「また騙だます気だな？　その手には乗らないよ」

　見事なプラチナブロンドにアイスブルーの瞳ひとみをした彼は、クラウディオ・フォン・ルーゼンシュタイン。欧おう州しゆうの富ふ豪ごう国、ルーゼンシュタイン公国の次期元首。その髪かみの色から『プリンス・オブ・プラチナ』と呼ばれている。どこか冷たそうな美び貌ぼうの持ち主で、祖国では完璧なプリンスと呼ばれているらしいが……その性格はかなり捻ねじ曲がっている。

「たしかに」

　その隣に座った男が、笑いながらテーブルの中央に積まれたカードを一枚取る。

　彼の名前はアンドリュー・劉。香ほん港こん在住の大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しで、世界中の貴石の流通をこの一族が握にぎっていると言われている。黒くろ髪かみと、珍しい翡ひ翠すい色の瞳。どうやら北ほく欧おう系だった母親からの遺伝らしい。彼はその瞳の色から『プリンス・オブ・ジェイド』と呼ばれている。

「細小路の趣味ならよく知っている。蓮はすっ葉ぱな青年には、もううんざりだよ」

　温和な笑えみを浮うかべて優ゆう雅がな美声で言うが、その流し目は同じ男の私から見てもやけにセクシーだ。ジョナサンに言わせれば「ああいう男に限ってベッドではすごそう」だそうだ。

「そうですよ」

　壁かべ際ぎわの一人掛がけのソファに座った男が、膝ひざの上の本に目を落としたまま、指先で銀ぎん縁ぶち眼鏡を押し上げる。

「この間も、露ろ骨こつに迫せまられて大変迷めい惑わくしました。細小路が連れてくる青年は、彼本人というよりは、このヴィッラ・ロワイヤーレに来ることが目的ですから」

　彼の名前は不知火律りつ。日本人。現代の日本に貴族はいないが、元はそれに相当する地位を持った家いえ柄がらの御曹司らしい。金きん融ゆう業で名を揚げた一族で、世界的に名の知られた大富豪だ。

　黒い髪に黒い瞳、男にしては白い肌はだ。ダークスーツと銀縁眼鏡がよく似合ったストイックな印象だが、ジョナサンに言わせれば「きっと隠かくれサディスト」だそうだ。

「ああ〜、今夜も退たい屈くつだな。退屈から逃のがれたくて砂さ漠ばくの国からわざわざやってくるというのに。何か興奮するようなことが起きないだろうか？」

　テーブルに肘ひじをつきながら言うのは、イズマイル・アル・ザファル。世界的な石油会社の取締役。一族の首長は彼の父親だが、彼本人もかなり才能があるらしく、英国への留学経験を生かして各国との交こう渉しように当たっている。イズマイルの機き嫌げんを損そこねたら国が転てん覆ぷくしかねない、と各国の首脳陣じんから本気で恐おそれられる存在だ。

　母親が欧おう米べい人でその血を引いたらしく、アラブ系には珍しい金茶色の髪と金色の瞳を持っている。褐かつ色しよくの肌や野性的な容よう貌ぼうと相まって、まるで退屈したライオンのようだ。

「ジョナサンの言うことが本当なら、かなり興奮するな。だがそんな無む垢くな美青年が、こんな野や獣じゆうの檻おりのような場所に来るわけがない」

　言ってカードを裏返してテーブルに置き、大きく伸のびをしながら欠伸あくびをする。民族衣装に身を包んでいる時は一分の隙すきもないのに、今のようにスーツ姿だと気が抜ぬけるらしい。彼に恋こい焦こがれる祖国の女性達に見せてやりたいようなだらしない姿だ。

「……いい。君達はもう絶対に振り返らないでくれ」

　ジョナサンが、ムッとした顔で言う。

「あの儚はかなげな青年は、きっと幸せではない人生を送って来たに違ちがいない。細小路に食われてしまう前に、俺が彼を救ってみせる。君達は絶対に手を出さないでくれよ」

「なんだそれは？　細小路がそんな殊しゆ勝しような青年を連れてくるわけが……」

　ルーゼンシュタインが笑いながら言って目を上げ……そのまま呆ぼう然ぜんと固まる。

「欧米では今、そういう冗じよう談だんが流行しているのか？　まったくおかしな……」

　劉が笑いながら振り返り……そしてそのまま動きを止める。

「本当にやめてくださいよ」

　不知火がため息をつき、ページに栞しおりを挟はさんで本を閉じる。

「せっかく手に入れた初版本を心行くまで楽しもうと思っていたのに、気が散ります。みなさん大げさな……」

　言いながら振り向き、そのまま固まる。

「なんなんだよ？　おかしなやつらだな。そんな美青年がいるわけ……」

　目を向けたイズマイルが、目を丸くしている。

「だから」

　私は言って振り返らないままでため息をつく。

「そういうわざとらしい演技はやめてくれ」

「ロレンツィ」

　ジョナサンが姿勢を正し、やけに真面目まじめな顔で私に向かって言う。

「一生のお願いがあるんだ。おまえくらいクールな男でないと頼たのめないことで……」

「断る。おまえの一生のお願いは聞き飽あきた。それにおまえの頼みはいつもろくでもないことばかりじゃないか」

　私が言うと、ジョナサンはとても情けない顔になって、

「頼む、今回こそ本気のお願いだ！」

　言いながら頭を下げる。カードが表になって中身が丸見えだ。もうゲームは続けられないだろう。

「言うだけ言ってみろ」

　私はため息をついて、テーブルの上にカードを投げ出す。ほかのメンバーは細小路とその連れの青年に注目したままで、ゲームが終わったことにも気づいていないようだ。

　……まったく、なんなんだ？

「今まで避さけてきたせいで、俺は細小路と面識がない。だが彼は、プリンスであるおまえにはいつものように挨あい拶さつをするはずだ。その時、俺のことをさりげなく紹しよう介かいして欲しい」

　意外な言葉に私は少し驚おどろく。ジョナサンは、遊び人の細小路のことが苦手だといつも公言していたからだ。

「仕事の話か？　おまえにしては珍しくやる気じゃないか」

　私が言うと、ジョナサンは拳こぶしを握り締しめて、

「違う。細小路に挨拶をすると見せかけて、あの彼に話しかけるんだ」

「なんだ、ナンパなら一人で……」

「そうじゃない。俺は、彼を魔まの手から救う騎き士しになるんだ」

　このうえなく真面目な顔をして言われたジョナサンの言葉に、私は思わず笑ってしまう。彼はいつでも間ま抜ぬけだが、こんなふうに憎にくめないところがある。

「仕方ない。紹介だけで、あとのことは知らない。いいな？」

　私は言いながら立ち上がる。ジョナサンが喜びに溢あふれた顔で私に続く。

「さすが、ロレンツィ。最高にいい男だなぁ」

「もう二度とおまえの願いは聞かない。いいな？」

　私はため息をつきながら言い、細小路がいるラウンジの入り口に近づく。細小路が、私に気づいて急に愛あい想そのいい笑いを浮かべる。彼の隣にはほっそりとした青年が立っているが、男達に取り囲まれていて顔が見えない。

「はあ、どうしよう。ドキドキする」

　ジョナサンが胸に手をあて、深いため息をつく。

「これはやっぱり一ひと目め惚ぼれだよな」

　その様子に、私は思わず苦く笑しようする。

　……一目惚れ、か。

　私は生まれた時からすべてを持っていた。古く高貴な家柄、莫ばく大だいな財産、数え切れないほどの使用人がいる城のように広大な屋や敷しき。だが、私はいつも、自分はほかの人が持っている大切な何かが欠けていると感じてきた。はっきりとは解わからないが、それは多分、人間味に溢れた感情。今まで何人もの女性と交際はしてきたが、いつも強く求められて仕方なく了りよう承しようしただけだった。結局、そのうちの誰だれのことも特別には思えなかったし、未いまだに恋こいなど時間の無む駄だだとしか思えない。

　……もしも誰かを特別だと思うとしたら、それはきっと人間性が素す晴ばらしかったという理由だろう。一目惚れなどというものはただの幻げん想そう。この世に存在するわけがない。

「プリンス・オブ・アドリア！」

　細小路が嬉うれしそうに言って私に真っ直すぐに近づいてくる。

「先週はお忙いそがしかったようですね！　お会いできなくて残念でしたよ！」

　一方的に右手を握られて、少し鼻白む。ここに来る人間は広いパーソナルスペースを保つのが普ふ通つうで、いちいち握あく手しゆなどしない。だが、彼はいつでもやけにフレンドリーで面めん食くらう。

「こんばんは、細小路侯こう爵しやく。先週はニューヨークで商談がありましたから」

　私は、すぐ脇わきで控ひかえていたジョナサンを振ふり向いて言う。

「ところで……」

　あなたに紹介したい友人が、と言おうとした私の言葉を、細小路が遮さえぎって言う。

「プリンス・オブ・アドリア、あなたにぜひ紹介しておきたい子がいるんです！」

　いつもはプリンスに対する礼れい儀ぎを失することはない彼だが、今はここにあらずという様子だ。彼は後ろを振り返って、

「景くん！　おいで！」

　その言葉に、ムッとした顔をしていたジョナサンが目を輝かがやかせる。

「……ケイという名前なのか。美しい響ひびきが彼に実に相応ふさわしい……！」

　うっとりと言う様子に呆あきれる。ジョナサンの一族は世界中に鉱山を持っているし、細小路の仕事は貴金属店の経営。きちんとしたコネクションを作ればどう考えてもビジネスにつながると思うのだが……。

「私の大切な家族を紹介します。まだ正式に養子にしたわけではないのですが……」

　細小路のやけに照れたような声に、私は内心ため息をつく。

　……それは、将来は同性同士の夫ふう婦ふになる約束をしている相手ということか？

　同じことをジョナサンも思ったらしく、ショックを受けた顔をする。

　……それでは、プレイボーイのジョナサンでもさすがに出る幕がないだろう。

　私はすっかり面めん倒どうになりながら、通りかかったウエイターに声をかけ、彼が掲かかげていたトレイからシャンパンの注がれたグラスを取る。

　……一いつ杯ぱい飲んだらさっさと帰ろう。屋敷で仕事でもしている方がまだマシだ。

「ケイ・ヨシノです、初めまして」

　グラスに口をつけた私は、ふいに聞こえた言葉に思わず動きを止める。ほんの少しだけ独特の癖くせがあるが、とても美しい英語の発音。その声は澄すんだ谷川の流れのように涼すずしく、耳に心ここ地ちいい。豪ごう奢しやだが退たい廃はい的なこのラウンジが、別の空間に変わったかのような気がした。

　……ケイ・ヨシノ……東洋系の名前……日本人か……？

　私はその不思議な響きの名前を頭の中で繰くり返し……それからゆっくりと視線を落とす。そして、ルーゼンシュタイン達がどうして動きを止めていたのかを一いつ瞬しゆんで理解する。

　……たしかに……。

　私は目の前に立つほっそりとした青年を見つめながら思う。

　……これは、見とれるしかないな……。

　天使のような光の輪が見える、艶つややかな黒くろ髪かみ。

　最高級の白磁のような透とう明めい感かんのある、白く滑なめらかな肌はだ。

　ほっそりとして優ゆう雅がな鼻び梁りよう。

　絶ぜつ妙みようなカーブを描えがく上うわ唇くちびると、ふっくらとした艶のある下した唇くちびる。まるで咲さきたての花のような無む垢くな淡あわい桜色をしている。

　形のいい眉まゆ、白い頰ほおに濃こい影かげを落とす、長く反り返った睫まつ毛げ。

　その下から見上げてくるのは、黒こく檀たんのような深い艶のある漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　視力があまりよくないのか、私の顔を見て目を見張り、どこか眩まぶしそうな顔をする。潤うるんだ瞳がシャンデリアの光をキラキラと反射して、宝石のように美しい。

　……これが、細小路の新しい恋こい人びと……。

　彼はそのほっそりとした身体からだを、あまり仕立てのよくないスーツに包んでいた。白いワイシャツと古ふる臭くさいレジメンタルタイ。まるで大学の入学式のような着馴れなさが……彼の若さを引き立てている。

　ごついところは少しもないが、女性のそれとはまったく違ちがうしっかりと張った肩かた。

　細く引き締まったウエスト。腰こしの位置が高く、脚がすらりと長い。ぴしりと背を伸のばしたところが、凜り々りしくとても美しい。

　……こんな美しい人間を、生まれて初めて見たかもしれない……。　>>>♥

「……ロレンツィ」

　後ろに立ったジョナサンが、私の肘ひじをつつきながら囁ささやいてくる。

「……見とれている場合じゃないだろう？　紹介してくれよ」

　その言葉に、私はやっと我に返る。

　……彼は男だぞ？　何を見とれているんだろう？

「ロメオ・ディ・ロレンツィです。よろしく、ミスター・ヨシノ」

　私が言うと、彼はまた少し眩しそうな顔をし、それからふいに微笑ほほえむ。

「僕はまだ学生で、年下です。ケイでけっこうです。……よろしくお願いします、ミスター・ロレンツィ」

　彼が微笑むと、花が咲いたように空気が華はなやかになる。微び細さいな黄金でも撒まいたかのように、周囲が輝いて見える。

「それなら、ケイと呼ばせてもらう。私のことはロメオでいい」

　自分の口からさらりと出た言葉に、私は少し驚おどろく。ディ・ロレンツィ家は古い家いえ柄がらだし、元は北イタリアに広大な領地を持つ王だった一族。誇ほこり高いディ・ロレンツィ家の人間は、初対面の他人に馴なれ馴れしくさせてはならない。それは帝てい王おう学の最初のページで教わったことだ。

「いえ、それはできません」

　景は照れたように頰を赤くして、慌あわてたように言う。

「ミスター・ロレンツィと呼ばせていただきますね」

「……ロレンツィ！」

　ジョナサンが言い、再び私の肘をつつく。私は内心ため息いきをついて、

「友人を紹しよう介かいさせて欲しい。彼はジョナサン・アームストロング。さっきから、紹介してくれとうるさくて仕方がなかった」

「余計なことを言うな！」

　ジョナサンが言い、景がくすくすと笑う。ジョナサンは真っ赤になって照れながら、

「ジョナサン・アームストロングです。俺もケイって呼ばせてもらってもいいかな？」

「もちろんです。よろしくお願いいたします」

　景は言って日本人らしく丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしている。その瞬しゆん間かん、私の鼻び腔こうをふわりと芳かぐわしい香かおりがくすぐり、私は一いつ瞬しゆん陶とう然ぜんとする。

　どこかミステリアスなジャスミンに、甘い桃もも、そして若者らしい爽さわやかなグリーンが絶妙に香っている。もしもコロンの銘めい柄がらが解わかるのなら、すぐにでも手に入れたいような芳ほう香こうだ。

　……もちろん私のような男にこんな甘い香りが似合うわけがないが……ベッドサイドにこんな香りの何かがあったら、とてもいい夢が見られそうな……。

　私は思い、それから慌てて心の中で否定する。

　……あんなに無機質な私の部屋に、こんな甘い香りが似合うわけがないじゃないか。いったい何を考えているんだ？

「ローマは初めて？　もしそうなら、俺がローマを案内してあげるよ？」

　ジョナサンがいつものように軽い口調で言う。景の隣となりで細小路が渋しぶい顔をしているが、そんなことにも気づかないらしい。

「ミスター細小路は忙いそがしい人だ。彼が仕事の間、ずっと一人で閉じこもっているなんてもったいないよ！」

　ジョナサンは、普ふ段だんはニューヨーク在住。毎週末に自家用ジェットでローマに来るが、それはこのヴィッラ・ロワイヤーレに寄るため。ローマを観光したことなど一度もないと聞いたことがある。

　……トレヴィの泉の場所すら知らないくせに、また調子のいいことを……。

　私は内心ため息をつき、景はそんな誘さそいには乗らないだろうと思う。

　……細小路は景を見つめてばかりいるし、どう見ても彼に夢中の様子だ。そして二人が一いつ緒しよに住んでいるのだとしたら、絶対に恋人関係にあるだろう。数々の浮うき名なを流した細小路が、こんな美しい青年に手を出さないわけがない。恋人関係にあるなら、いかにも純情で一いち途ずそうな景が、ほかの男とデートをするわけがなくて……。

「ローマには、ずっと来たかったんです。閉じこもっているつもりはありません」

　景は、はにかんだような笑みを浮うかべ、私に視線を向ける。

「ミスター・ロレンツィは、お名前からしてイタリアの方ですよね？」

　急に聞かれて、私は少し面めん食くらいながらうなずく。

「そうだよ」

「ローマは、街中が美術館のようだと聞いたことがあります。そんなに美しい国で生まれたなんて、とても素す敵てきですね」

　まるで作り物のように端たん麗れいな容姿。しかしそこからは想像ができないほどの人ひと懐なつこい口調。私の鼓こ動どうが、なぜか速くなる。

　……ああ、いったいどうしたというんだ？

「プリンス・オブ・アドリア。うちの景は、日本で美術大学に通っていたんですよ。今はロマーノ美術大学の油絵科に編入しました。景には才能がある」

　細小路が自じ慢まんげに言い、彼がふわりと頰を染める。

「いえ、僕なんかまだまだなんですけど……」

「……ロレンツィ……！」

　横に立っていたジョナサンが、私の肘を握にぎって囁いてくる。

「頼たのむ。少しでいいから細小路を彼から引き離はなしてくれ。その間に、彼と話すから」

　その必死の様子に、私は内心ため息をつく。

　……まったく、この男は。

「ミスター細小路。この間言っていた男を紹介しましょう。あなたの仕事にきっと役立つと思います」

　私が言うと、細小路は目を輝かがやかせて、

「本当ですか？　ありがとうございます。しかし……」

　心配そうな顔で景の方に目をやる彼に、景はにっこりと微笑む。

「僕なら大だい丈じよう夫ぶです。どうぞ行ってきてください」

「本当に？」

　細小路は言いながら、どこか心配そうな顔でチラリとジョナサンを見る。細小路と並ぶくらいジョナサンは遊び人として有名だ。彼は彼でそれを心配しているのだろう。

「この人のことならご心配なく。狼おおかみどもからは守ります。どうかごゆっくり！」

　ジョナサンは能天気に言って、手を振ふる。景がふと目を上げ、私を真っ直すぐに見上げてくる。その漆黒の瞳がどこか色っぽく潤んでいるように見えて、私は慌てて目をそらす。

「ローマを好きになってくれると嬉うれしいよ。では、楽しい夜を」

　景にそう言って、細小路と共に踵きびすを返す。

　……どうしたというんだ、私は？

　あの美しい青年のそばにいるのが、なぜかとても危険なことのような気がする。

　……あんな無害そうな青年の、どこが危険なんだ？

　私は思うが……なぜか速い鼓動が静まらない。

　……彼はあまりにも麗うるわしすぎて、あまりにも魅み力りよく的だ。そこが危険ということか？　まさか、この私が男に走りそうだとでも？

　私は自分に呆あきれながら思うが……なぜか本心から否定ができない。

　会って五分も経たっていないというのに、私はなぜか彼の煌きらめくようなオーラに圧あつ倒とうされていた。ＶＩＰに会うのは日常茶さ飯はん事じだし、どんなに絶大な権力を持った人間の前でもこんなことはなかったのに。

　ふいに馥ふく郁いくとした彼の香りが鼻の奥によみがえり、今すぐに踵を返したくなる。

　……あの華きや奢しやな身体からだを抱だき締しめ、あの黒くろ髪かみにキスをしたい。そしてあのほっそりとした首筋に顔を埋うずめて、あの芳香を胸いっぱいに吸い込んでみたい。

　その考えは、やけに淫いん靡びに感じられて私は少し驚く。今まで、どんな色っぽい美女を前にしても、欲よく情じようなど覚えたことがなかったのに。







　　　　芳野景







　……ロメオ・ディ・ロレンツィさん……なんて麗しい男の人なんだろう……？

　僕は、彼の後ろ姿に見とれてしまいながら思う。

　……あんなに完かん璧ぺきであんなに美しい男性を、生まれて初めて見た。まさに、神様が作り上げた芸術って感じだ。

「……だから、ローマを案内するから」

　隣にいるアームストロングさんの言葉に、呆ぼう然ぜんとしてしまっていた僕はハッと我に返る。

「……はい？」

　思わず聞き返すと、彼は照れたように頭を搔かきながら言う。

「ああ、ごめんごめん。デートなんて言ったら警けい戒かいされてしまうかなあ？　観光、だね」

「……あ、はい。観光、ですね」

　僕は言いながら、なぜか自分が不思議なほどがっかりしていることに気づく。さっきアームストロングさんが観光に、と言った時、僕はてっきりロレンツィさんも来てくれるんだと思ってドキドキしてしまったんだ。

　……いや、もちろんアームストロングさんもとてもいい人みたいだし、がっかりなんかしたらとても失礼だ。

　僕は自分で自分を叱しかり付け、彼に向かって笑ってみせる。

「ありがとうございます。ヴァチカン美術館とか、システィーナ礼拝堂とか、行ってみたいところがたくさんあったんです。自分の目でミケランジェロが見られるなんて信じられないほど幸せです。……ああ、でもヴァチカン美術館は混こむから朝早くから行かなくてはいけないんでしたっけ？」

「えっ、そ、そうなのか？」

　アームストロングさんが、なぜかとても動どう揺ようしながら言う。

「そうみたいですね。ガイドブックに書いてありました。あと、日曜日にはローマ法王の謁えつ見けんがあるので広場がとても混むとか……」

「えっ、本当に？　あれってクリスマスだけじゃなかったんだ？」

　アームストロングさんが驚おどろいたように言い……それから手で顔を覆おおってため息をつく。

「ああ……見み栄えを張ってもボロが出るな。やっぱりロレンツィにガイドを頼むしかない」

　いきなり彼の口から出たその名前に、僕はまたドキリとする。

「ロレンツィさん……ですか？」

「ああ、彼は仕事でずっとローマに住んでいる。きっと詳くわしいだろう。ちょっと待ってて」

　彼は言いながら僕から離れ、人込みを縫ぬってロレンツィさんを探しに行く。

　……ロレンツィさんと、ローマを観光……？

　思っただけでなぜだか鼓動がどんどん速くなって、座り込んでしまいそうだ。

　……どうしたんだろう？　考えただけでこんなふうになるなんて……。

「失礼。……君は、ミスター細小路と一いつ緒しよに来た子だろう？」

　後ろから声がして、僕は慌あわてて振り返る。いつの間にか、そこには四人の男性が立っていた。揃そろってプロのモデルみたいな長身で、しかも揃って見みたこともないようなハンサム。僕は別世界に紛まぎれ込んでしまったかのような気分で呆然と彼らを見上げる。

　……すごい……まるで映画でも見てるみたい……。

「はい……そうですが……」

　僕がかすれた声で答えると、見事なプラチナブロンドとアイスブルーの目をした、優ゆう雅がな雰ふん囲い気きの男性がにっこりと笑う。

「自己紹しよう介かいをさせてもらいたい。いいかな？」

　その声からして、話しかけてくれたのは彼だったみたいだ。僕は慌てて、

「あ……はい。あの、僕はケイ・ヨシノといいます。よろしくお願いします」

　言って、彼らに向かってお辞じ儀ぎをする。プラチナブロンドの彼は笑えみを深くして、

「礼れい儀ぎ正しい子だな。……私はクラウディオ・フォン・ルーゼンシュタイン。よろしく」

　僕は、昨夜細小路さんから聞かされたことを思い出して、思わず息を吞のむ。「『ヴィッラ・ロワイヤーレ』には『プリンス』と呼ばれる家いえ柄がらもルックスも群を抜ぬいた五人がいる。彼らは世界をも動かす力を持っているから失礼のないようにね」って。

「あの、もしかしてあなたは『プリンス・オブ・プラチナ』と呼ばれている方ですか？」

　僕が言うと、彼は嬉しそうに頰ほおを緩ゆるませて、

「私のことを知っていてくれたなんて、とても嬉しいな。それなら君にクイズを出そう。残りの三人もプリンスと呼ばれている。彼らがなんと呼ばれているかを当ててくれ」

　ルーゼンシュタインさんは楽しげに言い、隣となりにいた男性にうなずいてみせる。

「よろしく。私の名前はアンドリュー・劉だよ。お見知りおきを」

　言ったのは黒髪をした東洋系のハンサムな男性。欧おう米べいの血が混ざっているらしく彫ほりの深い顔立ちをして、目が……。

「なんて綺き麗れいな翡ひ翠すい色の瞳ひとみなんでしょう。あなたは『プリンス・オブ・ジェイド』ですね」

　僕が言うと、彼はにっこり笑って、

「褒ほめてもらえて光栄だ。そして呼び名も当たりだよ」

　彼は言って、隣にいた男性に場所を譲ゆずる。

　次の彼は、黒髪に銀ぎん縁ぶち眼鏡、怜れい悧りなイメージの美形。静せい謐ひつな雰囲気は……。

「もしかして、日本の方ですか？」

　僕が思わず日本語で言うと、彼は日本語で答えてくれる。

「そうだよ。私の名前は不知火律。出身は京都。仕事で世界中を飛び回っていることが多いんだけどね」

「では、あなたが『プリンス・オブ・イースト』？」

　僕が言うと、彼はにっこり笑って、

「賢かしこい子だな。正解だ。……よろしく」

「ちょっと待て！」

　隣にいた褐かつ色しよくの肌はだをした野性的な美形の男性が、怒おこったように英語で言う。

「同じ日本人同士とはいえ、日本語で話さないこと！　口説き文句を言っているかもしれないので、抜け駆がけ禁止のルール違い反はんだ！」

　不知火さんは形のいい唇くちびるに笑みを浮うかべて、

「それは日本語の解らない君が悪い。ほかのメンバーは普ふ通つうに理解しているようだぞ？」

「今の時代、外交に日本語は必ひつ須すだからね」

　ルーゼンシュタインさんが驚くような流りゆう暢ちような発音で言い、隣にいる劉さんもうなずく。

「貿易関係でも日本語が話せるのは当たり前になってきている。産油国の外交にはまだまだ甘えが見えるな」

　彼の発音もネイティヴと変わらない。「美形というだけじゃなくて、知性に溢あふれた人達なんだ」と細小路さんが自じ慢まんげに言っていた意味がよく解わかる。

「一応、個人教授をつけて勉強はしているんだ！　日本に彼のような美び貌ぼうの人がいると知っていたら、もっと熱心に学んでおいたのに！」

　野性的な美形は言い、それからふいにちょっと照れたような顔で僕を見下ろして、

「ああ、失礼、自己紹介は英語でもいいかな？」

「もちろん英語でけっこうです。僕の英語はまだまだなので、こうしてお話できることはとても勉強になりますから」

　慌てて言うと、彼は満足げににっこり笑い、三人を見回して胸を張る。

「ほらみろ。彼はこんなに優やさしいことを言ってくれる。言葉ができることはたいしてポイントにならないぞ！」

　言ってから、また僕を見下ろしてくる。

「ああ、失礼。自己紹介が遅おそくなったね。……私はイズマイル・アル・ザファルだ。私の呼び名を当ててごらん？」

　僕は彼の金茶色の髪かみと、黄金色の目を見る。砂さ漠ばくに住む美しい獣けものみたいなイメージだ。

「あなたは『プリンス・オブ・デザート』ですね？　野性的で、いかにも砂漠の王子様というイメージですから」

「当たりだ。ご褒ほう美びに、今すぐ私の砂漠のオアシスに連れて行ってあげようか？」

　ひそめた声と流し目が、やけにセクシー、女性なら失神しそうだ。

「オアシス……ですか？」

　僕が言うと、彼は胸を張って、

「そう。私はいくつものオアシスに贅ぜい沢たくな別べつ荘そうを持っているからね。……私は産油国であるザファル王国の本物の王子であり、有名なザファル石油の取とり締しまり役やく。各国の首脳から砂漠の鷹たかと恐おそれられ……」

「そんな話は退たい屈くつだし、こんな夜には無ぶ粋すいだぞ。イズマイル」

　ルーゼンシュタインさんが言って、イズマイルさんを押しのける。僕に笑いかけながら、

「ところで、今夜、これからの予定は……」

「こらぁ〜！　ルール違反！」

　言いながら彼らと僕の間に、アームストロングさんが立ちふさがる。

「絶対に声をかけるなって言ったじゃないか！　抜け駆けをするのは紳しん士しじゃないぞ！」

「紳士でなくてけっこうだよ」

　劉さんが言って、僕の顔を真っ直すぐに見つめてくる。

「こんな美しい人に声をかけないほうが失礼だ。君も私に会えて嬉うれしいだろう？」

　低い美声がやけにセクシーで、彼もすごいフェロモンだ。

「あ、はい。もちろん嬉しいですが……」

「それよりも」

　劉さんを押しのけて、不知火さんが一番前に出る。

「英語で話すのは窮きゆう屈くつだろう？　日本人が喜びそうな観光地なら私が一番よく知っている。美味おいしい懐かい石せき料理屋にでも……」

「日本語は禁止だ！　私の砂漠のオアシスに行こう」

「砂漠など砂だらけなだけだよ。っていうか、彼とデートの約束をしたのは俺が一番先だ」

　イズマイルさんとアームストロングさんが言い合いを始め、残りの三人は可笑おかしそうに笑う。途と方ほうに暮れて周囲を見回した僕は、いつの間にか自分のすぐ隣にロレンツィさんが立っていたことに気づいてとても驚おどろく。

「……あ、ロレンツィさん……」

　彼の凜り々りしい美貌を見上げるだけで、また心臓が壊こわれそうなほど鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、本当にどうしたんだろう、僕は……。

「ジョナサンから、ローマのガイドを頼たのまれているんだが、別の約束が入ってしまった？」

　彼は僕から目をそらしたままで言う。ほかのメンバーがにこやかなせいで、彼の無表情さが目立つ。

　……もしかして……すごく迷めい惑わくなんだろうか……？

　そう思っただけで胸がギュッと痛んで、なんだか泣いてしまいそうだ。

「いいえ。まだ。ローマにはずっと前から来てみたかったので、案内していただけたら、すごく楽しそうなんですけど……お忙いそがしいあなたには、きっとご迷惑ですよね」

　僕は言って、ロレンツィさんに頭を下げる。

「僕は一人でも観光できます。アームストロングさんも、みなさんも、気を遣つかわせてしまってすみません。ご親切にありがとうございました」

　呆ぼう然ぜんとした顔のアームストロングさんにも頭を下げ、慌あわてて周囲を見回す。人込みの向こうに細小路さんが見えるけれど、彼は取引相手らしい人と談だん笑しようしていてこっちには気づかない。

　……ここに来る時にはリムジンだったけど、それを使ったら細小路さんに迷惑だよね。ホテルの住所はうろ覚えだけど、ローマの市内はたいして広くないとガイドブックに載のっていた気がする。誰だれかに聞きながら帰ればきっとなんとかなる。

「みなさんにお会いできて楽しかったです。……失礼します。いい夜を」

　僕は言って、舞ぶ踏とう室の出口のほうに向かおうとして……。

「待ちなさい、まさか、一人で帰る気なのか？」

　ロレンツィさんが言い、僕はドキリとする。

　……こんな気まずいことになって、僕はきっと二度とここには来られない。だからロレンツィさんに会うのは、きっとこれが最後で……。

　思ったら、なぜか本気で泣きそうになる。何か、とても大切なものをなくしそうな、不思議なほどの不安な気持ち。

　……ああ、本当になんなんだろう？

「細小路さんはお仕事の話をしていますから。邪じや魔まになってはいけないので、一人で帰ります。ホテルまではたいした距きよ離りはないと思うし……」

「ホテルはどこ？」

　ロレンツィさんに厳しい顔で聞かれて、僕は戸と惑まどう。

「あ……ええと……たしかグランド・ホテル……？」

「グランド・ホテル？　テルミニ駅の隣となりにある？　あんな観光客向けの小さなホテルにミスター細小路が部屋を取るわけがないと思うのだが。ホテルの名前を間ま違ちがえていない？」

　彼がさらに厳しい顔になって言う。僕はしどろもどろになりながら、

「……え……たしかそんな感じの……あ、セント・グランド・ホテルだったかも……？」

「それは、もっと治安の悪い場所だ。タクシーに乗ったとしても、とんでもない場所で降ろされるよ」

　彼の言葉に、思わず血の気が引く。

　僕は昔からイタリアに憧あこがれていて、学校の図書館でよくガイドブックを眺ながめてうっとりしていた。だけど実際には海外は一度も行ったことがない。だからこんなふうに無用心で……。

「似た名前のホテルだと……セント・レジス・グランドでは？　共和国広場のそばの」

　ロレンツィさんの言葉に、僕はドキリとする。

「あ、そうです！　そこでした！」

「ホテルの名前がきちんと解らないのでは、タクシーにも乗れないだろう」

　ロレンツィさんの呆あきれたような声に、僕はまた悲しくなる。

「ええと……来る時はリムジンで、あっという間に感じたので、歩けるかと……」

　思わず言ってしまうと、彼らが全員とても驚いた顔をする。

「それはどう考えても無理だろう。私の足でも一時間以上はかかる」

「しかも君のような子が、無事にたどり着けるとは思えないよ」

　口々に言われて、本気で泣きそうになる。

「すみません。なんだか恥はずかしいです。ローマに来て、しかも細小路さんにこんな素す敵てきな場所に連れてきてもらって少し浮うかれてしまいました」

　僕は振ふり返り、細小路さんがこっちに気づいたことにホッとする。

「細小路さんのお話が終わったみたいです。……なんだかお騒さわがせしてすみませんでした。僕はこれで失礼します」

「待ちなさい」

　踵きびすを返した僕は、後ろから腕うでを摑つかまれ、驚いて振り返る。ロレンツィさんが僕を真っ直ぐに見下ろしていた。

「まだ約束が済んでいない。……明日でいい？　何時に、どこに行けばいい？」

　彼の言葉に、僕は呆然とする。

「……え？」

　ロレンツィさんは少し怒おこったように眉み間けんに皺しわを寄せて、

「私がガイドをする。君のような子を一人で歩かせることなどできるわけがない」

　……ロレンツィさんが、ガイドをしてくれる？　彼と、待ち合わせをして街を歩く？

　考えただけで頰ほおが熱くなって、心臓が壊れそうなほど鼓動が速くなる。

　……どうしよう？　幸せすぎてどうにかなりそう。でも……。

「でも、あの……お忙しいのでは？」

　恐る恐る聞くと、彼はさらに不ふ機き嫌げんそうな顔になって、

「最近働きすぎていたせいで、秘書から休きゆう暇かを取るように命令された。明後日あさつてまで仕事はしない。だが、一人でぶらついても楽しくないのでどうしようかと思っていた」

　彼は低い声で言い、僕からふいに目をそらす。

「街を歩く時、たまたま隣に君がいたとしても支障はない。一人で食事をしなくて済むので助かるくらいだ」

　彼の手が、ふいに僕の腕から放れる。大きな手の感かん触しよくがすごく心ここ地ちよかったことに今さら気づいて、僕はなんだかたまらなくなる。

　……彼に、もっと近づきたい。もっと、親しくなりたい……。

「そ、それなら、僕がお付き合いします！」

　僕は慌てて言う。なぜか、これは自分にとって大切な出会いで、このままロレンツィさんとさよならしてはいけない、という気がして仕方がなかったから。

「僕、食べ物の好き嫌きらいはありません！　だからあなたが行きたいお店、どこにでもお付き合いします！」

　人目も忘れて思い切り叫さけんでしまい……僕は思わず真っ赤になる。四人の美形のプリンス達、そしてアームストロングさんがとても驚いた顔で僕を見つめていたからだ。

「す……すみません。こんなところで大声なんか……」

「プッ」

　小さく噴ふき出したのは、『プリンス・オブ・プラチナ』のルーゼンシュタインさんだった。それに続いて残りのプリンス三人、それにアームストロングさんが揃そろって笑いだす。

「ははは……いや、すまない、君があまりにも可愛かわいくて」

「というか、そしていつも仏ぶつ頂ちよう面づらのロレンツィの照れた顔が、可笑しすぎるんだよ」

　……照れてる？　ロレンツィさんが……？

　僕は思わず見上げてしまうけれど……完かん璧ぺきな無表情にしか見えない。それにしても、本当に見とれてしまうような美び貌ぼうで……。

「どうかしたのか、景くん？」

　近づいてきた細小路さんが、心配そうに言う。僕が取り囲まれて苛いじめられていると思ったのかもしれない。僕は慌てて、

「いえ、僕が可笑しなことを言ってしまって」

「彼は、本当にいい子ですね、ミスター細小路。私達ともすっかり打ち解けてくれました」

　ルーゼンシュタインさんが言い、細小路さんはすごく嬉うれしそうな顔になる。

「本当ですか？　日本から来たばかりだし、内気で人見知りなところもある子なので、少し心配だったのですが……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。彼の話はとても楽しくてつい引き込まれました」

　劉さんが言い、不知火さんがうなずく。

「それに英語の発音も完璧です。これからたくさん友人を作れるでしょう」

「そうそう。早さつ速そく、ローマ観光の約束も取り付けたようだし？」

　イズマイルさんがちょっと拗すねたように言って、ロレンツィさんを横目で見る。細小路さんが驚おどろいたように彼の視線を追ってロレンツィさんを見る。

「観光？」

「ええ。ローマのことならよく知っています。……ですから明日、私が彼を案内しようかと話していたところです」

「『プリンス・オブ・アドリア』、ご本人が？　そんなお忙いそがしいのでは……」

　とても驚いたように言う細小路さんに、ロレンツィさんが、

「ワーカホリックな私は、明日、明後日の休暇をもてあましています。一人で食事をするのは味気ないものですし。そう話したら、彼は食事に付き合うと言ってくれました。久しぶりに美術館巡めぐりもしたいし、一いつ緒しよに行ければちょうどいいかなと」

「美術館！」

　細小路さんは嬉しそうに顔を輝かがやかせて、

「景はローマやヴァチカン市国の美術館にずっと憧れていたんです。でも私はなかなか仕事の区切りがつかないので、どうしようかと思っていて……」

「それなら！」

　アームストロングさんが、一歩前に踏ふみ出しながら言う。

「俺とロレンツィで、責任持って彼をガイドします！　俺とロレンツィで！」

　……あ……。

　ロレンツィさんと二人きりになるんだと思っていた僕は、彼の言葉に少し驚く。

　……そうだ、最初に誘さそってくれたのはアームストロングさんだし、ロレンツィさんも「アームストロングから頼たのまれた」って言ってた。だから三人なのは当たり前じゃないか。

　思うけれど、なぜか少し残念な気がしてしまう。アームストロングさんはすごくいい人みたいだし、ロレンツィさんみたいなハンサムと二人きりで歩くと思っただけで、緊きん張ちようで喉のどがからからになりそう。だから三人の方がいいに決まってる……のに……。

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるんだろう？

「お二人で？　それは心強いですが……」

　細小路さんがどこか心配そうな顔で二人を見比べる。

「本当に、ご迷めい惑わくではありませんか？」

「いいえ」

　ロレンツィさんが無表情なままで答える。

「私の祖国であるイタリアを、できれば一人でも多くの人に好きになって欲しい。そのためにはうってつけの機会ですから」

　そう言って、僕の顔を見下ろしてくる。

「もしも君が迷惑でなければ、だが」

　僕はロレンツィさんにまた見とれ……それから慌あわててかぶりを振る。

「そんなわけがありません」

「それならセント・レジス・グランド・ホテルのロビーで八時十五分に。サンピエトロ広場近くのバールで、ローマで最高のエスプレッソとデニッシュを買い、それを持って八時四十五分にはヴァチカン博物館の前に並ぶ。起きられる？」

　彼の言葉に、僕は慌ててうなずく。

「もちろんです。ラファエロやミケランジェロを見るためなら、いくらでも早起きします。とても楽しみです」

　言うと、ロレンツィさんの形のいい唇くちびるの端はしに微かすかな笑えみが浮うかぶ。

「私もだ。……それならまた明日。おやすみ」

　彼は言い、あっさりと踵きびすを返す。アームストロングさんが、

「ああ、ロレンツィはいつも強ごう引いんなんだから！　それじゃあ、また明日！」

　言って僕に手を振ふり、ロレンツィさんの後を追う。

「なあなあ、待ち合わせが八時十五分なんて早過ぎないか？　俺は朝は九時まで寝ねて、執しつ事じの紅茶を飲んでから出勤すると決めていて……」

「寝ね坊ぼうしてもかまわない。置いていくだけだ」

「絶対に寝坊しない！　あの子とおまえが二人きりになるなんて許さないからな！」

　二人が話している声が遠ざかる。僕はロレンツィさんの後ろ姿に見とれながら思う。

　……ああ、どうしよう？　本気で楽しみかも……。







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







「どう思う、あの子？」

　リムジンの向かい側に座ったジョナサンが、うっとりとした顔で外を眺ながめながら言う。

「聞くまでもないよな。無む垢くで、麗うるわしくて、無防備で、最高だ。……ああ、切ない。これが、運命の恋こいってやつなのかな？」

　いつの間にか彼をガイドすることになってしまった私は、動どう揺ようを隠かくせずにヴィッラ・ロワイヤーレを後にした。私のあとをついてきたジョナサンは、リムジンを呼ぶのが面めん倒どうだと言ってちゃっかり私のリムジンに乗り込んでいる。

　……どんなに美しくても、彼は男だ。笑顔がどんなに麗しくても、鼓こ動どうを速くする理由など一つもないはずなのに。

　思いながら備え付けの冷蔵庫を開き、中から冷えたシャンパンのボトルを取り出す。

「ルイ・ロデレール　クリスタルで、二人の出会いをお祝いしてくれるのか？　ゴージャスだ！　さすがロレンツィ！」

　ジョナサンは勝手知ったる様子で物入れからグラスを二つ出してホルダーに差し込む。そこにシャンパンを注ぐと、彼は嬉しそうに自分のグラスを取る。

「彼の麗しさに、乾かん杯ぱい！」

　大声で言って、シャンパンを一息で飲み干す。さらに注ぐと、それをまた一気飲みする。ジョナサンは酒が大好きで、自分は酒しゆ豪ごうだと豪ごう語ごしている。だが、実はアルコールに弱くてすぐに酔よう。どんな強い酒を飲んでも顔色一つ変えないプリンスのメンバー達からは、「淑しゆく女じよ並みに弱い」といつもからかわれている。そのせいでムキになって飲むのでいつも悪あく循じゆん環かんだ。

「なあ、彼、俺に気があるよな？　あんなに潤うるんだ目で俺を見上げてたんだから。もしかして、誘っていたのかな？」

　シャンパンたった三杯ばいで酔った様子で、ジョナサンが言う。

　視力があまりよくないのか、それともあの漆しつ黒こくの瞳ひとみの色のせいか、景は今にも泣きそうなほど潤んだ目をしていた。真しん珠じゆ色の頰ほおをふわりと染め、あんな目で見上げられると……その気のある男なら誰だれでもこういう誤解をしそうだ。

「もともとああいう目なんじゃないか？　視力がよくないとか。……あんな純じゆん朴ぼくそうな子が、男を誘うとはとても思えない」

「純朴そう？　ああ……たしかにあの無垢な感じはヴァージンだろうなあ」

　ジョナサンは勝手な解かい釈しやくで言い、うっとりと宙を見つめる。それから急に目を据すわらせて、

「だが、このままではすぐにでもあの細小路に食われてしまう。その前に救出しなくては」

「一つ、疑問なのだが……」

　私はシャンパンを一口飲み、それからジョナサンを見つめて言う。

「あの子は細小路のことを憎にくからず思っているんだろう？　でなければわざわざ同どう棲せいしたりしない。双そう方ほうが合意の上なら、どんなことになっても口を出す筋合いのものではないのでは？」

　口にした瞬しゆん間かん、なぜか胸がズキリと激しく痛む。

　クラブでの噂うわさがすべて本当だとは思わないが……細小路がゲイで、若い青年を次々にクラブに連れて来ていたことは事実だ。同じ相手は多くても数回、ほとんどが一度きりしか顔を見なかった。細小路が彼らを遊び相手としか思っていなかったことは容易に想像できる。

「細小路の手て癖くせの悪さはよく知っているだろう？　相手が全員プロならともかく、いかにも恋に不慣れそうで、ヴィッラ・ロワイヤーレの様子に無む邪じや気きに驚おどろいていた子だっていたはずだ。……例えば、この間連れていた天使みたいな金きん髪ぱつの……名前はなんだっけ……」

「アンジェロだろう？　クラブに来るたびにポケットに連れん絡らく先を書いたメモを入れてくるので、とても迷惑していた」

　私がため息をつきながら言うと、ジョナサンが驚いた顔になる。

「ええっ、あんな天使みたいな子が？」

「ああ、署名があったので間ま違ちがいない。……執事から、『旦だん那な様、上着のポケットにこれが』と言ってメモを渡わたされる者の身にもなってみろ」

　私は厳格な執事に向けられた眼まな差ざしを思い出し、今さらながらうんざりする。

「メモには、連絡先だけでなく露ろ骨こつな誘い文句が書いてあった。執事に『どんな悪い遊びをなさっているんですか？』と嫌いや味みを言われて閉口した」

「それは大変だったと思うが……そんな蓮はすっ葉ぱなじゃじゃ馬と、あの麗しくて無垢な景を一いつ緒しよにはしないでくれ」

　ジョナサンはホルダーに差したボトルを取り、残りのシャンパンをすべて自分のグラスに注ぐ。それを一気飲みしてから、私のほうに身を乗り出してくる。

「細小路は、麗しい青年達を探してきてはヴィッラ・ロワイヤーレに招待し、そのリッチさに目が眩くらんだところで相手を口説き落とし、最後は強引に身体からだを奪うばい……だが自分のものになったら、すぐに飽あきて捨ててしまうんだ」

　まるで怪かい談だんでも話すかのように、声をひそめて言う。私はため息をついて、

「一部のメンバーから、細小路が『美青年専門の吸きゆう血けつ鬼き』と呼ばれているのは知っている。だが、それはただの噂で、細小路が彼らとどんな付き合いをしていたのかを詳くわしく知っている人間などいない。青年達にひどいことをしていたという証しよう拠こもない」

　私が言うと、ジョナサンは苦しげな顔になって、

「そんなことを言っていたら、手て遅おくれになるぞ」

　その言葉に、私はドキリとする。

　……手遅れ……？

　少し話しただけでも、景が人を疑うことを知らない真っ直すぐな子だということが伝わってきた。そしてあの完かん璧ぺきな麗しさからは想像もできないほど無防備だったことも。それはきっと、彼が今まで本当にひどい目には遭あったことがないせいで……。

「あんなに無垢な景を、あの男の餌え食じきにするなんて、あまりにもひどいと思わないか？」

　真しん剣けんな声で言われたジョナサンの言葉に、心の痛みがひどくなる。

　……もしも細小路がそういうひどい遊び人で、遊び相手としてしか景を思っていないとしたら？　そしてある日、欲よく望ぼうに任せて景を無理やり抱だいてしまったとしたら……？

　大おお柄がらな細小路に押し倒たおされたら、華きや奢しやな景は抵てい抗こうなどできないだろう。細小路に組み敷しかれ、泣いている景の顔が鮮あざやかに脳のう裏りに浮かんでしまい……私は血の気が引く気がする。

　……さらに、自分が騙だまされていたと知った景は、どんなに傷つくだろう？

「だから！　明日のデートで景の心を摑つかむ！　協力してくれるな？」

　ジョナサンが身を乗り出して、私の両手をしっかりと摑む。

「俺に惚ほれてくれれば、彼はきっと目を覚ます！　俺は彼の王子様になって細小路の魔まの手から彼を救い、二人は幸せに暮らす！　だから協力してくれ！」

　夢見がちな言葉に苦く笑しようしたくなるが、ジョナサンがあまりにも真剣でとても笑えない。

「協力すると言っているだろう？　気味が悪いので手を放せ」

　私はジョナサンの手をもぎ離し、窓の外を見る。

「そろそろおまえの別べつ荘そうに着く。……明日は、八時四十五分にヴァチカン博物館のエントランス前で待ち合わせよう。どうせおまえは起きられないだろうから、彼は私が迎むかえに行く」

「ちょっと待て。エスプレッソがどうのこうのと言っていなかったか？　俺も飲みたいぞ」

「解ったよ。……もしも起きられたら、八時三十分にサンピエトロ広場前の『カフェ・アンジェロ』に来い。一秒でも遅ち刻こくしたら置いていく」

「わかった。あんな美青年を恋こい人びとにするためだ。早起きは何よりも苦手だが、頑がん張ばる」

「せいぜい頑張ってくれ」

　リムジンが、贅ぜい沢たくな石造りの屋や敷しきの車寄せに滑すべり込む。こんな深夜にもかかわらず、家令と執しつ事じ、二人のフットマンがエントランス前に揃そろって立っている。彼らが心配そうな顔をしているのは、ジョナサンがいつもどんなに甘やかされているかの表れだろう。

　エンジンが切られ、運転手が外に出る。そしてドアが外側から開けられる。

「おやすみ、ロレンツィ！　本当に、恩にきるよ！　明日はよろしくな！」

　ジョナサンが言って車から降りていく。足元がフラついているところを見ると、かなり酔っているのだろう。本当に酒に弱い男だ。

「坊ぼつちゃま、またお酒を過ごされましたね？　連絡をくださらないから、運転手が心配していましたよ！」

　執事が言って、逞たくましいフットマン達と一緒にジョナサンの身体を支えている。家令が駆かけ寄ってきて、まだ開いたままのドアからリムジンの中を覗のぞき込んでくる。

「ミスター・ロレンツィ、どうもお手数をおかけしました。……よろしければ、お帰りの前にお茶でもいかがですか？　取り寄せたばかりの最高のダージリンが」

「どうもありがとう、エドモンド。だが、明日は早くから用事がある。またの機会にぜひ」

　私が言うと、白しら髪がの彼はにっこり笑って、

「いつでもおいでください。……ロレンツィ公こう爵しやくによろしくお伝えください」

「わかった。どうもありがとう。……いい夜を」

　私が言うと、控ひかえていた運転手が外からそっとドアを閉める。

　窓の外で、使用人達がお辞じ儀ぎをして見送ってくれる。ジョナサンがエントランスの階段で「明日は頼たのむぞ！」と叫さけんでいるのが微かすかに聞こえてきて苦笑する。

　……どうでもいいが、寝ね坊ぼうにだけは気をつけろよ。







　　　　芳野景







「君が欲しいと言っていた、ルネッサンス時代の衣装に関する研究書だよ」

　細小路さんが言って、ダイニングテーブルの上に美しい革装丁の本を置いてくれる。

　ここは、細小路さんと僕が滞たい在ざいしているセント・レジス・グランド・ホテル。その最上階にあるとても豪ごう奢しやなプレジデンシャル・スイート。細小路さんがローマに来てから三年が経たつけれど、気に入った屋敷が見つからずにずっとここに住んでいたらしい。最上階のフロアを借りきって日本から連れてきた使用人さん達も住まわせているというからあまりの贅沢さに驚いてしまった。まあ、日本の彼の屋敷はとんでもなく贅沢な場所だったから、維い持じ費や使用人さんへの給料を考えたらそれほどかけ離れた生活ではないのかもしれないけれど。

「そろそろローマに屋敷を購こう入にゆうしようかと思って、物件を探しているんだ。絵を描かくのにちょうどいい明るさの部屋を、君のアトリエにしよう」

　細小路さんが楽しそうに言う。

　両親が亡なくなって、僕は美術を続けることを一度は完全にあきらめた。だけど……。

「アトリエなんて贅沢は言いません。ともかく絵が描けるだけで、僕は本当に幸せです」

　本のページをそっと開くと、美しい銅版画が目に飛び込んでくる。それを見るだけで鼓こ動どうが速くなる。

「また学校に行けているなんて、今でもまだ、夢のようです」

　僕は言う。ただでさえ、ヴィッラ・ロワイヤーレの興奮の余よ韻いんが残っている身体が、嬉うれしさにじわりと熱くなる。

「何もかも、本当にありがとうございます、細小路さん」

「何を言っているんだ、景くん。君にはいろいろ苦労をしていたご両親のためにも幸せになってもらわないといけないんだ。これくらい当然だよ」

　執事さんがいれてくれたカモミールティーを飲みながら、細小路さんは微笑ほほえむ。

「それに、もしも君が有名な画家になってくれたら、私も鼻が高い。『私の息子むすこは才能があるんです』と自じ慢まんできる。ああ……すまない」

　言ってから、彼は苦笑して、

「つい焦あせってしまうけれど……養よう子し縁えん組ぐみの話は、いつでもいいんだ。君の気持ちが決まった時で。もしも気が進まないのなら一生しなくてもかまわない。ただ……」

　彼は、少し寂さびしそうな目になる。

「気づいたら、私にはパートナーと言える人も、いろいろ話せる親しい友人もいない。まあ、今まで放ほう蕩とうをしてきた報むくいかもしれないが……自分の財産や、日本の屋敷に保管してある美術品のコレクションを受けついでくれる人がいないことが、ふいに空むなしくなってしまったんだ。もしも養子になってくれれば、私の財産は……」

「そんな話はやめましょう。細小路さんはまだ若くて素す敵てきなのに」

　僕は細小路さんの言葉を遮さえぎる。

「若い？　もう四十歳になってしまったんだよ？　それに……」

　細小路さんはふいに深いため息をついて、

「ヴィッラ・ロワイヤーレに行ってプリンス達に会うと、自分がどれほど平へい凡ぼんな人間かがよく解る。容姿の面でも、家いえ柄がらや財産の面でも、さらにカリスマ性の面でもね。……特に、『プリンス・オブ・アドリア』は……」

　……『プリンス・オブ・アドリア』……ロメオ・ディ・ロレンツィさんのことだよね……。

　彼のことを思い出しただけで、いきなり鼓動が速くなる。

「本当に、なにもかもが完璧な人だ。あんな人間に生まれていたとしたら、人生はどんなに楽しかっただろう？」

　細小路さんがうっとりとした声で言う。僕は心からうなずきながら、

「会ったばかりですが、彼の素す晴ばらしさはよく伝わってきました。麗うるわしいだけでなく、本当に優やさしい方ですよね。明日が本当に楽しみなんです」

　僕が言うと、細小路さんはハッと身を起こして、

「そういえば、景くんは明日は朝早くから『プリンス・オブ・アドリア』と出かける予定があったんだろう？　夜よ更ふかしさせてすまなかった」

「いえ。楽しかったですし、早起きは得意です。日本の美大では午前中が実技の時間でしたし、デッサンの時にはいい場所を取るために早起きするのが当然でしたから」

「そうは言っても、環かん境きようが変わっているからね。……オリヴァー！」

　細小路さんは壁かべ際ぎわに控えていた、白髪の執事さんを呼ぶ。

「はい、旦だん那な様」

「景くんは、明日は朝から大切な用事があるんだ。きちんと彼を起こして欲しい。ホテルのモーニングコールでは当てにならないからね。……ええと、彼が迎えに来てくれる時間は、何時だっけ？」

　僕は頭の中に叩たたき込んであった彼の言葉を思い出す。

「このホテルのロビーで八時十五分。サンピエトロ広場近くのバールでエスプレッソとデニッシュを買って、それを持って八時四十五分にはヴァチカン博物館の前に並ぶんです。なんて楽しそうなんでしょう？　ドキドキします」

　一気に言ってしまい、それから一人で赤くなる。

「あ、すみません。待ち合わせは、ロビーで八時十五分、です」

「朝食は彼と一いつ緒しよに食べるとして……シャワーと着き替がえの時間を考えて、七時十五分に起きれば間に合うかな？」

　細小路さんの言葉に僕は慌あわててうなずく。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「では、七時十五分に、必ず起こさせていただきます」

　執しつ事じさんはにっこり笑って言う。

「とても楽しい一日になりそうですね、景さま」

「はい。とても楽しみです」

　僕はうなずき……そして胸がキュッと締しめ付けられるのを感じる。

　……ああ、彼に会えると思うだけで、どうしてこんなに幸せになるんだろう？







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







「ローマの冬はやはり寒いですね。あったかいエスプレッソが本当に嬉しい」

　エスプレッソを飲んだ景が、幸せそうな顔で微笑む。

「それにこのデニッシュも、本当に美味おいしいです。イタリアに来たって感じです」

　私と景はヴァチカン博物館の裏側に並んでいた。案の定、長ちよう蛇だの列で入場してからも時間がかかりそうだ。美術鑑かん賞しようのためにはとても長い距きよ離りを歩くので、待ちながら軽く朝食を食べることにした。彼はとても嬉しそうで、どうやら正解だったらしい。

　リムジンで迎むかえに行くと、十分早く着いたにもかかわらず彼はロビーで私を待っていた。

　すらりとした凜り々りしい姿に、早起きの観光客達が次々に振ふり返っていた。

　彼は、昨夜の麗しいスーツ姿からうって変わったラフな姿だった。十二月のローマに相応ふさわしい純白のセーター、襟えりに巻いたマフラーと手て袋ぶくろは、セーターとお揃そろいの白。すらりとした脚あしを強調する細身のジーンズに白のバスケットシューズ。紺こん色いろのハーフコートを羽織り、白のメッセンジャーバッグを斜ななめがけにした様子は、まさに学生という初うい々ういしい雰ふん囲い気きで……私はまた鼓動が速くなるのを感じていた。

　ロビーには景だけでなく、細小路とその執事までが控ひかえていた。「今日一日、よろしくお願いします」と二人に頭を下げられて、景がどれほど大切にされているかが伝わってきた。細小路はすっかり父親のような顔をしていて、彼がこんな顔をするのを初めて見た。

　景の、朝早くても時間を守るところ、美術館に行くのにきちんと歩きやすい靴くつを選ぶところ、少しも眠ねむそうでなく爽さわやかな顔で朝の挨あい拶さつをするところに、私はとても好感を持った。欧おう州しゆうの大きな美術館はとても広くて歩く距離は半はん端ぱではないし、本気の美術鑑賞はとても体力を使う。彼はそれがきちんと解わかっているのだろう。

　私達はリムジンでサンピエトロ広場に向かった。門の近くにあるバールで、景はエスプレッソとデニッシュ、私はエスプレッソとパニーニを買った。案の定、遅ち刻こく魔まのジョナサンは時間になっても来ず、私は心配する景をせかして店を出た。そして二人で列に並んでいる。

「アームストロングさんを置いてきてしまって、本当に大丈夫だったんでしょうか？」

　景が少し心配そうに言う。私は肩かたをすくめて、

「一秒でも遅おくれたら置いていくと言ってある。それに電話がかかってこないところを見るとまだ夢の中だろう。私の予想では、合流はランチの頃ころだ」

「朝に弱い方なんですね。お誘さそいして申し訳なかったでしょうか？」

「しつこく誘ったのはあいつの方だろう？　なのに寝ね坊ぼうで遅ち刻こくだなんて」

　私は心の底から呆あきれたため息をついて、

「私がガイドをすることにして本当によかった。君が待ちぼうけになっていたらと考えると血の気が引く。ナイトとして失格だな」

「美大にはマイペースの友人が多かったです。適当に時間を潰つぶすことには慣れています」

「君は……最初のイメージとは違ちがって、意外に強いんだな」

「なかなか逞たくましくなれないし、色も白いのでインドア派だと誤解されがちですが……実はアウトドア大好きだし、スポーツもけっこう得意なんです。好きなのはサッカーとスノボ」

　彼のとても意外な言葉に、私はさらに驚おどろく。

「アクティヴなんだな。図書館で本を読んだり、アトリエで絵を描かいているイメージしか浮うかばなかったが」

「絵を描くのって、けっこう肉体労働ですよ。キャンバスは自分で布を張って作らなきゃならないし、筆を握にぎった右手は上げっぱなしだし、画材は重いし。あと、課題で立体もやっていましたが、石の彫ちよう刻こくとか、粘ねん土どを使う彫ちよう塑そとかまさに体力勝負でした。美大のアトリエは古くて冷れい暖だん房ぼうがほとんど利かない場所が多かったですし」

「それは大変だ。冷暖房の利いたオフィスで仕事をしている私より、タフそうだな。スポーツジムには通っているが、それよりもずっと体力がつきそうだ」

　言うと、彼は楽しそうに笑う。

「そういえば、あなたも少し意外でした。第一印象と違っていて」

　彼の言葉に、私は驚く。私は常に感情をコントロールしているし、彼と話した短い時間の間に何か特とく殊しゆなことをした覚えもない。

「意外というのは？」

　思わず聞くと、彼は私の手に視線を落として、

「例えば、それとか」

「パニーニが、どうかした？」

「あなたは見とれるほどのハンサムで、最初は少しだけ怖こわそうに見えました。細小路さんからあなたは素晴らしい家いえ柄がらの御おん曹ぞう司しだと伺っていたし。だから屋外でパニーニを食べるなんてちょっと意外でした」

「屋外で食べられなければ、オープンカフェにも入れない。それにパニーニもピザも焼きたてが一番だ」

　私は言い、残っていたパニーニを口に入れる。あのバールは食べ物の値段は安いがこだわりの強い店主がいて、素材は最高級のものばかりを使っている。リコッタチーズと自家製のトマトソースの香かおりがたまらない。

「たしかにそうです。僕の買ったカスタードデニッシュも、焼き立てでとても美味しいです」

　彼は持っていたデニッシュを頰ほお張ばり、本当に美味しい、という顔で何度もうなずく。まるで磁器人形のように麗うるわしく、周囲の人間の視線を一身に集めている彼だが……こんな顔をすると無む邪じや気きな少年のようだ。

「新しん鮮せんな卵と牛乳、それにパイみたいにさくさくの生き地じのバターの香りがたまりません。あなたがローマで最高とおっしゃった意味がよく解りました」

「解ってもらえて嬉うれしいよ。特に私が頼たのんだパニーニと、君が買ったカスタードデニッシュは人気が高くて朝一番でないとなかなか買えないんだ」

「本当ですか？　そんな名物を食べられてとても得をした気分です」

　彼は言ってエスプレッソを飲み、それからまたうなずく。

「あのホテルの朝食でもエスプレッソが出るんですが……苦味も香りも、これよりかなり薄うすい気がします。あれはあれで美味しいですが、これくらい濃こいほうが目覚ましにちょうどいいですね。それに本当にいい香りです」

「解ってもらえて嬉しい。君の味覚はイタリア人に近い。ローマへようこそ」

　私が言うと彼は驚いたように目を丸くして、それからふいに笑えみを浮かべる。今までのはにかんだようなそれとは違い、大輪のバラの花が開いたような華はなやかで麗しい笑みだ。

「ありがとうございます。嬉しいです。それに……ローマに来たことであなたにお会いできた。僕はとても幸運でした」

　朝の光に煌きらめく潤うるんだ瞳ひとみ。カーブを描く長い長い睫まつ毛げ。淡あわいピンク色の唇くちびるが少しだけ開いて、まるでキスを誘うようで……。

　気づいた時、私は思わず手を伸のばし、彼の頰ほおを手のひらで包み込んでいた。

「……あ……」

　彼が小さく声を上げ、それだけで周囲の喧けん騒そうが消える。

　手のひらで感じる磁器のように滑なめらかな肌はだの感かん触しよく、ふわりとあたたかな体温。親指からほんの一ミリの距離に、ふっくらと柔やわらかそうな、とても色っぽい唇がある。このまま身を屈かがめれば、彼が呆ぼう然ぜんとしている間にキスを奪うばえるだろう。

「……ロレンツィ……さん……？」　>>>♥

　彼がかすれた声で囁ささやき、照れたように肌をふわりと染める。

　……いけない。本当にキスをしてしまいそうだった。

　私は親指で彼の頰を擦こすり、それから手を離はなす。

「頰にデニッシュの粉がついていた」

「ありがとうございます。パンを頰につけているなんて子供みたいですね。格好悪いなあ」

　長い睫毛が照れたように速く瞬またたき、黒い瞳が恥はずかしげに潤む。

　……ああ、本当に、彼はなんて美しい青年なのだろう……。







　　　　芳野景







　……ああ、なんて幸せなんだろう……？

　僕は呆然とその壮そう大だいな絵を見上げながら思う。

　……いつかは見たいと思っていたこの絵を、本当に自分の目で見ているんだ。だけど……。

　僕は隣となりに立ったロレンツィさんを横目で見ながら思う。

　……まさかこれを、こんな見たこともないような美形の男性と一いつ緒しよに見ることになるなんて思わなかったけど。

　ホテルのロビーに入ってきたロレンツィさんは、白のタートルネックのセーターと黒のスラックス。そして黒の革かわのロングコートを羽織った姿だった。とても上等そうなその服装は、彼の彫刻のような美び貌ぼうと見事なスタイルを引き立てていて……彼が入ってきた途と端たんにロビーにいた観光客が次々に振ふり返り、そしてうっとりと見とれてしまっていた。彼がいるだけでその場の空気が煌めき、まるで自分が映画の世界に引き込まれたような気がする。それは彼が怖いほどに強い、そしてあまりにも眩まばゆいオーラを持っているからだろう。

　博物館に入った僕とロレンツィさんは、最初に一階に入っているピオ・クレメンティーノ美術館に向かい、有名な『ラオコーン』や『ベルヴェデーレのトルソ』を見た。まるで生きているかのように躍やく動どう的な肉体の表現や、巻きつく蛇へびのリアルさにとても驚いた。

　次に僕らが向かったのは、ラファエロの間。四つの部屋に分かれていて、ラファエロやその弟で子し達の作品が飾かざられていた。そこで一番有名なのは、『アテネの学堂』。アリストテレスやディオゲネス、プラトンなどが描かれている有名な絵だ。「でも、誰だれが誰だか解りません」と言った僕に、ロレンツィさんがそこに描かれた学者や芸術家の名前、それにそのポーズの意味を一人一人教えてくれた。彼が美術への造ぞう詣けいも深いことが解って、僕はますます彼を尊敬してしまった。

　そして僕らは今システィーナ礼拝堂にいた。広大な礼拝堂の天てん井じように描かれた見事なフレスコ画に僕は陶とう然ぜんと見とれ……そして巨きよ大だいな『最後の審しん判ぱん』のその美しさに圧倒されていた。

「本当にすごいです。これがミケランジェロがすべてを注ぎ込んだ傑けつ作さくなんですね」

「そうだよ。……あそこ、イエス・キリストの右下にいる人物の足元に、皮だけになった人間のようなものが見えるだろう？」

　ロレンツィさんが言って、絵の中心を指差す。僕は彼の示した場所を見る。

「ひらひらしてます。漫まん画がっぽいようで珍めずらしいですね、ああいう表現」

「あれがミケランジェロの肖しよう像ぞう画がだと言われている」

　その言葉に僕は驚いてしまう。

「面おも白しろいです。もしかして、『絵を描くのに忙いそがしくて、寝ね不ぶ足そくでもうヘロヘロ』みたいな表現なんでしょうか？」

　僕が言うと、彼が小さく噴ふき出す。

「その解かい釈しやくは初めて聞いた。興味深いな」

　彼が笑いながら言う。今まで唇の端はしに浮うかんだニヒルな微び笑しようしか見ていなかったので……僕は初めて見る彼の笑顔に思わず見とれる。

　男っぽい唇の間から覗のぞく純白の歯。端たん麗れいな美貌が笑うとすごく若々しく、そして親しみやすく見えて、心臓が壊こわれそうなほど鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、どうしよう……？

　僕は頰だけではなくて身体からだまで熱くなるのを感じながら思う。

　……こんなに魅み力りよく的な人のそばにいたら……なんだかおかしくなりそうで……。

「あっ！」

　陶然としていた僕は、後ろからいきなり背中を強く押されて思わず前によろける。転びそうになった僕の身体を、ロレンツィさんの逞たくましい腕うでが抱だき締しめるようにして支えてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか、景？」

　驚おどろいたように聞かれて、僕は慌あわててうなずく。誰か知り合いでもいたのかと思って振り返ると、賑にぎやかな観光客の列が後ろを通り過ぎているところだった。そのうちの一人が背負った大きなリュックサックが僕の背中に当たっただけらしい。

「すみません。ありがとうございます」

「そろそろ移動しようか？　それとももっとじっくりと見たい？」

　間近に見下ろされて、ますます頰が熱くなる。

「じゅうぶん堪たん能のうしました。邪じや魔まになってはいけないので移動しましょうか」

　僕が言うと、彼はうなずく。そして僕の肩かたをしっかりと抱き寄せたままで人込みの中を縫ぬって歩きだす。

　彼の大きな手が、僕の肩を包み込んでいる。鍛きたえ上げられた二の腕の筋肉、そして身体の側面に押し付けられた、彼の逞しい身体の感触。彼はどこもかしこも僕よりも一回り以上大きくて、すっぽりと抱だき込まれるような感じが、とても落ち着く。もうずっとこうしていて欲しいような気がしてくる。

　……彼は世界的なＶＩＰで、僕はただの平へい凡ぼんな男。もちろん、ずっと一緒にいることなんか許されるわけがないけれど……。

　僕は赤くなりながら、ふと気づく。

　モデル並みの長身でとてもハンサムなロレンツィさんを見て、観光客の女性達が残らず振り返っている。その彼が、男の肩を抱いているのを見て驚いた顔をする人もいる。

「……あ、あの……」

「人目など気にしないでいい。それよりも君が転んだら大変だ」

　彼が言って、僕の肩をしっかりと抱き寄せて廊ろう下かを歩き、階段を下り始める。

　……そういえば、彼は僕のことを『景』って呼び捨てにしてくれた。

　彼の美声で呼ばれた自分の名前はなんだかとても甘く響ひびいて、僕の胸を甘く痛ませる。

　……ああ、どうしよう……？

　僕は、いきなり泣いてしまいそうな切ない気持ちになりながら思う。

　……僕、男なのに……この人のことを、本気で好きになってしまいそう……。







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







　私と景は、市街地の中心近くにある伝統的なローマ料理の店に来ていた。

　私もネクタイをする気はなかったし、彼があたたかくラフな服装で来てくれることを期待していたので、堅かた苦くるしくない庶しよ民みん向けのこの店を予約しておいた。漆しつ喰くい塗ぬりの壁かべとワイン倉のようにアーチを描えがく天井。たくさんのグルメが集つどい、楽しげに食事をしている。頑がん固こなシェフが味を守るこの店は、ローマでも、一、二を争う素す晴ばらしい食事を提供してくれる。

「遅ち刻こくしたおわびに、ガイドブックを調べながら来たんだ。午後からは、トレヴィの泉に行ってコインを投げて、スペイン階段の下でジェラートを食べて、真実の口に手を入れてみるのはどうだろうか？」

　私の隣に座ったジョナサンが、テーブルに身を乗り出して景に言う。景は上品にカトラリーを扱あつかいながら、にっこりと微笑ほほえむ。

「コースを考えてくださってありがとうございます。どこも素す敵てきそうですね」

　景は優やさしいのでそう言うが……観光バスが回るようなあまりにもプロトタイプなコースで、しかも有名な『ローマの休日』に出てきたそのままの行動だ。デートでそんな提案をしたら、相手が女性なら平手打ちをされるだろう。

「この季節に外でジェラートは寒くないか？」

　私が言うと、ジョナサンは胸を張って言い返してくる。

「イタリア人なのにそんなことも知らないのか？　ある映画の影えい響きようで、あそこでジェラートを食べるのは女性に大人気なんだぞ。冬でも観光客でいっぱいらしいと執しつ事じが言っていた。もしも寒かったら、景は俺があたためるので心配するな」

　博物館を回っている間の会話で解わかったのだが、景は美術だけでなく映画や文学にも造詣が深かった。もちろん有名な『ローマの休日』の内容くらいよく知っているだろう。にこにこ笑って何も反論しないところが、彼が優しいことの証明だ。

「しかし。さっきから思っていたのだけれど……これってなんだ？　とても美味おいしいけれど不思議なルックスだな。キノコ？」

　ジョナサンがレストランに姿を現したのは、私と景がメニューを決めた後だった。とりあえず三人分に増やしてもらったが、内容は変えていない。

　前菜はローマの冬の名物であるプンタレッレという野菜を使ったさっぱりとしたサラダ、第一の皿はペコリーノ・ロマーノというチーズをふんだんに使った『リガトーニ・アッラ・カルボナーラ』。第二の皿が今食べているこの料理。最後にこの店の名物であるデザート、シャーベット状に凍こおらせたカスタードの『カタラナ』が運ばれてくるはずだ。

「これはローマ風のロースト、『アバッキオ・アル・フォルノ』です。名物と聞いていたので、ぜひ食べてみたかったんです」

　景が楽しそうに説明する。柔やわらかなローストと香こうばしいハーブの香かおりを彼は気に入ってくれたらしい。彼の皿はすでにほとんど空だ。

「『アバッキオ・アル・フォルノ』……聞いたことがあるような……」

　ジョナサンは食べながら首をひねり……それからとても驚いたように顔を上げる。

「うわ、もしかして羊の肉か？」

　怯おびえたような顔で言う彼に、私は苦く笑しようする。

「欧おう州しゆうでは昔から親しまれている。何か問題でも？」

「日本でも食べられています。ジンギスカンという名前の鉄板で焼く料理とか」

　景が楽しそうに言い、ジョナサンがさらに驚いた顔になる。

「……白くて可愛かわいい羊ちゃんの肉だよ？　怖こわくないの？」

「平気ですよ。新しん鮮せんな羊肉は臭くさみもないし、とても美味しいですよね」

　景は、本当に美しい発音で英語を話す。彼の澄すんだ声で聞くと、いつもはがさつに聞こえがちな英語もまるで音楽のように心ここ地ちいい。私はそれに聞き惚ほれながら、とても美味しい一皿を食べ終える。

　景の皿も空になったのを確かめて、控えていたパティシエに合図を送る。ぐずぐずしているジョナサンを待っていても仕方ないので、先にデザートを運ばせるためだ。

「わあ」

　運ばれてきたデザートの皿を見て、景が目を輝かがやかせる。

「これ、『カタラナ』ですよね？　ローマで食べられるなんて」

　嬉うれしそうに言い、それから肉をつつきまわしているジョナサンに目をやる。

「でも、先に食べてしまっては申し訳ないのでは……」

「遅おくれてきたやつが悪い。溶とけるから先に食べよう。……もしジョナサンが羊を嫌きらいなら下げさせてもいいが……まさか、大の男が『羊ちゃんが可か哀わい想そうで食べられない』などと女子学生のようなことは言わないだろうし」

　私が言うと、ジョナサンが恨うらみがましい目でこちらを睨にらむ。そしてヤケのようになって残りの料理をかき込む。途と中ちゆうから眉み間けんの皺しわがなくなったところを見ると、彼にも味がいいことは解るのだろう。

「とても美味しいです」

　景はカタラナを食べながら感動したように言う。

「なんだか感動的です」

　やっと料理を食べ終えたジョナサンが、うっとりと彼を見つめて言う。

「綺き麗れいで、繊せん細さいで、小鳥のようにほんの少しの果物しか食べないようなイメージなのに、本当は羊を食べるような野性的な一面も持っている。考えてみればとても好みだ」

　甘ったるい声で言われた言葉に、景はクスリと笑う。

「僕は少しも繊細ではありません。好き嫌いはないし、スポーツをやっていたのですごく食べますし。鍛えても逞たくましくなれないところが悩なやみなんですが」

　景の言葉に、ジョナサンが慌あわてたように言う。

「逞しくならなくていい！　君はその優ゆう雅がでほっそりしてか弱そうなところが素敵なんだ！」

「弱そうですか？　とても健康ですが。この数年、風邪かぜをひいた覚えもありませんし」

「そうなのか？　肌はだが透すけるように白いから病弱なイメージだったのに。君が貧血で倒たおれたら、俺が看病をするんだ！」

「それはおまえの妄もう想そうだろう。そろそろそういうのは卒業したらどうだ？」

　私がため息をつきながら言うと、ジョナサンがムキになったように言う。

「妄想ではない！……ともかく、君のことは俺が守るから安心してくれ！」

　ジョナサンの言葉に、景が不思議そうな顔をする。

「守る？　僕は別に危険な目になど遭あっていませんが……」

「君はまだ解っていないんだ！　ミスター細小路の、本当の恐おそろしさを！」

　ジョナサンの言葉に、景はとても驚おどろいた顔になる。

「は？　ええと……たしかに彼は優ゆう秀しゆうなビジネスマンですし会社の取とり締しまり役やくなので、仕事中は容よう赦しやないのだと執事さんから聞いていますが……」

「そんなことじゃない！」

「ジョナサン、やめろ」

　私は止めようとするが、ジョナサンはさらにムキになって、

「ミスター細小路に関しての情報は、たしかなはずなんだ。なんせ、彼と親しかった青年と話をしたと言っているやつから、直じかに聞いた情報なんだから」

　ジョナサンの言葉に、私は思わず眉まゆを寄せる。

「食事中にする話ではない。それにどちらにしろ、又また聞ぎきの情報に信しん憑ぴよう性せいはない」

「細小路さんに関する情報？」

　景が、いぶかしげな顔になってジョナサンに聞く。ジョナサンは身を乗り出して、

「君には可哀想だが、ミスター細小路にはあまりいい噂うわさがないんだ。彼はあの通りモテるし、奔ほん放ぽうなところがあるし」

「それは細小路さんご本人からも聞いています。でも、もうそういう生活は改めると彼は言っていました」

　景が、複雑な顔のままで言う。

「細小路さんは口があまりうまくないし、仕事一筋なので誤解を受けやすいんだと思います。だけどこれからはそんな誤解を生まないように……」

「そんなことを言っていて、手て遅おくれになったらどうするんだ？　俺は、君のことがとても心配なんだよ！」

　ジョナサンが、思いつめたような顔で景の言葉を遮さえぎる。

「ジョナサン、もうやめろ。私の印象では、ミスター細小路は……」

「あの男はとんでもない遊び人で、君は騙だまされているんだ！」

　ジョナサンは、呆ぼう然ぜんとした顔の景に向かって言う。

「君は、いつ犯おかされてもおかしくないんだぞ？　もしかしたら今夜にも襲おそわれるかもしれない。そしてほかの青年達のようにあっさり捨てられ……うっ！」

　ジョナサンの言葉が、いきなり途と切ぎれる。怒いかりに満ちた表情をした景が、ジョナサンの顔に勢いよく水をかけたからだ。

「僕のことは、どんなふうに言われてもかまいません。でも……」

　景の瞳ひとみは、激しい怒りにキラキラと煌きらめいていた。

「細小路さんを悪く言うのだけは許しません。細小路さんは、そんなことをする人ではありませんから」

　景は膝ひざのナプキンをテーブルに置き、椅い子すから立ち上がる。ポケットから財さい布ふを出し、中に入っていた紙し幣へいと小こ銭ぜにをすべて摑つかみ出してテーブルに置く。

「親切にしていただいたのに、こんなことになって本当にすみません。……失礼します」

　彼は荷物とコートを持って頭を下げ、そのまま早足でレストランを歩き抜ぬける。前まえ髪がみの隙すき間まから見えた彼の横顔が本当につらそうで、私の心が激しく痛む。

　……ああ、彼にあんな顔をさせてしまうなんて……。

「うわ、待ってくれ、景！」

　かけられた水でびしょ濡ぬれになったジョナサンが驚いたように声をかけるが、景はもう振ふり向かず、そのままドアを開けて店を出て行ってしまう。

「どうしよう、ロレンツィ？」

「支し払はらいはおまえ持ちだぞ。無神経なことを言って彼を泣かせた罰ばつだ」

　私は言い、彼が置いていった金を摑み、コートを持って彼の後を追う。

　店から出ると、強く、凍こおりつきそうに冷たい雨が吹ふきつけてきた。そんな中、景はコートも着ないままでうなだれて歩いていく。私は全速力で彼を追い、手に持っていた自分のコートで濡れてしまった彼の肩かたを包み込む。

「あっ」

　驚いた顔をする彼をそのまま抱だき、雨をしのぐためにすぐ近くにあった店てん舗ぽの軒のき下したに入る。

「あそこはジョナサンのおごりだ。君は払はらう必要はないよ」

　言って彼が置いていった金を差し出すと、景はうつむいたままかぶりを振って、

「ご馳ち走そうしていただく理由がありません。僕はそんなつもりでご一いつ緒しよしたわけでは……」

「あの男は遅ち刻こくした上に君やミスター細小路に失礼なことを言った。おごらせて当然だ」

　私は言い、彼の手を持ち上げて広げさせ、そこに金をそっと載のせてやる。

　博物館の土産みやげ物店で買い物をする時、彼は慎しん重ちように吟ぎん味みし、値段を計算し、とても気に入ったもの、そして細小路が気に入るであろう土産を厳選して買っていた。ジョナサンは景が細小路の愛人だろうと言ったが……それを見ても彼が細小路から一銭ももらっていないことは明白だった。もしも愛人なら出かける時には贅ぜい沢たくな食事ができるだけの金か、自分名義のクレジットカードを持たせただろう。景が財布から摑み出したのは、全部で五十ユーロほど。日本円にして五千円程度だった。

「大切なお小こ遣づかいだろう？　きちんとしまって」

　彼は手のひらの上の金を見つめ……それからバッグから出した財布に丁てい寧ねいに金をしまう。

「アルバイトをしていないから、実はもうお小遣いが残り少なくて。あんなふうに怒おこって全財産を置いてきちゃうなんて、バカみたいですよね」

　彼はバッグに財布を入れながら、沈しずんだ声で言う。彼の声が震ふるえていることに気づき、心が壊こわれそうなほど激しく痛む。

「景、本当にすまなかった。私の友人の言葉で、君をこんなに傷つけてしまうなんて……」

「あなたが謝ることではありません。きっと、細小路さんだけでなくて、僕も誤解を招きやすいんだと思います。……日本でも、従弟いとこに言われました。おまえは金をもらって彼の愛人になるんだろうって」

　その言葉に、私は衝しよう撃げきを受ける。彼の素す性じようは知らなかったけれど、育ちがよさそうなことだけは伝わってきていた。そんな思いを経験していたとは夢にも思わなかった。

「もちろん話したら解ってもらえましたが……きっと、ミスター・アームストロングも従弟と同じような印象を受けたんでしょう」

　うつむいた景の目元は前髪で見えなかったが……その滑なめらかな頰を、ゆっくりと煌めくものが滑り落ちた。彼が泣いたことに、私は激しい衝撃を受ける。

　……ああ、こんな子を泣かせてしまうなんて……。

「事故で大好きだった両親が亡なくなって、僕は、何もかもをなくしました。呆然とこのままじゃいけないと思っていたけれど、本当はどうしていいのか解らなかった」

　景がうなだれたまま、微かすかな声で呟つぶやく、

「そんな時、両親と親しくしていた細小路さんが迎むかえに来てくれました。『ローマに行こう』と言って、僕に小さな希望を見せてくれたんです」

　彼の頰を、次々に涙の粒つぶが滑り落ちる。それに反して彼の口調は不思議なほど静かで、それがますます悲しみを倍増させる。私は、たまらなくなってコートごと彼を抱だき締しめる。

「そんなことがあったなんて。……つらかっただろう？　可か哀わい想そうに」

　彼の身体からだはあたたかく、まるで子供のように体温が高い。触ふれ合う身体から、速い鼓こ動どうが伝わってくる。

「つらいとか、悲しいとか、そういうのを感じなくなってしまいました。僕はきっととても冷たい人間なんだと思います。あんなに大好きだった両親がもういないのに……」

「君は強い人だ。ずっと我が慢まんしていたんだろう。でも今なら、思い切り泣いてもかまわない」

　私は言い、雨あま粒つぶが煌めく彼の髪かみをそっと撫なでる。

「見なかったことにして、すぐに忘れてあげるよ」

「でも……」

　彼が震える声で言う。

「あなたのセーターが、濡れてしまいますから……」

　私は彼の後頭部を手のひらで覆おおい、そのままそっと引き寄せる。

「服のことなど気にしなくていい。……君を傷つけたりして、そして君の大切な人を悪く言ったりして、本当にすまなかった。ジョナサンの代わりに私が謝る」

「……っ」

　私の胸に額を押し付けた景が、小さくしゃくり上げる。私は、

「あのクラブではさまざまな無責任な噂が飛び交かう。ミスター細小路に関する悪い噂は、私が責任を持って消しておく。そして彼が、君の保護者になろうとしていることをみんなに伝えよう。だからもう安心していい」

「……本当にすみません……」

　彼のあたたかな息が、セーター越ごしに私の肌はだを温める。

「……そして、ありがとうございます……」

　彼の手が上がり、私の背中にそっと回される。そして彼は私の胸で激しく泣いた。

　……抱き締めるのは、彼が落ち着くまでだ……。

　私は、必死で自分に言い聞かせるが……不思議な感情が身体の奥から湧わき上がるのを止められない。

　……口では優やさしい言葉を言いながら、彼をどこかにさらってしまいたいと思っている。

　彼の髪から立ち上る甘い芳ほう香こう。柔やわらかな身体と澄すみ切った心。そのすべてを、自分だけのものにしたい。

　……ああ、私はなんという罪深い人間なのだろう。
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「本当にすみません。こんなにずぶ濡ぬれなのに、お邪じや魔ましたりして……」

　借りたバスタオルにくるまったまま、僕は執しつ事じさんに謝る。彼は優やさしく微笑ほほえんで、

「いいえ。ずぶ濡れなのはロメオ様も同じでございますから。風邪かぜを引かないうちにお風呂ふろであたたまってください」

　本当ならけっこうですと遠えん慮りよするべきなんだろうけど……身体からだの芯しんまで冷え切ったみたいで震ふるえが止まらない。運転手さんはリムジンの暖だん房ぼうの温度を上げてくれたけれど、お屋や敷しきまではほんの十五分くらいしかかからなかったから、あたたまる前にここに着いてしまった。

　僕を思い切り泣かせてくれた後。ロレンツィさんは「これでは君が風邪を引いてしまうな」と言って電話で自分の屋敷のリムジンを呼んでくれた。とても高級そうな黒革かわのシートが濡れるからと遠慮しようとしたけど、運転手さんはちゃんとバスタオルを持ってきてくれていたし、ロレンツィさんは「シートのことなど気にしないでいい」と言いながら僕を車に乗せてしまった。リムジンはそのまま走り、市街地を抜ぬけた場所にあるとても美しい屋敷に到とう着ちやくした。

　灰色の石で造られた建物の外観はどちらかといえば男性的で無骨なイメージだったけれど、案内されて屋敷の中に入ると、内側は驚おどろくほど豪ごう奢しやで煌びやかな空間だった。

　エントランスホールはまるで美術館みたい。何種類もの大理石を組み合わせ、美しいモザイク模様が描えがかれた床ゆか。教会のそれのように美しい彫ちよう刻こくが施ほどこされた柱が並び、高い天てん井じようからは美しいヴェネツィアンガラスのシャンデリアがいくつも下げられて華はなやかな光を放っていた。

　さらに奥に案内されると、そこは広々とした中庭を囲む回かい廊ろうだった。エントランスホールと同じ精せい緻ちなデザインの柱が等とう間かん隔かくに立ち並び、まるで写真で見たことのあるフィレンツェのサンマルコ修道院のように静せい謐ひつな雰ふん囲い気きだった。

　執事さんの先導で僕とロレンツィさんは回廊を回り込んで歩き、石造りの階段から二階に上った。そして、長い廊ろう下かを歩き抜けた一番奥の部屋に案内された。

「あたたかい飲み物でもお持ちしましょうか？」

　執事さんの言葉に、ロレンツィさんはかぶりを振ふる。

「すぐに風呂に入ってもらうので、今はいい。何かあったら呼ぶよ」

「かしこまりました。……どうぞごゆっくりあたたまってください」

　彼はロレンツィさんに頭を下げてから、心配そうな顔で僕に言って踵きびすを返す。冷え切った僕は、よっぽど情けない顔をしていたんだろう。

「本当にすみません。僕が泣いたりしたから、あなたまで……」

「私のほうこそすまなかった。すぐにリムジンを呼べばよかったね」

　ロレンツィさんは言いながら、両開きのドアをゆっくりと押し開く。精緻な彫刻が施されたドアはとても立派な木材でできていて、真ん中には立派な紋もん章しようが彫ほり込まれていた。盾たてを模した紋章の中に、羽根の生えた獅し子しと王おう冠かんを被かぶった鷲わし。そういえば同じ意い匠しようの飾かざり物はお屋敷の廊下や階段の踊おどり場でいくつも見かけた。これはきっと彼の一族の紋章だろう。

　……そういえば、彼は『プリンス・オブ・アドリア』と呼ばれてるんだよね。もしかして王族の血も引いているんだろうか？

　……彼の逞たくましい長身と見とれるような美び貌ぼう、立っているだけで周囲を圧あつ倒とうするようなカリスマ性。こんな王子様がいたら、きっと国民は夢中になるだろうな……。
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「服を脱ぬぎ終わったら、入っておいで、身体が冷えてしまう」

　聞こえてきたロレンツィさんの言葉に、僕は驚いてしまう。

「そ、そんな。僕は後で……」

　バスルームのドアがいきなり開き、脱だつ衣い室に湯気が流れ込んでくる。その向こうにロレンツィさんが立っていたことに気づき、僕はそのまま固まってしまう。

「おいで、その間に冷えてしまう」

「……あ……」

　頰ほおに水すい滴てきを煌きらめかせた彼は、やっぱり見とれるほどのハンサム。しかも、濡れた髪かみがものすごくセクシーだ。

　しっかりと張った肩かた、逞しい胸むな板いた、長い腕うで。

　少しの緩ゆるみもなく引き締しまったお腹なかには、鍛きたえられた筋肉の影かげが浮うかび上がっている。本当に、ギリシャ彫刻を思わせるような完かん璧ぺきな身体だ。

　お風呂に入っているんだから当たり前だけど……彼が全裸であることに、僕は不思議なほど動揺してしまう。

　……ああ、どうしてこんなにドキドキしてるんだろう？

「男同士なんだ。風呂に一いつ緒しよに入ってもなんの問題もないだろう？」

　彼は言って手を伸のばし、僕の手首を握にぎる。

「……あ……っ」

　そのまま手を引かれて、僕はそのままバスルームに引き込まれた。

　もうもうと湯気の立つバスルームは、二十畳じようはありそうなほどの広々とした空間だった。脱衣室に近い場所にガラスで仕切られたシャワーブースがあり、モザイクタイルが美しい模様を描く床の向こうに、小さめのプールほどありそうなバスタブがあった。バスタブの向こう側は大きなガラス窓になっていて、雨に濡れて青々と光る中庭の木々を見み渡わたすことができた。とても個人宅の設備とは思えないほどの空間に、僕は呆ぼう然ぜんと見とれる。

「先にシャワーであたたまっていてくれ。ジェットバスの準備をする」

　彼は言って僕をシャワーブースに入れてくれ、お湯の出し方を教えてくれる。

「シャンプーはこれ、ボディーソープはこれ。スポンジはこの海綿を使ってくれ。髪もびっしょり濡れたから、遠慮しないで洗うんだよ」

　そして踵を返し、タイルの床を踏ふんでバスタブに向かう。彼が壁かべに設置された操作盤ばんのボタンを押すと、バスタブに満たされたお湯の中に、ゴーッという低い音を立てて勢いよく泡あわが吹ふき出すのが見える。

　……後ろ姿も、本当に格好いい……。

　シャワーブースのガラス越ごし、僕はつい彼を見てしまう。筋肉の浮き上がる広い背中、細く引き締まったウエスト、長い脚あし。そしてキュッと上がったとても格好いい小さなお尻しり。思わず見とれてしまっていた僕は、あることに気づいて慌あわててシャワーのコックをひねる。

　……すっかり忘れていたけれど、全裸なのは彼だけじゃない。僕だって同じだった。

　シャワーブースのガラスが、湯気で曇くもってくる。これなら、彼から僕の情けない裸はだかを見ることはできなくなるだろう。

　僕はシャワーを止めて手を伸ばし、シャワーブースの棚たなに置いてあるガラスの瓶びんを手に取る。繊せん細さいなカッティングが施されたカラフェみたいなそれは、ボディソープというよりは高級なお酒が入っていそうだ。イタリア語が書かれた金色のラベルが貼ってあって、とても格好いいしすごく高そうだ。

　僕はガラスでできた栓せんを抜き、瓶を傾かたむけて薄うすいオリーヴグリーンをしたそれを、ふわふわとした大きな海綿の上に垂らす。ふわ、と香かおったのは、覚えのある芳香。たしか、ロレンツィさんからほのかに感じたのと同じ香りだ。彼はコロンをつけていたわけではなくて、タキシードに着き替がえる前にシャワーを浴びていたんだろう。

　……ああ……どうしよう……？

　曇ったガラスの向こう、バスタブに入る彼の逞しい後ろ姿が見える。それを見ただけで、鼓こ動どうがどんどん速くなるのを感じる。

　……ロレンツィさんって、どこからどこまでも大人で格好いい。そんな人と一緒にお風呂に入っているなんて、信じられない。

　僕は全身を泡で洗ってから、シャワーを出して泡を洗い流す。それからシャンプーの瓶を手に取り、栓を開けて手のひらにトロトロとした液体を垂らす。ボディーソープとほとんど同じ芳香。ほんの少しクールな感じの香りがする。

　……シャワーだけならいい。でも、彼のいるバスタブまでどうやって歩いていけばいいんだろう？

　完璧な身体からだをした彼はきっとなんのコンプレックスもないに違ちがいない。どこを隠かくすこともなく堂々としていた。でも……。

　……こんな情けない身体を、人様に見せるなんてとても無理だ。

　僕は自分の身体を見下ろしながら、なんだか泣きそうになる。

　母譲ゆずりだと言われていた肌はだは女性のそれのように白く、あんなに直射日光の下にいたというのに少しも陽ひに灼やけることがなかった。

　大学ではテニス部とサッカー部を掛かけ持ちしていたから、毎日放課後はスポーツ三ざん昧まいだったし、週末にはよく試合が入っていた。本当は筋肉質で力強い身体が理想だったけれど、体質的なものなのか、引き締まるばかりで少しも逞しくはなれなかった。

　叔父おじさんの家に引き取られる時に、僕はすべての部活に退部届を出した。みんなは引き留めてくれたけど、部活にはいろいろとお金がかかるから。そのせいか、ほんの少しだけあったはずの筋肉も落ちた。見下ろす身体は白くて、胸以外はまるで女の子みたいだ。

　……ああ、ロレンツィさんみたいにどこもかしこも完璧だったら、人生はきっととても素す晴ばらしいだろうな。

「景？」

　バスタブのほうから声がして、僕はぎくりと身体を震ふるわせる。

「は、はい」

「髪を洗い終わったらおいで。きちんとあたたまらないと風邪かぜを引く」

「いえ、あの……」

　僕は、なんと言っていいのか迷う。彼の視線に身体をさらす勇気はとても出ない。だけど男の僕が「裸を見られるのが恥はずかしい」なんて言えるわけがない。

「日本には、銭湯や温泉があるだろう？　だから日本人の君は、他人と大きな風呂ふろに入るのには慣れていると思ったんだが……」

　ジェットバスの動作音に、パシャンとお湯が揺ゆれる音が混ざる。そして、彼の声の反響具合が変化する。きっと身体の向きを変えたんだろう。

「すまない。日本の人は慎つつしみ深いことを忘れていた。きっと人前で裸をさらしたりしないんだね。……大だい丈じよう夫ぶ。背中を向けているから、安心しておいで」

　気持ちをあっさりと見み抜ぬかれたことに僕は赤面し……それから不思議なほどホッとしている自分に気づく。

「す、すみません」

　僕はシャワーを止め、恐おそる恐るシャワーブースから出る。

　滑らないように注意しながら、大理石の床ゆかを踏んでゆっくりとバスタブに近づく。

　バスタブの内側は、座れるように低い段が設けられているみたいだ。彼はそこに腰こしかけ、リラックスした姿勢で肘ひじをバスタブのふちにかけている。

　……会ったばかりの人に、あまり馴なれ馴れしくしちゃいけないのは解ってる。でも、彼のリードがあまりにもスマートで、ついリラックスしてしまう。

　バスタブは床よりも一段高い場所にあった。僕はそこを上り、彼から少し離はなれた場所からお湯の中にそっと入る。

「し、失礼します」

　僕は段に座らずに深い場所まで進む。欧おう米べいの人の座高に合わせてあるのかバスタブはかなり深く、僕だと顎あごの先までお湯に浸つかってしまう。自分の情けない身体を少しでも隠したかったからちょうどいいけど……見た目はすごく間ま抜ぬけに見えそうだ。

「それが日本の温泉の入り方？」

　彼の声に僕は少し赤くなりながら目を上げる。そして彼の逞しい腕うでや胸をまともに見てしまい、思わず目を伏ふせる。

「は、はい。温泉の内側には段がないので、ここまでお湯に浸かります」

「なるほど、あたたまりそうだ」

　彼は段から下りて深い場所に座る。彼は背が高いから、肩かたが出るか出ないかのぎりぎりのところでちょうどよさそうだ。

「もっと深くまで入ったほうがいい？　なかなか大変だ」

　彼がものすごく真しん剣けんな顔のまま、無理やりお湯に沈しずもうとしている。すごい美び貌ぼうに似合わないその姿がやけに可愛かわいくて、僕は思わず笑ってしまう。

「す、すみません。肩まで入れば大丈夫。僕が小さいから沈んでいるだけですから」

　言いながらお湯の中に正座してみる。

「あ、こうすればちょうどいいかも」

「なるほど、肩まで入ればいいんだな」

　彼は感慨深げに言い、それからまた笑ってしまった僕を見て少し困った顔になる。

「ああ……おかしなことをしてしまった？　日本にはあまり縁えんがなくて、知識が足りないんだ。仏教美術や日本独特の美しい文化には昔から興味があるんだが」

「イタリアにお住まいなんですから当然です。ここにいると、日本は、とても遠い極東の国というイメージですよね」

　僕は言って思わず小さくため息をついてしまう。彼が少し心配そうに言う。

「祖国を離れて、寂さびしいだろう？」

　その声がやけに優やさしくて、胸がなんだか熱くなる。

「すみません、大丈夫です。でも、たまに、ちょっとだけいろいろ思い出して……」

　彼が腕を伸ばし、大きな手が僕の肩を包み込む。ほんの軽く引き寄せられただけで身体がふわりと傾いて、驚おどろいている間に抱だき締しめられていた。

「そんな顔をされたら……」

　頰ほおが、彼の濡ぬれた胸に押し付けられている。その滑なめらかで熱い感かん触しよくに、頰が熱くなる。

「……放っておけなくなる」

　逞しい胸からじかに伝わってくる、彼の優しい声。

「寂しくなったら、いつでも言って欲しい」

　彼の指が僕の髪かみに埋うずまり、そっと撫なでてくれる。

「私などで役に立てるかどうか解らないが、胸を貸すくらいいくらでもできる」

　抱き締められて、胸が強く痛む。

「……ありがとうございます、でも……」

　やっと止まったはずの涙なみだが、また溢あふれてしまいそうになる。

「……こんなに優しくされたら、何かがダメになりそうです……」

「君はご両親を亡なくしてとてもつらかった。しかし周囲に心配をかけまいとして、ずっと我が慢まんしてきたんだろう？」

　彼の声は低く、優しく、聞いているだけで心のどこかが優しく解ほどけていくみたいだ。

「出会ったばかりの私には、隠すことなど何もないだろう？　私には甘えていい。私の前では……ダメになっていいんだよ」

　僕の中で張りつめていた糸の、最後の一本がプツリと切れた気がした。

「……ロレンツィさん」

　囁ささやく声がかすれて、喉のどがつまる。僕の頰を、また熱い涙が滑すべり落ちる。

　……なんて優しい人なんだろう？　もちろん彼に甘えたりしちゃいけないのは解ってる。でも……すごく嬉うれしい。

「……あなたにそう言っていただけて、とても楽になりました」

「もしかして、私の言葉を本気にしていない？」

　彼は言い、両手で僕の頰を包み込み、顔をそっと上げさせる。至し近きん距きよ離りから真っ直すぐに見つめられてごまかすことができなくなる。

「あなたが大だい富ふ豪ごうの嫡ちやく男なんで世界的な実業家だということは、細小路さんから伺っています。あなたが遠い人であることはよく解っています。ですから甘えたりは……」

「私は本心から言っている。もしも君が寂しい時に私を思い出してくれたら、とても嬉しい」

　彼が僕の言葉を遮さえぎって言う。僕はその真しん摯しな声に驚き……そして胸が熱くなるのを感じる。

「ありがとうございます」

　視界がふわりと曇り、瞬まばたきをした拍ひよう子しに頰を涙が滑り落ちた。彼の顔がふいに近づいてきて、驚いている間に目元に彼の唇くちびるが触ふれてくる。

「……あ……」

　彼は僕の涙をキスで吸い取り、もう片方の目元にもキスをしてくれる。見た目よりも柔やわらかな唇の感触はとても心地よく、とてもあたたかく……。　>>>♥

「……ん……っ」

　閉じた瞼まぶたにキスをされて、そのくすぐったさに身体からだが震える。彼は僕の身体を抱き締めたまま、僕の頰や目元に優しいキスを繰くり返す。

　……彼の唇は、なんて心地いいんだろう……？

　うっとりとキスを受けていた僕は、自分達がどんな状じよう況きようにあるかにふいに気づいて一気に真っ赤になる。

　僕と彼は、全ぜん裸らのままお湯の中で抱き合っている。二人の下半身はわずかに離れているけれど、胸の下あたりまでは二人の肌はだがぴったりと重なって……。

　……あ……っ。

　僕はあることに気づいてさらに赤くなる。彼の肌に押し付けられている乳ち首くびが、まるで感じてしまったかのように硬かたく尖とがってしまっている。意識したらそれがキュッと甘く痛んで、さらに硬さを増してしまう。

　……ああ、彼は慰なぐさめてくれているだけなのに……。

　僕は狼ろう狽ばいしてしまいながら思う。

　……身体が……勝手に……。

　あたたかなお湯の下、僕の中心がなぜか存在を主張しかけていた。意識したらますます熱くなって、ズキズキと甘く痛みだす。もともと最低限しか触れたことがなかったし、自分はとても淡たん白ぱくだと思っていたのに……。

　……どうしよう……？

　触れている肌が熱を持ち、腰こし骨ぼねのあたりに痺しびれるような快感が凝ぎよう縮しゆくする。

　……このままでは、屹きつ立りつが、彼の肌に当たってしまう……。

　考えただけで頰が燃え上がりそうに熱くなる。

　……親切にしてもらったのにいきなり発情するなんて。そんなやつだと知られたら、きっと嫌きらわれてしまう……。

「あ、あの……っ」

　僕はどうしていいのか解わからなくなって身じろぎをする。その瞬しゆん間かん、あんなに熱く抱き締めていたのが噓うそのように、彼の身体がスッと離はなれる。

「失礼。つい触れてしまった」

　その口調はさりげなく、その引き方はとてもスマートで、僕は自分が悪いことをしたような気になってしまう。

「す、すみません。触れられたのが嫌いやだったのではなくて、少しのぼせてしまって……」

　僕は言い、慌あわててお湯の中で後あと退ずさりをして彼から離れる。

「さ、先に出させていただきます」

　勃たちかけた屹立を隠かくすために慌てて方向転てん換かんをして、そのままバスタブから出る。

「脱だつ衣い室のフックにバスローブがかかっている。濡れた服は執事が洗濯に回してくれたはずだ。乾くまでそれを着ておいてくれ」

「はい、ありがとうございます」

　僕は言い、タイルを踏ふんでバスルームを突つっ切って脱衣室へ逃にげる。

　……ああ、どうしてこんなにドキドキしてるんだろう……？




　　　　◆




　門が開き、リムジンがホテルの敷しき地ち内にゆっくりと入っていく。もうすぐ彼とお別れなのかと思うだけで、なぜかとても寂しくなる。

「今日は、本当にありがとうございました」

　僕は荷物を抱き締めて、彼に頭を下げる。

「案内をしていただいただけじゃなくて、お風呂ふろまでお借りしてしまって……」

「楽しかった」

　静かな声で言われた彼の言葉に、僕は驚いて顔を上げる。それは質問形ではなくて、呟つぶやくような口調だったから。

「あ……ええと……」

「私は君といて、とても楽しかった。君もそうだと嬉しいんだが」

　彼は僕を真っ直ぐに見つめて言う。その瞳ひとみが外灯の光に煌きらめいて、見とれるほど美しい。

「ぼ、僕も……」

　僕はかすれた声で本心を告白する。

「……とても楽しかったです。信じられないくらい」

　彼は僕の本心を測るようにしばらく見つめ……それからふいに唇の端はしに笑えみを浮うかべる。

「よかった。安心したよ」

「あなたみたいな素す敵てきな人といて、とても優やさしくしていただいて……楽しくないわけがありません」

　僕は、その言葉を心から言う。

　……本当に楽しかった。なんだか夢みたいだ。だけど……。

　僕は目の前の見とれるくらいに麗うるわしい彼を見ながら思う。

　……彼とこんなふうに一日一いつ緒しよにいる機会なんて、きっともう二度とないだろう。

　思ったら胸がズキリと痛むけれど、それは本当に仕方がないこと。だって、彼と僕とは生きる世界が違ちがうんだから。

「一緒にいさせていただいて、なんだか元気が出ました。本当にありがとうございました」

「まるで、会うのはこれが最後のように言うんだな」

　彼の言葉に、ドキリとする。

「……え……？」

「次の約束をしてくれるまで、リムジンから降ろさない」

　……彼はきっと冗じよう談だんで言ったんだ。解ってる。でも……。

　その言葉が、僕の胸をジワリと熱くする。

　……彼は世界的なセレブリティーで、庶しよ民みんの僕からはとても遠い人。だから本気にしちゃいけないのに……でも……。

「そう言ったら、どうする？」

　彼の言葉に、僕はなぜか不思議なほど落らく胆たんする。

　……やっぱり彼は冗談を言っていただけなんだ。それを本気にするなんておかしい。なにをがっかりしているんだ、僕は……？

「ただ、君にまた会いたいのは本当だ」

「えっ？」

　思わず声を上げてしまった僕を見て、彼は小さく苦く笑しようする。

「そんなに意外そうな顔をされると、少し傷つくな。楽しかったというのは社交辞令？　それなら無理には……」

「違います！　社交辞令じゃなくて本心です！」

　僕は叫さけんでしまい、それから一人で赤面する。

「でも、あの……あなたはきっとお忙いそがしいでしょうし、だから僕と会う時間なんかないんじゃないかと思って……」

「君の授業は何時まで？　休日は？」

　ふいに聞かれて、僕はとっさに答える。

「土日は学校が休みです。普ふ段だんの授業は午後五時までですが、学校のアトリエは七時まで使っていいことになっているので、課題を進めるためにその時間まで残っていることが多いです。……明日はモデルさんのデッサンなので、時間通りで終わりにすると思いますが」

「会議の日は無理だが……普段、私は五時に仕事を終わらせて、夜はゆっくりと過ごすことにしている。出張がなければ土日は休みだ。……少し待って」

　彼は内ポケットからスマートフォンを出し、指先で画面に触ふれてカレンダーを表示させる。ちらりと見たらびっしりと予定が書かれていて、僕は少しがっかりしてしまう。

　……やっぱり彼は忙しいよね。だって、有名な会社の社長さんみたいだし……。

「明日の夜なら、会議がないので時間が取れそうだ。……君は？　授業の後で、何か予定は入っている？」

　急に聞かれて、僕は慌ててかぶりを振ふる。アルバイトをしているわけではないし、まだ友人も少ししかいない。だから学校が終わった後はホテルに真っ直すぐ帰って一人で食事をし、深夜に細小路さんがホテルに戻もどってくる時間まで課題や勉強をして過ごすことがほとんどなんだ。

「いえ、予定はありませんが……」

「それなら、とても美味おいしいピザを出す店があるので行かないか？　もともとナポリにある有名な店だったんだが、息子むすこが独立してローマに店を出したんだ」

「本当ですか？　イタリアのピザ、すごく食べたかったんです！」

　僕は思わず身を乗り出して叫んでしまい、それからまた赤面する。

　……ああ、こんな豪ごう華かなリムジンに乗っているというのに、僕はどうして上品にしていられないんだろう？

　彼はその唇くちびるに微び笑しようを浮かべて、

「それならよかった。……どこに迎むかえに行けばいい？　君の学校のアトリエ？」

　……彼が、アトリエまで来る？

　僕は、その光景を思わず想像してしまう。

　大型の画材を搬はん入にゆうすることも多いから、アトリエのすぐ前まで業者のトラックが入れるようになっている。だけど学校内にリムジンが来て、彼みたいなものすごいハンサムが降りてきたら……女の子達が熱ねつ狂きようして学校中の噂うわさになりそうだ。

「いえ、あの、途と中ちゆうからお電話をいただければ、門まで出て待っていますので」

　僕は慌てて言い、彼に携けい帯たい電話の番号を教える。彼はお返しに番号を教えてくれて、

「わかった。電話をする。……楽しみにしているよ」

　微笑ほほえまれるだけで、僕の頰ほおはなぜか熱くなってしまうんだ。




　　　　◆




「景くん、まだ起きている？」

　軽いノックに続いて聞こえてきた遠えん慮りよがちな声に、クロッキー帳を広げていた僕は慌あわてて顔を上げる。

「はい、起きてます」

　ロレンツィさんの屋敷からホテルに戻った僕は、細小路さんが宿しゆく泊はくしている広いスイートルームの寝室にいた。このスイートはアラブの王族達も愛用しているという想像を超こえた広さの部屋。一つのフロア全体を使って作られている。四十畳じようはあるリビング、会議ができそうな贅ぜい沢たくなダイニング、主しゆ寝しん室しつが三つと、使用人達が泊とまるための小さめの部屋が五つ。専属のシェフが腕うでをふるえる大きなキッチンまでがあるとても立派な場所。僕は二十畳はありそうなとても広い主寝室の一つを使わせてもらっていた。部屋の真ん中にはイーゼルが置かれ、部屋の隅すみにはライティングデスクよりも広い勉強用のデスクまで用意されていた。あまりにも豪華で、なかなか落ち着かないけれど。

「今、行きますね」

　僕は鉛えん筆ぴつを置き、クロッキー帳を閉じてデスクに置く。時計を見上げると時間は深夜の一時。細小路さんは今日も忙しかったらしい。僕は椅い子すから立ち上がって部屋を横切り、リビングへのドアを開く。

　広々としたリビングのソファのところで、細小路さんが上着を脱ぬいでいる。

「お帰りなさい。こんな時間までお仕事お疲つかれ様です」

　僕が言うと、細小路さんはにっこり笑って、

「忙しいのには慣れているけれど……景くんにそう言ってもらえると疲れが吹ふき飛ぶよ」

　優やさしく言ってもらえて、なんだか心があたたかくなる。

「日本茶、いれますね」

　僕は言ってリビングを突つっ切り、片かた隅すみにあるミニバーのカウンターに入る。そこには電気ポットが置かれているから、少し前にお湯を沸わかして準備をしておいたんだ。

　細小路さんは世界中を駆かけ回って仕事をしてきた人だけど、実は一番好きなのは日本食。毎回ご飯とお味噌みそ汁しるの食事……なんていうのは無理だとしても、せめて日本茶が飲みたい、というタイプの人だ。大学のそばには大型のスーパーがあるから、僕はたまにそこに寄っては日本食の材料を仕入れてきて、彼のために日本食を作ってあげている。ご飯とお味噌汁と海苔のりと煮に物もの……みたいなすごく簡単なものだけど。あと、そのスーパーでは京都の老舗しにせのお茶問屋から美味しいお茶を取り寄せているから、それも買ってくる。大都会のローマでは日本人も多いらしく日本の食材はそれほど高いものではないし、僕ができるのはそれくらいだから。

　僕は郊こう外がいの陶とう器き市で買ってきた急きゆう須すと湯飲みのセットを棚たなから取り出し、沸ふつ騰とうしたお湯をそれに少しずつ注ぐ。価値がよく解わからないらしく二に束そく三さん文もんで売られていたものだけど、とても美しい伊い万ま里り焼の作家物。しかも新品だった。

　僕はあたたまった急須からお湯を捨て、そこに計った量の日本茶を入れる。湯飲みに入れて少し冷めたお湯をその上に移し、タイマーで時間を計って湯飲みにそれを入れる。最後の一ひと滴しずくまで搾しぼるように注ぐと、とても甘くて美味しいお茶になるんだ。

　湯飲みを、これも陶器市で買ってきた漆うるし細工の茶ちや托たくに載のせ、それをローテーブルに運ぶ。

「どうぞ」

　彼の前に一つを置き、角を挟はさんだ隣となりにもう一つ。そして僕もソファに座る。

「ありがとう」

　細小路さんは言って湯飲みを持ち上げ、お茶を一口飲む。

「はあ……癒いやされる……」

　ため息をつきながら言い、僕に向かってにっこり笑ってくれる。

「本当に美味しい。これが毎晩の楽しみだよ」

「本当ですか？　よかったです」

「恋こい人びとがいる時には、毎晩飲み歩いていたんだけど……」

　ネクタイを緩ゆるめながら、細小路さんがため息をつく。

「……こんな幸せがあるなんてね。私には派手な付き合いよりも家でのんびりする時間が必要だったのかもしれないなあ」

　彼はしみじみと言い。それからまたお茶を飲む。

「ああ、やっぱり君のいれたお茶は最高だな」

　僕は湯飲みを持ち上げて自分も飲み、そして美味しく入っていたことにホッとする。

「よかったです。とてもお世話になっているのに、これくらいしかできなくて……」

「景くん、いつも言っているだろう？　私のことは本当の親しん戚せきだと思ってくれと。もしも君がイエスと言ってくれるのなら、すぐにでも養子にしてもいい。君は私の大切な友人達の大切な息子さんなんだからね」

　熱心に言われて、心があたたかくなる。ここにいていいんだという感覚は僕をとても安心させてくれる。

「ありがとうございます。養子の件は少し考えてみますね。今はまだ勉強中で、これから自分がどうなるのか、まったく解らないので」

「もちろん、無理にとは言わないよ。もしもいつか結けつ婚こんしたい相手でもできたら、その相手とも相談した方がいいだろうし……ああ〜！」

　彼は言い、なぜかいきなり髪かみをかきむしる。

「ど、どうしたんですか？」

　驚おどろいて言うと、彼は頭を抱かかえたまま、

「君のことは、幼い頃ころからずっと可愛かわいく思ってきた。だから君に恋人ができたらと思うと、まるで娘むすめを嫁よめにやる父親の気分になるんだよ。君はとても綺き麗れいで、誘ゆう惑わくも多そうだし」

　彼は言って、はあ、とため息をつく。それから急に身を起こして、

「そういえば、今日はどうだった？　ミスター・ロレンツィは親切にしてくれた？　ミスター・アームストロングに無理に迫せまられたりはしなかったか？」

　その言葉に、僕は今日一日のことを改めて思い出す。そういえばミスター・アームストロングには失礼なことをしてしまったんだ。

「迫られてはいませんが……ええと……」

　僕はどこまで言っていいのか解らずに言いよどむ。細小路さんは急に難しい顔になって、

「どうしたんだ？　隠かくしごとはなしにしようと約束しているはずだよね？」

「すみません。いろいろなことがあったので……」

　細小路さんは湯飲みを置いて姿勢を正す。こうされると、もう噓うそは言えないんだ。僕は、

「ええと……リムジンでミスター・ロレンツィと一いつ緒しよにサンピエトロ広場の前のバールに行って、とても美味おいしい朝食を買って食べました。本当はミスター・アームストロングもいらっしゃるはずだったんですが、お忙いそがしくて疲れていたみたいで寝ね坊ぼうしてしまって……」

　僕の言葉に、細小路さんはさらに難しい顔になる。

「彼から誘さそったのに、それはいけないね。それから……？」

「ミスター・ロレンツィと一緒にヴァチカン博物館に行き、中をずっとガイドしていただきました。彼は美術品にとても詳くわしくて、とても楽しい時間を過ごしました。そこでもまだミスター・アームストロングはいらっしゃらなくて……」

「本当に仕方のない人だな。それで？」

「ミスター・ロレンツィが、とても美味しいローマ料理の店に連れて行ってくださいました。そこでミスター・アームストロングがいらっしゃったんですが……」

　僕はその先のことを思い出して、いたたまれない気分になる。

「どうかしたのか？　何か失礼なことでもされたのか？」

　細小路さんは本気で心配そうに言ってくれる。僕は慌ててかぶりを振ふり、

「いえ。僕のことではなくて……ええと……彼は、僕と細小路さんが恋人同士だと誤解していたらしくて……」

「恋人同士？」

　細小路さんは言い。そして苦い顔になる。

「たしかに私はいろいろな相手と付き合ってきた。誤解をされても仕方がないかもしれない。だが、君は本当の家族のようなものだし……」

「僕もそう言ったのですが、彼はなかなか信じてくれなくて、なのでつい頭に血が上って……彼に水をかけてしまいました」

　言ってみると、今さらながら自分がとんでもないことをしたのだと思う。

「すみません。あなたが紹しよう介かいしてくださった人に失礼なことを。あなたの仕事に支障が出たり、ヴィッラ・ロワイヤーレで気まずい思いをしたりしなければいいのですが」

「景くん、あの夜のことを忘れた？　私は、ミスター・アームストロングのことは紹介していないよ」

「え？」

「私はミスター・ロレンツィを紹介したかったんだ。彼は美術にとても造ぞう詣けいが深いし、コレクターとしても知られている。それだけでなくとても紳しん士しだと思っているからね」

　彼の名前が出るだけで、なぜか鼓こ動どうが速くなる。

「たしかに彼はとても教養があり、お話していてとても勉強になりました」

　僕が言うと、細小路さんは嬉うれしそうに身を乗り出して、

「そうだろう？　私は君と彼なら話が合うだろうと思っていたんだよ。……ミスター・アームストロングは、ミスター・ロレンツィについて来ただけ。彼は自分はゲイだと公言しているし、遊び人だという噂うわさなので、できれば君には近づけたくなかったんだが……」

　細小路さんは言ってから、急にぷっと噴ふき出す。

「彼に水をかけるなんて、君もなかなかやるね。心配する必要はなかったな」

「それに関しては反省しています。……何か誤解をしていたみたいですが、楽しくて、悪い人ではないようでしたし」

「温和な君を怒おこらせるようなことをしたんだ。水をかけられても当然だ。……それから？」

　うながされて、僕はその先のことを思い出す。

「僕はどうしていいのか解わからずにレストランを飛び出してしまいました。ミスター・ロレンツィが追いかけてきて……そして真しん剣けんに謝ってくれました。彼があんまり優やさしくて、なんだか泣けてしまって……」

　思い出すだけで、頰ほおが熱くなる。

「そんなことをしていて、気づいたら雨でずぶ濡ぬれでした。僕が風邪かぜを引かないかミスター・ロレンツィは心配して、お屋や敷しきに連れて行ってお風呂ふろを貸してくれました。服が乾かわくまでお話して……それからリムジンで送っていただきました」

　僕の言葉に、細小路さんはとても驚いた顔をしている。たしかに、ほとんど初対面の相手にそんなことまでさせてしまって、すごく厚かましかったと自分でも思う。

「それから、ミスター・ロレンツィと明日の夕食をご一緒する約束をしました」

　細小路さんは呆ぼう然ぜんとした顔で僕を見つめ……それからふいに言う。

「想像以上に、話が合ったみたいだね。あのクールなミスター・ロレンツィと、いきなりそんなに親しくなるなんて」

「親しい、なんて言ったら失礼になりそうですが。彼は本当に親切な方ですね」

　細小路さんは答えず、また僕をじっと見つめる。どこか探さぐるような眼まな差ざしに、僕は思わず首をかしげる。

「ええと……どうかしましたか？」

「ああ、いや、すまない。君は噓がつけるような子ではなかった。……ミスター・ロレンツィにはゲイの噂はまったくないので安心だと思うが、用心は怠おこたらないようにね」

「用心？」

　僕が聞くと、細小路さんはなんだか後ろめたそうな顔になってお茶を飲み干す。

「悪かった。君のような無む垢くな子が、そんなことをするわけがない。……私は風呂に入って寝ねるよ。君ももう寝なさい」

「はい、おやすみなさい」

　僕は言って湯飲みを片付け、ミニバーを綺麗にしてから部屋に戻もどる。自分専用のバスルームに入り、歯を磨みがきながら、なんだか不思議に思う。

　……用心って……いったいなんだろう……？







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







「ロレンツィ社長」

　書類をチェックしていた私は、いきなり聞こえた声に目を上げる。

「失礼しました。ノックをしたのですが」

　デスクの向こう側に立っている彼は、私の秘書のアンソニー・オリヴィエ。撫なで付けた黒くろ髪かみに黒くろ縁ぶち眼鏡、黒のスーツにダークなブルーのネクタイ。見た目は地味だが顔立ちは整っているので女性社員たちに人気がある。嫌いや味みは多いがとても優ゆう秀しゆうな男で、私は心から信しん頼らいしている。

「ああ、失礼。少し面めん倒どうな案件があって集中していた。……何だ？」

　私が言うと、オリヴィエはデスクの向こうに真っ直すぐに立つ。肌はだ身み離はなさず持っているシステム手帳を開き、目で追って確かく認にんしながら、

「レストランの予約は完かん了りようしました。六時に『ピッツァ・ナポリ』の個室で二名。幹部との打ち合わせの予定をずらして、終業後すぐに出発できるように調整済みです」

「ありがとう。とても大切な用事があったんだ」

　私は、景の美しい姿と澄すんだ瞳ひとみを思い出しながら言う。

　彼を思うだけで、不思議なほど幸せな気分になる……そんな自分がとても不思議だ。

「珍めずらしいですね。週末、ヴィッラ・ロワイヤーレに行かれる以外、プライベートな用事は平日にはほとんど入れない社長が」

「どうせ寂さびしい独り身だからね。だが……これからは少し変わるかもしれない」

　私が言うと、オリヴィエはチラリと眉まゆを上げてみせる。

「欧おう州しゆう社交界のすべての女性の心を奪うばっていた社長に、ついに恋こい人びとが？」

「人を遊び人のように言わないでくれ。……できたのは、恋人ではない」

　いぶかしげに眉を寄せるオリヴィエに、私はため息をつく。

「なんと表現していいのかわからないが……一番近いのは、年下の友人、かな？　同性の、とても美しい青年なんだ」

「同性？　相手は男ですか？」

　オリヴィエは少し驚おどろいたように言い、それから心配そうに眉を寄せて、

「昨今ではあまり珍しくはありませんが……同性との必要以上の深い付き合いは、思わぬスキャンダルにつながる危険性が……」

「彼とはそういう関係ではない。知り合いの養子になる子で、日本から来たばかりなんだ。私にゲイの気がまったくないことは君もよく知っているだろう？」

　私は言いながら、なぜか複雑な気分になる。

　……今まで恋こいの相手は女性だけだったし、これからもマッチョな男に魅み力りよくなど感じないと断言できる。なのに、景だけは……。

　昨夜見たばかりの、あまりにも美しい肉体を思い出す。

　ほっそりとして優ゆう雅がな体型。水すい滴てきを宿した真しん珠じゆのような肌はだ。恥はずかしげに瞬まばたく長い睫まつ毛げと、淡あわいバラ色に染まる頰。

　……そうだ、私にはゲイの気など少しもないはず。なのに……？

　景のあまりにも美しい身体からだを見て……私は、不思議なほどに鼓動が速くなるのを感じてしまった。

　……ああ、どうして彼といるだけであんなふうになったのだろう……？







　　　　芳野景







　……どうしよう？　ロレンツィさんのことばかり思い出してしまう。

　木炭を画面に走らせながら、僕は一人で赤面する。

　油絵を専せん攻こうしているから、人物デッサンはいつものこと。スタイルのいいプロの絵画モデルさんも一応見慣れてる。だけど……。

　……あんなに完かん璧ぺきに美しい身体をした男の人、初めて見た。

　今日最後の授業は、男性ヌードモデルの木炭デッサン。人体には興味があるからヌードデッサンは得意な方だし、一いつ生しよう懸けん命めい早起きしたからモデルを見やすい場所にイーゼルを置くことができた。本当ならとても描かきやすいはずだ。でも……。

　木炭を紙の上に走らせながら、僕は小さくため息をつく。

　……どうしても、モデルさんとロレンツィさんとを比べてしまう……。

　今日の男性モデルさんは、ほっそりしていてどちらかといえば女性的な体型だ。色が白く、肩かた幅はばと胸むね幅はばはほどほどに広く、長い脚あしを組んで座った姿はすごく優雅だ。豪ごう華かな金きん髪ぱつと切れ長の青い目をしていて、顔もとても綺き麗れいだと思う。あっというまにファンがついたみたいで、四十分ごとに取られる休きゆう憩けい時間には、バスローブを羽織った彼に、女子生徒達がきゃあきゃあ言いながら飲み物やお菓か子しを差し入れしていたし。

　……とても綺麗な人だと思うんだけど……なぜか筆が進まない……。

　この木炭デッサンが終わったら、次の課題は人物の油絵。モデルにしたい相手が身近にいる場合は別だけど、今回のモデルさんがまた来てくれるみたいだし、モチーフとしてもいいと思うから、彼をモデルにして制作をする生徒がほとんどだと思う。力を入れて何枚もデッサンを描き上げている生徒も多い。数日前なら、きっと僕も喜んでそうしたと思う。

　……でも……。

　昨日見てしまったロレンツィさんの完璧な身体が、僕の目にしっかりと焼きついている。

　陽ひに灼やけた滑なめらかな肌。逞たくましく男らしい骨格。そして鍛きたえ上げられたアスリートのような筋肉。これ見よがしなところがなく、すらりとして都会的だけど、実はとてつもない力を秘ひめていそうな見事な身体だった。

　ロレンツィさんは、あの世界に名だたる紳しん士しクラブ、ヴィッラ・ロワイヤーレでプリンスと呼ばれる人。やっぱりルックスもオーラも人並みはずれている。

　……ああ、いつか彼を描くことができたら、どんなに素す敵てきだろう……？

　僕はうっとりとため息をつき……そして、彼の身体を見たのはお風呂ふろの中だったことを思い出す。

　……彼は、僕を慰なぐさめるために抱だき締しめてくれただけ。なのに僕はおかしな反応をして身体を熱くし、慌あわててバスルームから飛び出してしまった。

　思い出すだけで、頰ほおがカアッと熱くなる。

　……紳士的な彼は、さりげない態度のままでいてくれたけれど……おかしなやつだと思われていたらどうしよう？

　動どう揺ようのあまり手に力が入って、持っていた木炭が手元でポキンと折れてしまう。

「……あ……っ」

　折れた木炭が、膝ひざで弾はずんで床ゆかの上に落ちる。張り切って一番前を取ったせいで、木炭はモデルさんが乗った台の足元までコロコロと転がっていってしまう。手に残っていたのは銀紙を巻いていた部分、ほんの四センチくらい。落ちた方はまだ長いし、休憩時間に誰だれかに踏ふまれて粉々になったらもったいない。

　僕はそっと立ち、隣となりの生徒のイーゼルを倒たおさないようにしてその隙すき間まを慎しん重ちように抜ぬける。描いているみんなの邪じや魔まにならないように姿勢を低くして進み、落ちた木炭を拾……おうとして、いきなり滑すべって前のめりになってしまう。

「……うっ」

　なんとか両手を突ついて顔から突っ込むのは避さけられたけど……両りよう膝ひざを強く床に突いてしまい、痛みに思わず声が出る。

　台の上の椅い子すに座ったモデルさんが、顔を動かさないまま、チラリと下目遣いに僕を睨にらんでくる。何十分も同じ姿勢を維い持じするには並外れた集中力が必要なのに、僕はその邪魔をしてしまったんだろう。

「……す、すみません……」

　僕は小声で謝り、急に滑った原因を探して靴くつの裏を見る。木炭デッサンの時には柔やわらかいパンを消しゴム代わりに使うんだけど、誰かがそれを落としたままにしておいたらしい。僕は気づかずにそれを踏み、パンの油分が床との間で潤じゆん滑かつ剤ざいになって滑ってしまったみたいだ。

　僕は靴の裏からパンをはがし、また姿勢を低くして元の場所に戻もどる。生徒達は笑いを必死でこらえながらデッサンを続けているけれど、目が合うと気の毒そうな顔をしてくれる。

　……また恥ずかしいことをしちゃった……。

　僕は日本の大学にいる時から、マヌケな行動が多いと友人達にからかわれていた。イタリアではしっかりしなきゃと思ったんだけど、それはなかなか直らず……というより、緊きん張ちようのあまりさらにマヌケな行動を繰くり返している気がする。強風にあおられて持っていた大型のキャンバスごと池に落ちたり（もちろん絵は守った）、彫ちよう塑その授業中に躓つまずいて、自分が作っていた油粘土の彫ちよう像ぞうに突っ込んでしまったり（一から作り直したのでとっても大変だった）。

「……ケイ」

　後ろから囁ささやかれた声に、僕はそっと振ふり返る。話しかけてきたのは、すぐ後ろでデッサンをしていたニコル・ロッティだった。

「……そのパン、オレが落としたやつ。面めん倒どうくさいからあとで拾おうと思ってたんだよ。だけどまさか転ぶなんて。……ごめんね」

　言いながら、僕の手からつぶれたパンを取る。そして埃ほこりだらけになった僕の指をポケットから出したウエットティッシュで丁てい寧ねいに拭ふいてくれる。

「……膝、ぶつけてなかった？　痛い？」

　心配そうに小声で聞かれて、僕は微笑ほほえんでみせる。

「……大だい丈じよう夫ぶ。痛くないよ。驚おどろいて声を出しちゃっただけだから」

　ニコルは最初の日からこんなふうに僕に気軽に話しかけ、なにくれとなく世話を焼いてくれていた。僕がすんなり学校に馴な染じめたのも、彼のおかげが大きいと思う。

「それにしても……」

　彼は言い、自分のカルトンの脇わきから顔を出して僕のデッサンを覗のぞき込んでいる。

「……やっぱりすごいよね。さすが日本から留学してくるだけのことはある」

　感心したように言われて、頰が熱くなる。

「……お世辞でも嬉うれしいよ。ここの生徒はみんな本当に上手だから……」

「ニコル・ロッティ！　ケイ・ヨシノ！」

　頭の上から聞こえた声に、僕とニコルはぎくりと固まる。恐おそる恐る見上げると、そこに立っていたのはこの授業の担当、ベルリッツ教授。さっき用事だと言って出て行ったからちょっと安心しちゃってたんだけど……いつの間にか戻ってきていたらしい。

「そんなふうに優ゆう雅がにおしゃべりしているということは、完璧な作品ができあがったということだね？」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の向こうからギラリと睨にらまれて、僕とニコルは青くなる。ベルリッツ教授は、ニコルのカルトンを覗き込んで眉まゆを寄せる。

「ニコル・ロッティ。油ゆ彩さいにおける君のアバンギャルドな才能は認めるが……なんだね、この肩かたの筋肉のつき方は？　これでは、生きている人間ではなく人形だ！」

　厳しい声で言われて、ニコルが首をすくめている。

「すみませぇん、精しよう進じんしまぁす」

　言いながら、教授に見えないように舌を出してほかの生徒を苦く笑しようさせている。そんなところが、やんちゃな彼らしい。

「ケイ・ヨシノ！」

　ベルリッツ教授に呼ばれて、僕はぎくりと固まる。

「は、はい」

「君は編入したばかりなので、まだ作品を見せてもらっていない。だが、学園の理事の一人であるミスター細小路の推すい薦せんなのだから、さぞや素す晴ばらしい才能を持っているのだろうな！」

　その言葉に、僕は冷や汗あせが出る気がする。

　大だい富ふ豪ごうの細小路一族は、いくつもの有名な学校の理事を何人も輩はい出しゆつしている。細小路さんも仕事の傍かたわらいくつかの学園の理事を務めていて、このロマーノ美術大学もその一つ。一応ちゃんと編入試験に合格して入ったんだけど……入学初日から「理事の推薦で日本から留学してきた……」と紹しよう介かいされてしまったせいで、教授や生徒の中には、僕が何か悪い手を使ったのではないかと疑っている人もいるみたい。この大学の編入試験はとても難しくて、もう十年以上も編入生が出ていなかったことは有名だ。試験にパスできたことが、自分でも信じられないくらいだし。

　……もしも僕に煌きらめくような才能があるのなら、そんな噂うわさはすぐに消えるだろうけど……。

　僕は小さくなって、ベルリッツ教授が僕の後ろに回り込んでくるのを待つ。

　……僕には才能なんかないし、美術が好きなだけの本当に平へい凡ぼんないち生徒。きっといろいろ言われそうで……。

「学園長から、君の学歴は見せてもらった。日本で有名な美術大学といえば国立のトウキョウ・ゲイジュツ・ダイガクだが、君はそこではない私立の大学にいたようだね。そんなところではたいして有名な教授がいるわけではないだろうし……」

　彼は言いながら僕の後ろに回り込み、ふと言葉を切る。しばらくじっくりと眺ながめてから、ふいに顔を上げて言う。

「シニョール・アンジェロ！　少し早いが、今日はこれでおしまいだ！　お疲つかれ様！」

「……解りました」

　アンジェロと呼ばれたモデルさんが低い声で言い、足元に畳たたんであったバスローブを手に取る。彼の眉が不ふ機き嫌げんに寄せられていたことに気づいて、僕は後ろめたくなる。僕にポーズの邪魔をされただけでなく、途と中ちゆうでやめさせられた。プロ意識の高いモデルさんには不ふ愉ゆ快かいな出来事だっただろう。

「失礼、少し借りる」

　ベルリッツ教授が言い、手を伸のばしてデッサンを挟はさんだカルトンをひょいと持ち上げる。そしてそのままアトリエを横切って壁かべに近づく。

　アトリエの壁には、細長い木材のレールが上下三段に打ち付けられていた。日本の大学にもあったけれど、これは課題の締しめ切きりごとにある作品講評会の時に使うもの。レールの上に点数順に作品が並べられ、教授や助手さん達から講評（時にさんざんな酷こく評ひよう）をされるんだ。

　今回の作品の締切は明日。だから講評はまだのはずだけど……。

　教授は僕の絵をレールの上に置き、こちらを振り返る。

「諸君、注目！」

　教授の声に、生徒達が次々に振り向く。僕の作品を見た彼らが驚いた顔をするのを見て、僕は思わず青ざめてしまう。

　……ああ、やっぱり僕の絵のレベルは、ここでは低すぎるんだ……。

　この大学に編入してから二週間。まだ講評に立ち会ったことは一度もないし、自分の創作に精せい一いつ杯ぱいでほかの生徒の作品をまじまじと見たこともない。だから僕はこの大学の中で自分の実力がどの程度の位置にあるのかまったく把は握あくしていない。日本の大学の担当教授は僕の作品をいつも褒ほめてくれていたけれど、彼は優やさしいおじいちゃんみたいな存在で、みんなの作品をそれぞれ褒めてくれていたし……。

「デッサンというのはモチーフを写すのではなく、そのモチーフの置かれた部屋の空気感を表現するものだ。私はいつも諸君にそう言ってきた」

　ベルリッツ教授は難しい顔で言い、生徒達をぐるりと見回す。

「ケイ・ヨシノが描かいた、このデッサンを見てみたまえ」

　その言葉に、僕はさらに青ざめる。

　その部屋の空気を……というのは、絵画教室をしていた父さんによく言われていた言葉だ。寒い日の朝なら冷たい空気と澄すんだ光、夏の午後なら暑さと湿しつ度どに煙けむった空気感。いつもそれを考えているけれど、なかなか父さんみたいに美しい絵が描けなくて……。

　壁に置かれた僕の木炭デッサンは、一いつ生しよう懸けん命めい描いたものではある。モデルさんの動きのある姿勢や筋肉の感じ、それに部屋のひんやりとした静けさも表現しようと頑がん張ばった。でも……。

　……ああ、やっぱり僕の絵はまだまだで……。

「たしかに、ミスター・ヨシノの絵はまだまだだ」

　僕の考えを読んだかのように、教授が言う。その言葉に、僕はなんだか泣きそうになる。

　……そうだ、やっぱり僕には父さんみたいな絵の才能なんか少しもなくて……。

「だが、彼には物の真実を捉とらえる目がある。それに比べて、君達のデッサンはなんだ？　モデルのハンサムな顔に気をとられ、彼を美しく描くことばかりを考えていただろう？」

　ベルリッツ教授が近くのイーゼルから生徒のカルトンを取り上げ、それをかざす。

「人物デッサンというのは、筋肉のつき方や骨の構造を勉強するだけのものではない。モデルの内面を探さぐり、その本質を描かなくてはいけない。なのに、なんなんだこれは？　映画のポスターか？」

　教授が示したデッサンは、すごく美しかった。額に入れてギャラリーに飾かざられていたらすぐに買い手がつきそうなレベルだ。

　……やっぱり、この学校のレベルはすごく高いんだ。

　教授のこういう授業は珍めずらしくないらしく、デッサンを取られた生徒はちょっと苦笑しただけで、怒おこったりせずに熱心に聴きいている。

「ケイ・ヨシノの絵は、それとは違ちがってとてもリアルだ。モデルの線の細さや神経質なイメージを、完かん璧ぺきに写している。そしてそれだけでなく、このアトリエの空気までもしっかりと表現しているだろう？　この部屋の空気はひんやりとして、静かな緊きん張ちよう感かんに満ちている。……こんなに素晴らしいデッサンを見たのはとても久しぶりだ」

　ベルリッツ教授の言葉に、僕は驚いてしまう。

　……もしかして、これって、褒められている……？

「だが、技術的にはもちろんまだまだだ！　解っているな？」

　ベルリッツ教授の言葉に、僕はハッと我に返る。

「は、はい。もちろんです」

　僕が言うと、彼は満足げにうなずいて、

「解っていればよろしい。驕おごったりせずにきちんと精進するように」

「はい。頑張ります」

　言った僕の視界の隅すみに、バスローブを着終わった男性モデルさんが映る。彼は怒ったような顔で僕の絵を見つめていたけれど、最後にチラリと僕を睨にらんでから踵きびすを返し、アトリエの隣となりにある更こう衣い室に消える。ドアがバタンと勢いよく閉まったところを見ると……やっぱり僕は彼を怒らせてしまったのかもしれない。

「何か意見や質問は？」

　ベルリッツ教授が言い、生徒達を見回す。質問がないことを確かく認にんすると、彼はうなずき、

「明後日あさつてから、人物の油彩の課題に入る。シニョール・アンジェロにはまた来てもらうので、彼がモデルでよければこのアトリエに集まること。ほかにモデルが見つかった者は別のアトリエでの作業も認めるので助手に届け出ること。……それでは、今日の授業は終わり」

　生徒達は声を揃そろえて「ありがとうございました」と言い、おしゃべりをしながら画材を片付け始める。

「ケイ・ヨシノ」

　ベルリッツ教授に呼ばれて、僕は慌あわてて椅い子すから立ち上がり、彼に駆かけ寄る。

「はい、なんでしょうか？」

「モデルは見つかっているか？」

　急に聞かれて、僕は驚おどろいてしまう。

　……あのモデルさんを怒らせたこと、教授は気づいているんだろうか？

　僕の脳のう裏りに、ロレンツィさんの顔が浮うかぶ。でも……。

「描きたい人はいるんですが、承しよう諾だくしてもらえるか解りません。忙いそがしい人なので……」

「説得しなさい」

　ベルリッツ教授はきっぱりと言う。

「君はあのモデルに満足していない。そうだろう？」

　言い当てられて、僕は思わず赤くなる。

　ベルリッツ教授は研究者で教育者だけど、彼自身も有名な画家だ。そんな人の目はきっとごまかせない。教授は僕の沈ちん黙もくを「イエス」と取ったみたいで、

「そうだろう？　とてもいいデッサンだが、どこか虚うつろな気がする。……君ならもっと描けるはずだ。自分が本当に魅み力りよく的だと思ったモデルを描くことだな」

　彼は言って、壁のレールに置かれていた僕のカルトンを手に取り、僕に差し出す。

「解ったかな？　もしもモデルがいないようなら紹しよう介かいするので私に言いなさい」

「あ……」

　僕はまたロレンツィさんの顔を思い浮かべてしまう。

「ええと……思い描いている人はいます。頼たのめるかどうか解りませんが」

「もしも頼めなければ相談に来なさい。話は以上だ」

　教授は言い、そしてアトリエを出て行く。僕は少し呆ぼう然ぜんとしたまま、カルトンを持って自分のイーゼルのところに戻もどる。

　デッサンをした木炭紙は、カルトンの表紙に当たる部分に大きな目玉クリップで留めてある。僕は四よ隅すみのそれを取って木炭紙を外す。カルトンの縁ふちにつけられた二本の紐ひもを解いて二つ折りになっているそれを開く。

　カルトンというのは本来は絵を運ぶための道具。中には白いままの予備の木炭紙が数枚と、以前描いた石せつ膏こうデッサンが数枚挟まっていた。それを描いた時、まだ両親が生きていたことを思い出して、なんだか不思議な気分になる。

　……これを描いた時、イタリアに行けたらと夢見ていた。今はイタリアに来てしまっていることがなんだかすごく不思議だ。

　僕は思いながら、描いたばかりのデッサンを挟み込み、紐をしっかりと縛しばる。それからイーゼルの台に置いてあった使いかけの木炭や、芯しん抜ぬき棒をまとめて筆箱に戻す。消しゴム代わりにして真っ黒になったパンの欠片かけらをビニール袋ぶくろにまとめる。

「すごいよ、ケイ」

　近づいてきたニコルが、興奮した顔で言う。

「あのベルリッツ教授にあんなことを言わせるなんて。やっぱり十年に一度の編入生なだけはある」

「いや……編入できたのは、本当にたまたまだと思う。もっと頑張らないとみんなに追いつけないよ。でも、ありがとう」

　僕が微笑ほほえむと、ニコルはなぜか真っ赤になって、

「うわ、おまえってやっぱりめちゃくちゃ綺き麗れいだよね。モデルになってくれない？」

「モデル？　僕が？」

　僕はその言葉に驚いてしまう。教授はあんなことを言ったけれどニコルはすごい才能の持ち主で、今までに大きな賞を何度も取ったことがあるらしいんだ。

「ああ、でもモデルをしてもらったら、ケイが描く時間がなくなっちゃうか？　あ、どうせならお互たがいに描きっこするっていうのはどう？　オレじゃダメ？」

　ニコルは整った容姿をしてるし、オーラもある。だからすごくありがたい申し出だと思ったけど……。

「ニコルのこと描いたら楽しそう。でも僕、モデルになって欲しい人が別にいるんだ」

「うん、さっき教授に向かって言ってたよね。でも忙しいから、頼めるかどうかまだ解らないんだろ？」

　ニコルの言葉に、僕はうなずく。

「うん。もちろんとても忙しいし……何より、まだそんなことを頼めるほど親しくないんだ」

　口にすると、なんだか改めて認識してしまう。本当は、昨日も彼はアームストロングさんに頼まれて付き合ってくれただけ。お屋や敷しきに連れて行ってくれたのも、僕が雨に打たれたりしたから。

　……彼は親切だから僕に優やさしくしてくれただけ。今夜の食事も、ローマに来たばかりの僕が一人でいたら気の毒だろうと思って……。

「そうなんだ？」

　ニコルは少しがっかりした顔で言い、それから、

「そしたら、ともかくその人に聞いてみなよ、オッケーしてもらえたらラッキーだろうし、もし断られたらオレをモデルにすればいいよ。どう？」

　ニコルの明るい声に、なんだか少し気持ちが浮ふ上じようする。

「うん。じゃあ勇気を出して言ってみるね」

　……そうだ、これからロレンツィさんに会うのに。落ち込んだ気持ちになっていたらダメじゃないか。

　僕は思い、それからハッとして壁かべの時計を見上げる。授業は少し早めに終わったけれど、片づけをしている間に時間が経たってしまってた。あと数分で約束の七時になりそうだ。

　……やばい、門のところまで時間がかかるのに……。

　僕は焦あせりながら使っていたイーゼルを畳たたんで、アトリエの隅に戻す。

「わあ、見て、門のところ！　すごい車が停とまってる！」

「黒くろ塗ぬりのリムジンだ！　どこのＶＩＰが来てるんだろう？」

　アトリエの窓の方で、生徒達が騒さわいでいる。リムジン、という言葉に、ロレンツィさんを思い出す。慌てて窓から見下ろす。

　二階にあるこのアトリエからは、少し離はなれた場所にある学校の門を見下ろすことができた。レンガ造りの立派な門の向こうの道路に、黒塗りの立派なリムジンが停まっている。運転手さんが外側からドアを開き……。

「……あ……」

　そこから降りてきた男性を見て、僕の心臓が、トクンと高鳴った。

　逞たくましい長身を包む、仕立てのよさそうなダークスーツ。その上に黒のロングコートを羽織っている。白のワイシャツに、明るいブルーのネクタイがとても若々しい。

「やっぱり俳優さん？　ものすごい美形！」

「何かのロケかしら！」

　近くの窓から覗のぞいていた女子生徒達が、黄色い声を上げる。

　陽ひに灼やけた頰ほおと、彫ちよう刻こくみたいな彫ほりの深さ。そして艶つやのある黒い髪かみ。

　こんな遠くから見下ろしても、彼の美び貌ぼうはやっぱり際きわ立だっている。まるで舞ぶ台たいに立つ俳優さんそのもの。

　……ロレンツィさん……。

　彼を見ただけで、頰が熱くなる。鼓こ動どうが速くなって、どうしていいのか解わからなくなる。

　……ああ、彼を見ただけで、どうしてこんなふうになるんだろう……？

　思った時、上着のポケットに入れていた携けい帯たい電話が振しん動どうした。僕は慌ててそれを取り出してフリップを開く。液えき晶しよう画面に出ていたのは『ロレンツィさん』の文字。昨日教えてもらったばかりの彼の携帯電話のナンバーだった。僕は慌てて通話ボタンを押す。

「はい、芳野です」

『ロレンツィだ。……私の会社から君の学校まで、意外に近かった』

　受話口から聞こえてきたのは、よく響ひびく低い美声。電話で聞くと耳元で囁ささやかれているみたいで……僕は思わず聞き惚ほれてしまう。

『途と中ちゆうから電話をする前に到とう着ちやくしてしまった。今、門のところにいるのだが』

「あ、はい。見えます」

　思わず言ってしまうと、門のところにいる彼が周囲を見み渡わたしている。

『どこ？　近くにいる？』

「いえ、あの、まだ二階のアトリエで……」

　言うと彼は上を見上げ……そしてすぐに僕を見つけ出す。

『見えた。そこがアトリエなんだね。……こんばんは、景』

　言いながらにっこりと微笑まれて、ますます鼓動が速くなる。

「こ、こんばんは、ロレンツィさん」

　僕は挨あい拶さつを返し……それどころではない、と思う。

「ああ、すみません。すぐに向かいます。少しだけ待っていてください」

『急がなくていい。準備ができたらおいで』

　言って、電話が切れる。僕は彼の声の余よ韻いんにまたうっとりしそうになり……慌あわてて電話を切ってフリップを閉じる。急いでコートを着てメッセンジャーバッグを肩かたにかけ、カルトンを脇わきに抱かかえる。

「ケイ、帰るの？　途中まで一いつ緒しよに行こう」

　ニコルが言って、僕と並んでアトリエを横切る。

「もしかして、モデルにしたい人っていうのは、さっきの彼？」

　階段を下りながら、ニコルが言う。僕は少し赤くなりながら、

「ええと……そう。まだ会ったばかりなんだけど……」

「っていうか、あれ、ロメオ・ディ・ロレンツィだろ？　ロレンツィ財ざい閥ばつの。とんでもない人と知り合いなんだね。さすが、ミスター細小路のところに住んでるだけのことはある」

　ニコルのその言葉に、僕は驚おどろいてしまう。

「ニコル、ロレンツィさんを知ってるの？」

「そりゃあ知ってるさ。欧おう州しゆう社交界にちょっとでも足を突つっ込んでいて、彼の顔を知らない人間なんかいないよ」

　そういえばニコルのロッティ家は、イタリアではかなり有名な富ふ豪ごうだと聞いた。

「ニコル、もしかしてロレンツィさんに会ったことがあるの？　パーティー？」

　僕が言うと、ニコルは勢いよくかぶりを振ふって、

「うわ、まさか。うちのロッティ家は歴史も浅いし、社交界じゃただの田舎いなか者の成金だよ。歴史ある家いえ柄がらの超ちよう大だい富ふ豪ごう、ロメオ・ディ・ロレンツィになんか、近づくことすらできないってば」

　なんだか怯おびえた声で言う。

「それに、なんだか怖こわくない？　ものすごい美形で、ものすごいお金持ちで、さらにハーバードの大学院を出たって聞いたよ？　あまりにも完かん璧ぺきで、人間離ばなれしてる！」

「……なんだかすごいね……」

　僕は言い、改めてロレンツィさんが自分とは遠い存在なんだと認かく識にんする。

「一緒にピザとか食べに行っていいのかな？　しかもモデルを頼たのもうとしてるし……」

　今さらながら、ちょっと怖くなってきてしまう。

「……ピザ……ロメオ・ディ・ロレンツィが、そんな庶しよ民みん的なものを食べるなんて」

　ニコルは呆ぼう然ぜんとした声で言う。

「……ああいう人は、シャンパンだけを摂せつ取しゆして生きてるのかと思ってた」

「ええと、ニコル」

　階段を下りたところで、僕は彼に向き直る。

「今からモデルを頼むから、一緒にいてくれない？　なんだか勇気が……」

「絶対イヤだ！　オレは逃にげる！」

　ニコルは怯えた顔で言って、僕の肩を叩たたく。

「っていうか、彼になら、断られてもあきらめがつくだろ？　頑がん張ばって！」

　言い残して、門とは逆方向に走りだす。

「あ、ニコル！」

　僕は引きとめようとするけれど、ニコルは後ろも見ないで脱だつ兎とのごとく逃げてしまった。

　……やっぱり彼は、近寄りがたいほど高貴な存在なんだよね。ヴィッラ・ロワイヤーレでプリンスと呼ばれているのは、きっと社交界での彼の立ち位置を正しく表現しているんだろう。

　僕は思い……それどころじゃないことを思い出して、廊ろう下かを走る。そして、門に一番近いドアから外に走り出る。

「すみません、お待たせしてしまいました！」

　門に駆かけ寄りながら言うと、向こうを向いていたロレンツィさんが振り返る。

「途中から電話をしなかった私が悪いんだ。謝らなくていい」

　彼が言って、優やさしく微笑ほほえむ。漆しつ黒こくの髪と、最高級のサファイヤみたいな瞳ひとみ。端たん麗れいな顔と、逞しい身体からだ。

　夕暮れの最後の光。それを浴びながら立った彼は……本当に美しかった。まるで彼自体が一つの芸術品みたいだ。

　……ああ、本当に、彼を描かけたらどんなに素す敵てきだろう？







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







「なんて美味おいしいピザなんでしょう？　こんなピザを食べたのは生まれて初めてです」

　景がうっとりと言い、サラダの皿を運んできたナポリ出身のシェフが、とても嬉うれしそうな顔をして礼を言い、個室を出て行く。

　私と景は、ローマ市内にあるピッツァリアに来ていた。

　外から見た様子では、店の一階は地元の客で大混雑だった。だが、二階にあるこの個室は静かだ。店が石造りのがっしりした建物だからかもしれない。

「気に入ってもらえてよかった。私もたまに来るんだ」

　私が言うと、景は何かを思い出すかのようにクスリと笑う。

「どうかした？」

「いえ、さっきまで一緒だった友人が、ハンサムな人はシャンパンだけで生きてるんだなんて言っていたことを思い出しました」

　彼は皿から目を上げ、私を見つめて微笑む。

「たしかに、あなたって優ゆう雅がにシャンパンだけを飲んで生きていそうなイメージです」

「非人間的だということ？　それとも大おお酒ざけ吞のみのイメージ？」

　私が聞くと、彼は慌てたように、

「違ちがいます！　とても優雅で、お伽とぎ噺ばなしの中の王子様みたいっていう意味です。なんだか……」

　彼は私を見つめてふいに目元を染める。

「……一緒にいるだけで、お伽噺の中に紛まぎれ込んだみたいな気持ちになります。なんだか、信じられません。さすが、『プリンス・オブ・アドリア』と言われるだけのことはあります」

「これ以上いいイメージを持たれて、あとで失望されては大変だ」

　私はピザの大きな一切れを取り、それを一口齧かじる。

「私は仕事ばかりで趣しゆ味みといえるようなものがないし、執しつ事じにはきちんと寝ねろと叱しかられるし、秘書には少しは休めとうるさく言われる。完璧とはほど遠い人間だよ」

「あなたを叱れる人間がこの世にいるなんて」

　彼は呆然とした顔で言い、それからクスリと笑う。

「ごめんなさい。なんだかちょっと身近に感じてしまいました」

「一応、君とは裸はだかで抱だき合った仲なんだが？」

　私が言うと、彼はとても驚いたように目を見開く。それから、カアッと頰ほおを染める。

「す、すみません。昨日は本当にご迷めい惑わくを……」

「そういう意味ではなくて、日本では親しくなると一緒に温泉に行ったりするのだろう？　君ともそういう意味で少しは親しくなれたのかと思っていたが」

「……温泉……」

　彼は呆然とした声で呟つぶやき、それから恥はずかしそうに瞬まばたきを速くする。

「そ、そうですよね。温泉に行ったと思えば、裸で一緒にお風呂ふろに入っても、恥ずかしくないですよね？」

　呟かれた言葉に、ドキリとする。

　……ということは、そう思わないといけないくらい、私のことを意識してくれたのか？

　そう思うと、もっと苛いじめてしまいたくなるが……これ以上やると彼が怖がって逃げてしまいそうな気もする。

「そうだよ。せっかく知り合ったのだから、もっと親しくなれたら嬉しいよ。年下の友人を作る機会はなかなかないし、いろいろと勉強になる」

「本当ですか？　あの、実はあなたにお願いが……」

　彼は顔を上げて言い、しかし迷うように言いよどむ。

「……いえ、やっぱり厚かましいかも……」

「少しは親しくなれたと思ったのに、まだそんな遠えん慮りよをするのかな？」

　私が言うと、彼は困ったような顔をする。それから勇気を出したように私を真っ直ぐに見つめてくる。

「あの……もしよかったら、あなたを描かせていただけませんか？」

　私は彼の突とつ然ぜんの申し出に、少し驚く。どこかをガイドして欲しいとか、そういうことだろうと想像していたからだ。

「私を？」

「課題で、人物を描かなくてはいけないんです。教授から『本当に魅力的だと思った対象を描くように』と言われています。だから……あなたに頼みたくて……」

　彼は言い……それから急に怯えたような顔になる。

「す、すみません。僕、本当に世間を知らなくて。あなたみたいなＶＩＰにこんなことをお願いするのは失礼ですよね」

「失礼ではない。そう言ってもらえるのはとても光栄だよ」

　私が言うと、彼は驚いた顔になる。

「本当ですか？」

「プロのモデルのように一時間近くも静止していろと言われたら、自信がないが」

　私の言葉に彼は慌あわててかぶりを振ふる。

「それはないです。僕はモデルの動きを見るタイプなので、自由に動いてくださって大だい丈じよう夫ぶですよ。ある程度デッサンをさせていただければ、着ちやく彩さいはアトリエでもできますし」

「それならオーケーだよ」

　彼は少し呆ぼう然ぜんとし……それからゆっくりと嬉しそうな表情になる。

「ありがとうございます！」

「いつがいい？　今夜にでも始める？」

　私の言葉に、彼はハッと息を吞む。

「いえ、でも、お仕事の後で、お疲つかれでは……？」

「大丈夫だよ。君が疲れていなければ、今夜からでも」

「僕は疲れてなんかいません！　絵なら、何日でも描いていられますし！」

　彼は慌てたように言い、それからふわりと頰を染める。

「あ、すみません。もちろんそんなに長時間モデルにするつもりはありませんから」

「それなら、食事が終わったら、コーヒーを飲まずにすぐに屋や敷しきに向かおう。デザートはデッサンを終えてからだ。……どう？」

　私の提案に彼は大きくうなずく。

「あなたはコーヒーを飲んでいてくださってもいいです。……っていうか、そういう絵も素す敵てきかもしれません」

　そして、うっとりとため息をつく。

「ああ……すごく楽しみになってきました」




　　　　◆




「……すごい……」

　部屋に入った景が、部屋の中を見回しながら呆然と呟く。

「……なんて素敵な部屋なんでしょう……」

　屋敷に着いた後、私と景は喫きつ煙えん室に来ていた。喫煙室とはいえ、私は煙草たばこを吸わないし、パーティーの時には喫煙者のためにはもっと広い部屋を用意するので、ここはもう何十年も禁きん煙えんになっていて煙草の臭においは一いつ切さいしない。

　たいがいの屋敷では、喫煙室はパーティー中の男性が抜ぬけ出し、密談をするために使われる。そのために主の趣味に合った凝こった造りにするのが通例だ。

　この部屋は一辺が五メートルほどの八角形で、精せい緻ちなフレスコ画が描えがかれたヴォールド天てん井じようを、彫ちよう刻こくが施ほどこされた木材の柱が支えている。床ゆかはラピスラズリのように濃こいブルーの細かいタイルで覆おおわれ、どこかオリエンタルな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。壁かべは白い漆しつ喰くいで塗ぬられ、一切窓がない。天井から下げられたシンプルなシャンデリアが唯ゆい一いつの明かりだ。

　喫煙室は大食堂とドアで繫つながっている場合が多いが、この部屋は庭のバラ園の中に建つ独立した建物。石造りの壁は厚く、どんな密談をしても外に聞かれる恐おそれはない。

　壁の一辺に、分厚い木材で造られ、ディ・ロレンツィ家の紋もん章しようが彫ほりこまれた両開きのドアがある。ドアの反対側の壁には、大理石で造られた背の高い暖だん炉ろがある。暖炉の前には分厚い毛皮が何枚も敷しかれ、クッションが置いてある。執事に電話で連れん絡らくをしてあったので、暖炉には火が入れられ、部屋の中は暑いくらいだ。

　部屋の周囲、壁を背にするようにして、特注のソファがぐるりと設置してある。アンティークだがスプリングと布地を折々に換えさせているので座り心ごこ地ちは悪くない。

　部屋の真ん中には絵を飾かざるために使われていたイーゼルが運ばれ、ベルベットが張られたダイニング用の椅い子すが、イーゼルの前と少し離はなれた場所に向かい合っている。それぞれの椅子のそばには小さなサイドテーブルが置かれ、保温用のカバーが被かぶせられたシルバーのポットとマイセンのコーヒー用のカップがある。

「私がいつも読書に使っている場所だし、ここなら外から見えないので落ち着いて描けるかと思ったのだが……もっとシンプルな部屋の方がいいかな？」

　私が言うと、彼はかぶりを振る。

「いいえ、すごく素敵なので、ぜひここで描かせてください」

　また周囲を見回しながら、うっとりとした口調で言う。

「いつもお使いの部屋なんですね。そのせいかあなたのイメージとすごく合っていて、インスピレーションがどんどん湧いてくるみたいなんです」

「それはよかった」

　私は言ってコートを脱ぬぎ、ドアの脇わきに設置されたフックにそれを掛かける。

「君も、コートを。暑いだろう？」

　言うと、景は慌てて荷物を椅子に置き、コートを脱ぐ。私はそれを受け取って、フックに掛けてやる。

「先にコーヒーにする？　執しつ事じが気を利きかせてくれたようだが」

「あなたはどうぞ。僕は後で大丈夫です」

　景はすでに夢中の様子で言い、椅子に置いたカルトンの紐ひもを慌てて解いている。彼がカルトンを勢いよく開いた拍ひよう子しに、中に挟はさんであった木炭紙が数枚、ふわりと床に落ちる。

「うわ、すみません！」

　景は慌てて床に膝ひざをついて、木炭紙を拾う。私は足元に滑すべってきた一枚を拾い上げ、それを彼に渡わたそうとしてさりげなく裏返して……。

　……これは……。

　そこに描かれていたものを見てドキリとする。

　木炭紙には、フルヌードの男性像が描かれていた。彼は椅子に座っていて、それを斜ななめ右側から描いている。男性が脚あしを組んでいるので性器は見えてはいないが、ギリギリの場所まで描きだされていてとてもリアルだ。

　スピード感のある若々しい筆ひつ致ちだが、人体に対する正確な知識に則のつとって描かれているために、筋肉のつき方や骨格だけでなく、彼の背の高さやそれとはどこかアンバランスな女性的な身体からだつき、それだけでなく神経質な性格や不ふ機き嫌げんな雰囲気までが伝わってくる。

　背景はほとんど描かれていないが、どこかの密室ではなく広い部屋であることが解わかる。静かな緊きん張ちように満ちた雰囲気は、きっと学校のアトリエだろう。生徒達が木炭を走らせる微かすかな音、紙や画材の匂においまでが伝わってきそうな……見事なデッサンだった。

「これは、大学の課題で描いたもの？」

　私が聞くと、床を這はいながら紙を拾っていた景が顔を上げる。

「あ、はい。さっきまでデッサンの授業で描いていたものです」

　彼は立ち上がってそれを受け取り、拾った木炭紙と束ねてカルトンの上に置く。平然としている様子からして、フルヌードの男性を見慣れているのだろう。

　……もちろん、課題で見慣れただけだと思うが……。

　私は、なぜか胸むな騒さわぎがするのを感じる。出会って時間を過ごしていると、景がどんなに純情かが伝わってくる。しかし、彼の美しさと醸かもし出す不思議な色気は、圧あつ倒とう的な強さで男を引き寄せる。昨夜一いつ緒しよに風呂ふろに入ったのはもちろんいやらしい意図があってのことではなかったが……彼の恥はじらう様子に怖こわいほど獰どう猛もうな気持ちになったのは事実。

　……もしも、あの恥じらいが作さく為い的なものだとしたら……彼は本物の魔ま性しようだ。

　アームストロングが言っていた、彼は細小路の愛人なのではないか、という意味の言葉がふいに脳のう裏りをよぎる。細小路がただの保護者だという景の言葉には噓うそがないと思う。だが、自分がゲイではないとは彼は一言も言っていない。恋人がいないとも。

　……もしも、細小路ではなく、別の男の裸はだかを見慣れているとしたら……？

「お待たせしてすみませんでした。新しい木炭紙をセットしたので……」

　カルトンに白い紙をクリップで留めていた景がそれをイーゼルにセットしながら言い、私の方を振ふり返る。

「あっ！」

　いきなり驚おどろいたように声を上げて私のところに駆かけ寄ってくると、私の手を握にぎる。ドキリとしている間に、私の指がそっと開かれる。彼の手が真しん珠じゆのように白く、艶のある爪と華きや奢しやな指が見とれるほど美しいことに気づいてさらに鼓こ動どうが速くなる。

「ごめんなさい。フィキサチーフを忘れました」

　言って、私の手を握ったまま、潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。私はその言葉の意味が解らずに、呆ぼう然ぜんと彼を見下ろす。

「何を忘れたって？」

　私が聞くと、彼はハッとしたように、

「すみません、解りませんね。フィキサチーフというのは定着剤ざいのことです。それをスプレーしないと木炭の粉が固まらなくて……」

　彼は言いながら、私の指先に触ふれる。よく見ると、私の指先は微かに黒くなっている。

「触さわると指が汚よごれちゃうんです。カルトンの内側にも粉が付いてたみたいで……本当にすみません」

　彼は言いながらポケットからハンカチを取り出し、それで私の指をそっと拭ぬぐう。

「あなたの綺き麗れいな指が、僕のせいで汚れちゃうなんて……」

　伏ふせられた睫まつ毛げは長く、呟つぶやくように言われた声は微かにかすれてとても色っぽい。

「後で洗うから大だい丈じよう夫ぶだ。それよりハンカチが汚れてしまっただろう？」

　彼の綺き麗れい好きな性格を示すように、そのハンカチは綺麗に畳たたまれ、きちんとアイロンがかかっていた。

「大丈夫です。ハンカチは洗えば……」

　彼は言いながら目を上げ、驚いたように目を見開く。私がとても至し近きん距きよ離りにいて、自分がその手を握り締しめていることに気づいたのだろう。

「……あ、すみません……」

　彼の目元がふわりとバラ色に染まる。

　……フルヌードの男をあんなにリアルに描けるのに、私の手を握っただけでこんな反応を見せるなんて。

　私の中に、好こう奇き心しんと、そして嗜し虐ぎやく的てきな気持ちが湧わき上がってくる。

「もしかして、私も服を着ていない方がいいのかな？　裸の方が、骨格や筋肉が解りやすいのでは？」

「そうですね。人体デッサンはたいがいヌードですし、服は資料を調べてから現代風でないものをアレンジしようかとも考えていますので」

　絵の話になった瞬しゆん間かん、彼は鋭するどい芸術家の目になった。私の言葉に大きくうなずき、しかし少しだけ心配そうな顔になる。

「でも、あなたはプロのモデルさんではありません。抵てい抗こうがあるのなら服を着ていても……」

「大丈夫だよ。週に三度は泳いでいる。全裸も水着もたいして変わらない」

　私は言い、スーツの上着を脱ぐ。彼が恥ずかしそうな顔をするかと思うが……彼はとても真面目まじめな顔のまま、

「ありがとうございます。脱いでいただければすごく助かります。……あ、コーヒー、用意しますね。お砂糖とミルクは？」

　彼は私に背を向けて、さっきとは別人のようなてきぱきとした口調で言う。

「ブラックのままでいい。君も喉のどが渇かわいたら自由に飲んでくれ」

「ありがとうございます」

　彼の反応を見ようとして言っただけなのだが、こうなると後には引けない。私は自分に呆あきれながら靴くつと靴下を脱ぎ、ネクタイを外してワイシャツを脱ぐ。見せて惜おしいほどのものでもない、と思いながらスラックスと下着を脱ぎ捨てる。

「コーヒーです。寒くはないですか？」

　近づいてきた景が、全ぜん裸らになった私にコーヒーの入ったカップを渡してくれる。

「大丈夫。暑いくらいだ」

　言うと、彼はうなずいて、

「もし寒くなったり疲つかれたりしたら、無理をなさらずにすぐに言ってください。モデルをするのはとても大変な作業だと思うので」

　言いながら踵きびすを返し、イーゼルの前に置かれた椅い子すに座る。鞄かばんからいろいろな道具を取り出し、それをイーゼルの台に並べている。

「コーヒーを飲んで落ち着かれたら、そこに立っていただけますか？」

　彼が示したのは、部屋の真ん中にある椅子の脇わきだった。私はコーヒーを一口飲んでから、カップをサイドテーブルに戻もどす。彼が示したように立ちながら、

「どう立てばいいのか解らない。意外に難しいんだな」

「でしたら、椅子の背に手をかけて立っていただけますか？　立ちやすいようにどちらかの足に体重を移動していただけると、自然に美しいポーズになります」

　彼に言われて椅子の背に手を置く。片方の足に体重を掛かけて立つと、彼は私の全身をじっくりと見つめる。それから賞賛の響ひびきを滲にじませた声で言う。

「あなたは、本当に美しい男性です。モデルとして、完かん璧ぺきです」

　そして次の瞬間、迷いのない速い筆致で木炭を動かし始める。　>>>♥

　凹おう凸とつのある木炭紙と柔やわらかな木炭が擦こすれ、サッ、サッという軽い音を立てる。それが薪まきの燃える音と重なって不思議と落ち着く。

「これは下絵のさらに下絵という段階です。身体の向きを変えなければ、普ふ通つうに話していただいて大丈夫ですよ」

　彼が言う。少し呆然とした口調なのは、本気で描かくことに集中しているのだろう。

「プロのモデルでない相手をこうやって描くのは、よくあること？」

　私の問いに、彼は画面に目をやったままでうなずく。

「それは……はい。機会がある限り。すべてはモチーフですから」

　彼の平然とした口調に、なぜか胸がずきりと痛む。

「ミスター細小路が、君の絵のモデルになってくれたことは？」

「小さい頃ころ、家を訪ねてきてくれたので、その時は遊びで。今回、ロマーノ美術大学の編入試験を受ける前も、何度かモデルをしていただきました。一日描かないと二日分は腕うでが鈍にぶります。楽器と似ていますね」

　彼は無感情な声で言いながら手を動かし、私と画面に視線を往復させている。

　……細小路のことも、こうしてフルヌードにしたのだろうか？

　考えたら、さらに胸が痛む。

　……そんなことをさせられたら、誤解されても仕方がない。景は親代わりのように慕したっているようだが、細小路の方は本当にそれだけだろうか……？

「できました。動いてくださって大丈夫ですよ」

　彼の言葉に、私は少し驚く。

「とても速いんだな」

「毎日の日課のようなものですから。後で見比べてみて、いいと思ったポーズをもう一度お願いするかもしれませんが。……じゃあ、次は座っていただけますか？」

　彼に言われて、私は椅子に座って脚あしを組む。

「これでもいい？」

「オッケーです。とても優ゆう雅がだ。さすがです」

　彼は言って素す早ばやい筆ひつ致ちで私をデッサンし、また指示を与あたえる。私は部屋の中を移動しながら一時間ほどさまざまなポーズを取った。

「ああ……長い時間、本当にすみませんでした」

　ふと手を止めた景が、我に返ったように言う。たった一時間で、彼は全部で六枚のデッサンを描き上げていた。ラフだとしてもかなりのスピードだろう。

「これくらいにしましょう。大丈夫ですか？」

　彼が心配そうな顔で言って立ち上がり、私が床ゆかに脱ぬぎ捨てていた服を集めている。

「服を着てください。寒いでしょう？」

　彼は言いながら、私の肩かたにワイシャツを着せかける。

「大丈夫だよ。絵を見せてもらってもいい？」

　私は、ワイシャツに袖そでを通しながら言う。

「もちろんです。……まだまだ未熟なので少し恥はずかしいですが」

　さっきまであんなに自信に溢あふれた芸術家の顔をしていたのに、描き終えた途と端たん、こんなふうにふわりと恥ずかしげに頰ほおを染める。

　……ああ、本当に、なんて子だろう？

　私は手早く下着とスラックスを身に着け、ワイシャツを羽織っただけで床を踏ふんで歩く。できるだけ身動きをしないというのは意外に筋力を使うらしく、身体からだは心ここ地ちいい疲ひ労ろう感かんに包まれている。ひんやりとした床の感かん触しよくが、裸足はだしに心地いい。

　景は描き終えた木炭紙をカルトンから外し、それを床の上に並べていく。

「これが一枚目、これが二枚目……」

　私は少し離はなれた場所に立ってそれを見下ろし……その美しさにしばし呆ぼう然ぜんとする。

　描かれているのはたしかに私だが、同時に別人のようだ。

　そこにいる男は完璧な体型と彫刻のような顔立ちを持ち、そして威い厳げんに満ちて美しかった。堂々と前を向いたところはまるで世界を統すべる王のよう。一糸まとわぬ裸はだかにもかかわらず、どんなに着き飾かざっても敵かなわないだろうと思わせる圧あつ倒とう的な美び麗れいさだ。

「すごいな」

　私が陶とう然ぜんとしながら言うと、彼は深くうなずく。

「そうですね。あなたは骨格が逞たくましいだけでなく、本当に美しい筋肉のつき方をしています。……水泳をやっているって、さっきおっしゃってましたよね」

　彼はデッサンに見とれながら言う。

「いいなあ。逞しいのってすごく憧あこがれるんですが、僕、泳げないんです」

「屋や敷しきの地下にプールがある。よかったら、教えてあげようか？　次のデッサンの後にでも」

「えっ？」

　彼は驚おどろいたように私を見上げてくる。彼が一人の芸術家から、急に素すに戻ったのが解わかる。

「あ、ええと……モデルになっていただいたうえに、そんなご迷めい惑わくまでかけたら……」

「門限があって、遅おそくなるとミスター細小路に叱しかられるのかな？　デッサンを終えたら早く帰りたい？」

　私が言うと、彼はかぶりを振ふる。

「細小路さんはお仕事で、夜中まで帰りません」

「それなら、オーケー？」

　私が言うと、彼はクスリと笑ってうなずく。私は、

「ああ、それから……私が褒ほめたのは、自分の身体ではなくて君の技術のことだよ」

　言うと彼はふわりと頰を染めて、

「ありがとうございます。気を遣っていただいてしまって。でも……」

　彼はデッサンを見下ろし、またとても強い目をする。

「……あなたを描いている間、自分が少しだけ上手になれたような気がしました」

「それはとても光栄な言葉だ。君はとても才能がある人のようだから」

　私が言うと、彼は驚いたような顔をする。

「僕が……ですか？」

「私は無ぶ粋すいな男で、芸術品は鑑かん賞しようしたり蒐しゆう集しゆうしたりすることだけしかできない。だが、見る目は少しはあるつもりだ」

　彼は目を見開いたまま、私を真っ直すぐに見つめる。私は彼を見つめ返しながら言う。

「君は才能がある。きっと将来、世界に名前を知られる画家になるだろう。そんな君に描いてもらえて、とても光栄だ」

「……あ……」

　彼は小さく声を上げ、それからふわりと目を潤うるませる。

「……ありがとうございます。なんだか……」

　彼は声を詰つまらせ、そしてふいに涙なみだを溢れさせる。

「……すごく、感動してしまいました」

　私が両りよう腕うでを伸のばすと、彼は素す直なおに私に近づき、私の胸に額をそっと押し付ける。ワイシャツを開いたままのむき出しの皮ひ膚ふに、彼の滑なめらかな肌はだが当たっている。そのふわりとした体温に、甘く胸が痛み、鼓こ動どうが速くなる。

「いい子だ。素直に泣けるようになったのは、とてもいい傾けい向こうだよ」

　私は左手で彼を抱だき締しめ、右手でその艶つややかな髪かみをそっと撫なでる。

「落ち着くまでこうしていよう」

「……あなたみたいな人に出会えて、僕は本当に幸運な人間です」

　彼の囁ささやきが、肌を直接あたためる。

「……しかも、あなたの絵が描けるなんて……」

「時間が合う限り、モデルを務めるよ。……明日は？」

　私が言うと、彼は驚いたように顔を上げる。長い睫まつ毛げに涙の粒つぶが宿り、それがシャンデリアの明かりでキラキラと煌きらめいて……とても美しい。

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？　お忙いそがしいのでは？」

「私の秘書は堅かた物ぶつだが、私が仕事以外のことをすることは歓かん迎げいしているらしい。できるだけ協力してくれるだろう。……というわけで、私は明日は五時に会社を出る。君は？」

「明日は午後が学科で、五時まで講義があります。モデルさんを描くなら、その後でアトリエに行かなくてはいけなかったのですが……」

「君のモデルは私だろう？」

　私が言うと、彼はクスリと笑う。

「はい」

　その笑え顔がおが子供のように無む邪じや気きに見えて、また私の心が甘く痛む。

　……私はこの、美しく、才能に溢れ、しかもとても無む垢くな青年がとても好きになっている。それはきっと年下の友人に対する好意でしかないはずなのだが……なぜか……。

　私は手を伸ばし、彼の華きや奢しやな顎あごをそっと指先で持ち上げる。驚いた顔をする彼にゆっくりと顔を近づけ……。

　……いけない……。

　唇くちびるが触ふれるほんの一ミリ手前で、私は動きを止める。

　もしも彼を遊びの恋こいの対象と見ていたとしたら、私は迷わずにキスを奪うばっていたと思う。それほど、私は彼の唇が欲しかった。しかし……。

　……彼は、気軽に自分のものにしていいような人ではない……。

　私は自分に言い聞かせ、そして涙を宿した彼の睫毛にそっとキスをする。

「……あ……」

　彼が小さく声を上げ、身体を震ふるわせる。そんな小さな仕草にまで、胸が熱くなる。

　……ああ、本当にどうしたんだろう、私は？







　　　　芳野景







「いつも、この部屋で本を読んだりしてくつろいでいらっしゃるんですよね？」

　僕は、スケッチブックに鉛えん筆ぴつを走らせながら言う。

　ここはロレンツィさんのお屋敷。その中にある、とても美しい喫きつ煙えん室。優ゆう雅がで豪ごう奢しやなここは彼の雰ふん囲い気きに本当に合っていて、インスピレーションがどんどん湧わいてくる。僕はたくさんのデッサンを描かき、今日は木炭ではなくて鉛筆デッサンを始めた。そろそろ構図を決めて油ゆ彩さいの下書きになるものを仕上げたかったから。

　昨日に引き続き、彼はすべてを脱ぬぎ捨てて裸はだかになってくれた。隅すみ々ずみまでが美しい彼の身体からだは本当に彫ちよう刻こくみたいで……僕は夢中になってデッサンを描き続けている。

「どこの椅い子すで、どうやって読んでいらっしゃるんですか？」

　僕の問いに、暖だん炉ろの脇わきに立っていた彼がクスリと笑う。

「椅子になど座らない。暖炉の前に寝ね転ころがっている。それではモデルにならないのでは？」

　……寝転がっている……？

　僕はそれを想像し、鼓動が速くなるのを感じる。

　……それって、すごく斬ざん新しんな構図では……？

「あの、やってみていただけませんか？　もしかしたら、すごくいいかもしれません」

「本当に？　ただだらしないだけのような気もするが」

　彼は言って、暖炉の上に置いてあった本を取る。革かわの装そう丁ていがされた立派な本で、きっと価値のあるものだろう。彼はそれを持って暖炉の前の毛皮の上に横向きに寝転がる。栞しおりを抜ぬき、本を読み始める。

　……あ……。

　僕の中で、何かの光が煌めいた気がした。

　毛皮の上に寝転がった彼は、まるで優雅なライオンのようだった。そんな格好なのに圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんがあって……そして比類なく美しく……。

　僕の手が勝手に動いて、彼の姿を画用紙の上に写しとる。僕は、今見ている光景を少しも逃のがしたくなかった。夢中でデッサンを続け……。

　……できた……。

　目の前のスケッチブックには、油彩の下絵にできるほど詳しよう細さいなデッサンが出来上がっていた。豪奢な部屋の様子も、優雅で自由な雰囲気の彼の様子も、詳細に描けたと思う。

　……どうしよう、すごく、いい……。

　僕の中に、何かとても熱い感情が湧き上がってくる。創作をしている時、これに似た感情は何度か感じたことがある。だけど今夜ほど激しく感じたことはなかった。それは、熱くて、甘くて、どこか痛くて……まるで、恋でもしているかのような……。

　……あ……っ。

　ズクン、と脚あしの間が甘く疼うずいて、僕はとても驚おどろいてしまう。全身を駆かけ抜けるのは、不思議な電流。僕は思わず身体を震わせ……そしていつもとはまったく違ちがってしまったような自分の身体を見下ろして……。

　……噓うそ……。

　彼が寒くないように、暖炉にはたくさん薪まきを入れて火を強くしてあった。部屋の中は暑いほどで、僕は上着を脱いで綿シャツとスラックスという格好になっていた。その、スラックスの股こ間かんを、下からしっかりと押し上げているものがある。

　……僕……勃たっちゃってる……？

　自覚したら、何かが暴走してしまったみたいで、見ている景色までが変わってしまう。さっきまでは美しいモチーフでしかなかった彼の全ぜん裸らが、急にとてもセクシャルなものに感じられて、正視できなくなる。なのに、彼の身体の様子は隅々までが目に焼きついて……。

　……どうしよう……身体が……。

　一昨日、彼と一いつ緒しよにお風呂ふろに入ったことまで明確に思い出す。自分の肌はだに押し付けられていた、熱い彼の身体。僕の硬かたくなった乳ち首くびが、彼の濡ぬれた肌に擦こすれて……。

　……身体が、おかしい……。

　シャツの下で、乳首がキュウッと硬くなるのを感じる。それだけで感じてしまって、下着の中で、僕の屹きつ立りつが、ズキン、と熱く疼いた。先せん端たんから先走りの蜜みつが溢あふれて、下着を濡らすのが解わかる。

「……あ……」

　僕の唇から、ため息のような声が漏もれた。

「どうかした？」

　彼が本から目を上げ、不思議そうな顔で僕を見る。

「……すみません、なんでもありません……」

　言いながら慌あわてて脚の間を隠かくすけれど……彼はとても驚いた顔で、僕のそこを見ていた。きっと、激しく勃ぼつ起きしていることに気づかれたんだろう。

「景、もしかして、君は……」

「ごめんなさい。あなたは純じゆん粋すいな気持ちで協力してくださっただけなのに」

　僕は泣きそうになりながら、彼に必死で謝る。

「普ふ通つうにデッサンをしていただけなのに、仕上がった瞬しゆん間かんに急に身体がおかしくなってしまって。ずっとこういうのを我が慢まんしてたので、何かのスイッチが入ってしまったみたいで……」

　彼が本を置いて、ふいに立ち上がる。少し怒おこったような顔で近づいてくる彼を見て、僕は本気で泣きそうになる。

「すみません。すごく不ふ愉ゆ快かいですよね？　僕、すぐに帰りますから……」

　彼が手を伸のばし、僕の腕うでをそっと摑つかむ。

「立って」

　静かに命令されて、僕の身体が勝手に言うことを聞いてしまう。よろけながら立ち上がった僕の肩かたを抱だき、彼が壁際のソファに向かって歩きだす。呆ぼう然ぜんとしている間に、僕はソファの上に押し倒たおされていた。

「……あ……」

　わけが解らず、混乱しながら見上げると、彼は本当の肉にく食しよく獣じゆうみたいに獰どう猛もうな顔をしていた。煌きらめく瞳ひとみが美しくて、こんな時なのに見とれてしまう。

「私の裸をスケッチしながら、感じていたんだね？」

　静かな声で聞かれて、僕はごまかすことができなくなる。

「……ごめんなさい……」

「それは、私に発情したということ？」

「……解りません……身体が、勝手に……」

　視界がふいに曇くもって、目め尻じりから涙なみだが一筋零こぼれ落ちる。

「……本当にごめんなさい……僕、もう帰ります……」

「こんな身体で、ミスター細小路のところに帰れる？」

　彼の手が上がり、僕のシャツの胸に当てられる。薄うすい胸をそっと揉もまれて、僕の腰こしがびくりと跳はね上がる。

「……ンッ……」

　彼の手のひらが尖とがった乳首に当たっていて……それだけで、イキそうなほど感じてしまったんだ。

「彼は恋こい人びとではなく、保護者なんだろう？　そんな彼の目に、こんなに熱くなった身体をさらせるのか？」

　彼が言いながら、僕の身体の上に手を滑すべらせる。彼の手のひらは鳩尾みぞおちから臍へその上を通り、そして……。

「……ンンッ！」

　彼の手が、スラックスの布地ごと僕の屹立を握にぎり締しめた。

「いけない子だな。男の裸を見て、こんなに硬くするなんて」

　彼が囁ささやき、屹立を握り締めた手をゆっくりと上下させる。生まれて初めて他人に触ふれられる感覚はとんでもなく刺し激げき的で……僕は……。

「……ア……ッ！」

　激しい快感に目の前がいきなり白くなり、僕は思わず声を上げた。溢れ出した先走りの蜜で、下着が熱く濡れるのが解る。

「このままでは、服を汚よごしてしまうよ。どうする？」

　彼が、僕の顔を見つめながら言う。彼の顔はまるで怒ってるみたいに厳しくて、なのにその声は低くてとんでもなくセクシー。見上げているだけで、何も考えられなくなる。

「……僕……どうすれば……」

　泣きながら囁くと、彼はそっと顔を下ろし、そして……。

「……ん……」

　彼の唇くちびるが、僕の唇にそっと重なってくる。

　……キス……？

　僕はとっさに目を閉じ、そして呆然と思う。

　……僕、ロレンツィさんにキスされてる……？

　彼の舌が、僕の唇の形をゆっくりとなぞる。くすぐったいような快感に、彼の手の中の屹立が、ビクビクッと反応してしまう。

「……んん……っ」

　先走りの蜜がさらに溢れて、下着と屹立がヌルリと擦れる。彼の親指が、それをたしかめるように僕の先端をクリッと刺激してくる。

「……んんーっ！」

　僕の腰がびくりと跳ね上がる。

「屹立が反応している。私の手に、そんなに感じる？」

　唇を触れさせたまま囁かれ、僕は泣きながらうなずく。

「……はい……ごめんなさい……僕……」

「謝らなくていい。……私が、どうすればいいのか教えてあげようか？」

　唇に触れてくる、彼のあたたかく湿しめった囁き。それがとてもセクシーで、もう何も考えられない。

「……教えてください……僕、どうすれば……？」

「力を抜ぬいて。私の言うとおりにすればいい。……できる？」

　彼に囁かれ、僕は必死でうなずく。

「……はい……」

「いい子だ。……シャツのボタンを外して。全部だ」

　彼の囁きに、僕は戸と惑まどう。彼は小さく笑って、

「私のことはあっさり全裸にさせたくせに、自分の時は恥はずかしい？」

「……恥ずかしい……です」

　僕はうなずくけれど……彼は微笑ほほえんだまま、

「でも、ダメだよ。……ボタンをすべて外して、君の身体からだを見せて」

　僕はまるで操あやつられるようにして、シャツのボタンを外す。肌の上をシャツの布地が滑すべり、僕の右側の胸が露あらわになる。彼の視線を胸に感じて、そこだけ熱くなったみたい。

　……ああ、どうしよう……？

　僕は、速い鼓こ動どうを感じながら思う。

　……見つめられているだけで、ドキドキが止まらない……。

「本当に綺き麗れいな身体をしているんだな。キスをしてもいい？」

　囁かれて、僕の乳首がツキンと痛む。

「……僕……なんて答えれば……」

「はい、と言えばいいんだ。……言えるね？」

　セクシーな声で聞かれて、僕はそっと目を閉じて答える。

「……はい……あっ！」

　乳首に、柔やわらかい彼の唇を感じる。その瞬間、僕の身体を鋭するどい快感が駆かけ上がって……。

「……くう……っ！」

　僕の身体が反り返り、屹きつ立りつがビクビクと切なく震ふるえる。

「……もう……我慢できません……」　>>>♥

　僕は必死で射精をこらえ、彼に懇こん願がんする。彼はうなずいて僕のスラックスの前立てのボタンを外し、ファスナーをゆっくりと下ろす。

「……あ……っ」

　下着とスラックスが引き下ろされ、僕の屹立がプルンと弾はじけ出る。先走りの蜜みつが肌はだの上に振ふり零され、僕は自分がどんなに濡ぬらしてしまっていたかを思い知る。

「下着がもうヌルヌルだ。このままではとても帰れないだろうな」

　彼が囁いて、僕の首筋にそっとキスをする。

「安心して。私に任せれば大だい丈じよう夫ぶだよ」

　彼が囁き、首筋にキスを繰くり返しながら僕の屹立をゆっくりと扱しごき上げる。

「……あ……あ……もう……っ」

　それだけでイキそうになり、僕は彼の二の腕うでを摑つかんで必死でこらえる。

「もう少し我が慢まんだ。せっかくなら、きちんとイッた方がいい」

　彼が囁いて、僕の乳ち首くびにキスをする。チュッと音を立てて吸い上げながら、僕の屹立を強く扱き上げて……。

「アアーッ！」

　目の前が白くなるような快感。僕の先せん端たんから、ビュクビュクッと恥ずかしいほどの量の白はく濁だくが迸ほとばしった。恥ずかしさと快感に、僕の目から涙が溢あふれた。

　……ああ……彼にこんなところを見られてしまうなんて……。







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







　リムジンが、ゆっくりとホテルの敷しき地ち内に入っていく。力を失ってくったりと私によりかかっていた景がゆっくりと目を開き、どこにいるかに気づいて慌あわてたように身を起こす。

「大丈夫？」

　私の問いに、緊きん張ちようした顔でうなずく。

「……大丈夫です」

「私はどうやら、君を愛してしまったようだ」

　彼はとても驚おどろいた顔をし……それからフワリと頰ほおを染めて目を伏ふせる。

「僕も……あなたのこと、とても好きです……」

「愛しているとは言ってくれないのか？」

　私が囁くと、彼は目を伏せたままでしばらく考え、さらに頰を染めながら小さな声で囁く。

「僕はまだまだ子供で、愛とか、恋こいとか、まだよく解りません。でも……」

　彼はふいに目を上げ、潤うるんだ瞳ひとみで私を見つめる。

「……この甘くて熱い気持ちが恋だというのなら、僕はあなたに恋をしています」

　私は彼の頰を両手で包み込み、その唇にそっとキスをする。

「ミスター細小路に、会わせてくれないか？　君との交際を許して欲しいと、きちんと頼たのみたい。……できれば、今夜にも」

　景はどこかつらそうな顔になり、少し考える。

「細小路さんは、あなたはゲイではないと断言していました。だから安心していると。いきなりあなたからそんな言葉を聞いたら、大きなショックを受けるかもしれません」

　彼は言い……それから何かを決めたような顔になる。

「まずは、僕からきちんと話してみます。あなたのことを好きになったこと、そして真面目まじめにお付き合いをしたいこと」

　リムジンが車寄せに滑すべり込み、ドアマンが近寄ってくる。

「ありがとうございました。おやすみなさい」

　彼がそう言ったところで、外側からドアが開かれた。彼は車を降り、ロビーに入っていく。

　……大丈夫だろうか……？

　私は彼の後ろ姿を見ながら、なぜかとても不安な気持ちになっていた。

　その後であんなことが起こることを、漠ばく然ぜんと予感していたのかもしれない。







　　　　芳野景







　僕は渡わたされているカードキーで、部屋のドアのロックを解除する。執しつ事じさんを始めとする使用人さん達はみんな高こう齢れいで、十一時には寝ねてしまう。だから、リビングの明かりは消えているはずなんだけど……。

　廊ろう下かの突つき当たりにあるドアが開き、明かりが漏もれていることに気づいてギクリとする。

　……細小路さんが、帰ってきてる……？

　腕うで時ど計けいを見ると、時間は十二時。細小路さんは今日も一時頃ごろまで帰ってこないだろうと思っていたから、彼が戻もどるまでに心を決めなくちゃと思っていて……。

　緊張に、鼓こ動どうが速くなる。僕は急に息苦しさを感じて一番上まで留めていたボタンを一つ外す。

　……僕は、彼を説得できるんだろうか？　でも……。

　ロレンツィさんの優やさしい声、そして甘いキスを思い出す。

　……僕は、彼を愛していることに気づいてしまった。だからもう、後あと戻もどりはできない。

　深呼吸をしてから廊下を歩き、そっとリビングへのドアを開く。窓を向いたソファに細小路さんが座っていて、その後頭部が見える。彼の前のローテーブルには、ほとんど空になったシャンパンの瓶びんと、グラスが置かれている。

「……ただいま帰りました……」

　僕は小さな声で言うけれど、細小路さんは振り返らない。もしかして酔よって居い眠ねむりをしてるのかな、と思うけれど……。

「景くん」

　冷静な声で呼ばれて、僕はギクリとする。彼はふいに振り返って、僕の顔を見つめる。

「別に門限を設けているわけではない。普ふ通つうに入ってくればいいだろう？」

　鋭するどい声で聞かれて、僕はさらに緊張が高まるのを感じる。

「……すみません……」

「どうして謝るんだ？　荷物を置いて、そこに座りなさい」

　ソファを示されて、僕は荷物を床ゆかに置く。そしてソファを回り込み、彼から角を挟はさんだいつもの場所ではなく、彼の向かい側のソファに座る。

「昨夜とはまったく違ちがう顔をしている。何か、私に言うことがあるようだね」

　細小路さんが僕を真っ直すぐに見つめて言い……それからふいに驚いたように目を開く。

「それは……？」

　彼が僕の首筋を見つめていたことに気づき、僕は慌ててそこを押さえる。

「赤くなっている。まるで、キスマークのような……」

　愕がく然ぜんとした顔で言われて、僕は真っ赤になる。

　……さっき、僕を愛あい撫ぶしながら彼はここに何度もキスをした。もしかして、その時に？

　細小路さんは信じられないという顔で僕を見つめながら言う。

「……ミスター・ロレンツィに、何かされたのか？」

　その言葉に、僕はぎくりと身を震ふるわせてしまう。

「何かされたんだな？　景くん、きちんと言いなさい！」

　細小路さんの初めて聞くような強い口調に、僕はますます緊張してしまう。

　……落ち着け。きちんと話をしなきゃ。

「ミスター・ロレンツィはとても素す敵てきで、親切で、だから僕は……」

　僕は必死で言葉を絞しぼり出す。

「……彼のことを、好きになってしまったみたいなんです」

「では、どうしてそんな後ろめたそうな顔をしているんだ？　何かされたんだろう？　キスマークがつくようなことを！」

　強い口調で言われて、僕は言葉が出せなくなる。

「何をされたんだ、景くん？　襲おそわれたのか？」

「違います！」

　僕は必死で彼の顔を見つめて言う。

「彼も、僕を好きだと言ってくれました！　真しん剣けんに交際をしようと！　今日も、きちんと話をしてくれると言ってくれたんですが、僕が……」

「出会って、たった数日だろう？　君は騙だまされているんだ、景くん！」

　細小路さんの口から出たひどい言葉に、僕が愕然とする。

「彼を信用した私がバカだった！　君にひどいことをするなんて、絶対に許さない！」

「ひどいことなんかされていません！　僕が、彼にモデルを頼たのんだから……」

「モデル？」

　細小路さんがいぶかしげな顔で言う。

「彼をモデルにして、絵を描かいたのか？　見せてみなさい」

　厳しい声で言われて、僕は断れなくなる。ヌードを見たらもしかしたら誤解されるかもしれないけれど、少なくとも僕はあれを描かきながら、やましい気持ちなんか少しも持っていなかった。僕はロレンツィさんを美しい芸術品だと思いながら描いていたし……。

　僕はスケッチブックを持ってソファに戻り、それを細小路さんに渡す。彼はそのページをめくっていき、今日描いたロレンツィさんの絵を見てスッと顔色をなくす。

「ヌードを描いたのか？　あの男の？　しかもフルヌードだ」

　彼は愕然とした顔で言う。

「私がモデルになる時、冗じよう談だんで『服を脱ぬごうか？』と言ったら笑っていたじゃないか。『プロのモデルさん以外にそんなことさせられません』と……なのに……」

「課題で、人物像を描かなくてはいけなかったんです。服は別のものを描く予定なので、体つきを見せてもらっただけです。彼も協力すると言ってくれましたし……」

「そんなことはどうでもいい！　要するに、全ぜん裸らのあの男と二人きりで何時間も過ごしたんだな？　そしてキスマークをつけられた！　まさか……無理やり最後までされたのか？」

「最後まではしてません！　それに無理やりなんかじゃ……」

　僕は必死で言うけれど、細小路さんの激げき昂こうは収まらなかった。

「ということは、その手前まで無理やりされたんだな？　君はあの男に騙されたんだ！　ロレンツィめ、可愛かわいい私の景くんになんてことを……！」

「違います！　彼は僕に愛していると言ってくれました！　僕は騙されてなんか……」

「まだ若い君には解らないんだ！　ゲイというだけで、世間からは差別され、とてもつらい目に遭あうんだぞ！　男と付き合うことなど、絶対に許さない！」

　細小路さんの言葉に、僕は呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

「そんな……」

「今すぐにあの男に電話をするんだ！　そして『二度と会えません』と言いなさい！」

「そんなこと、できません！　僕は、彼を愛してしまったんです！」

「そんなことを言うような子は、もう私の家族ではない！　言うことを聞くんだ！」

　細小路さんの言葉に、僕は激しいショックを受ける。そして涙なみだが溢あふれてくるのを感じながら、ソファから立ち上がる。スケッチブックだけを抱だき締しめ、そのまま走ってリビングを飛び出す。廊下を走って部屋を出て、そのままエレベーターホールを走り抜ぬける。

「景くん！」

　エレベーターの下向きのボタンを押した時、部屋から細小路さんが走り出てくるのが見えた。だけどちょうど到とう着ちやくしたエレベーターに、僕は飛び込む。

「待ちなさい、景くん！」

　僕はロビー階のボタンを押し……走ってきた彼の目の前でドアがぴたりと閉まった。エレベーターが動き始めたのを感じながら、僕はずるずると床に座り込む。

　細小路さんの「もう家族ではない」という言葉が、頭の中をぐるぐる回る。

　……そうだ、誰だれかに甘えたりしてはいけなかったんだ……。

　僕はスケッチブックに額を押し付け、必死で涙をこらえる。

　……細小路さんにも、ロレンツィさんにも迷めい惑わくをかけてしまった。僕はきっと、ここにいちゃいけないんだ……！







　　　　ロメオ・ディ・ロレンツィ







「……私は、景に告白した。愛している、付き合いたいと」

　私の言葉に、電話の向こうの相手は驚おどろいたように息を吞のむ。

『それで……ケイはなんと言ったんだ？』

「自分はまだ子供でよく解らない、だが私に恋こいをしているようだ、と」

　電話の相手は、とても深いため息をつく。

『そうか……おまえが相手では勝ち目がないな』

　とても残念そうな声。電話の相手はジョナサンだった。

『本当に残念だ。あんなに綺き麗れいで性格のよさそうな子など、なかなかいないのに』

　彼は言うが……クスリと笑って、

『解った。応おう援えんするよ』

「ありがとう」

　私は言って電話を切る。その次の瞬しゆん間かんに、着信音が鳴り響ひびく。


　私は液えき晶しよう画面を見下ろし……画面に『Kei Yoshino』と出ていることに気づいて慌あわてて通話ボタンを押す。



「景？　大だい丈じよう夫ぶか？」

『ミスター・ロレンツィ！』

　電話の向こうで叫さけんだのは、聞き覚えのある声だった。私はいぶかしく思いながら、

「ミスター細小路……？」

『景と一いつ緒しよにいるんですか？　彼を出してください！』

　その言葉に、私はとても驚く。

「景とは先ほど別れたばかりです。部屋に戻もどっていませんか？」

　私が言うと、彼はとても苦しげな声で、

『景が、あなたと付き合いたいなどと突とつ飛ぴなことを言うので、つい叱しかってしまいました。しかも頭に血が上って「もう家族ではない」などと怒ど鳴なってしまいました。景は財さい布ふも携けい帯たいも持たずに部屋を飛び出して……ＳＰやホテルのスタッフにも協力してもらっていますが、まだ見つかりません』

　その言葉に、全身から血の気が引くのを感じる。

「彼がホテルを飛び出したのは、どのくらい前ですか？」

『二十分ほど前です。私はてっきりあなたに連れん絡らくをして迎むかえに来てもらったのだと思っていたのですが、携けい帯たい電話が残っていたので……』

「連絡はもらっていません。ほかに心当たりは？」

『学校の関係者や友人に連絡をしましたが、誰も知らないと。何か連絡があったら、すぐに電話をすると言ってくれましたが……』

「ともかく、あなたのホテルに戻ります。屋や敷しきには執しつ事じがいるので何かあったら連絡をくれるように伝えておきます」

　私は言って電話を切り、運転手にホテルに戻るように命じる。

　……ああ、景、無事でいてくれ……。




　　　　◆




　私と細小路は、彼の部屋のリビングにいた。

　景がいなくなってから一時間。細小路が私の知り合い、しかも大だい富ふ豪ごうということで、警察は素す早ばやく動いてくれた。誘ゆう拐かいのおそれがあるということで十名以上の警察官が部屋を訪おとずれ、部屋の電話と携帯電話に録音装置を取り付けている。

　さらに、部屋にはヴィッラ・ロワイヤーレの常連、『プリンス・オブ・プラチナ』ことクラウディオ・フォン・ルーゼンシュタインと、『プリンス・オブ・デザート』ことイズマイル・アル・ザファルが待機していた。王族関係者である彼らがいたせいで、警察の動きが速かったとも言える。二人は私からざっと事情を聞き、とても心配そうな顔をした。部屋の隅すみで頻ひん繁ぱんに電話を掛かけ続けているところを見ると、諜ちよう報ほう機関を動かしてくれているのだろう。

　細小路家の老執事が苦しげな顔で立ち、メイド達が抱き合ってすすり泣いている。

「景は、鞄かばんすら持って出ませんでした。でも、あなたを描えがいたスケッチブックだけはしっかりと抱き締めていました」

　細小路は憔しよう悴すいしきった声で言う。その言葉に、私の胸が張り裂さけそうに痛む。

「今考えれば、芸術に関してはとても厳しい景が、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちであんな絵を描けるわけがなかった」

　細小路は両手で顔を覆おおって、

「私はゲイだったせいで、要いらぬ苦労をしてきました。景にそんな思いをさせたくなかった。でも……彼を縛しばったり、あんなひどい言葉を投げつける権利など、私にはなかった」

「警察だけでなく、私の友人達も協力してくれています」

　私は、細小路に向かって言う。

「だから、きっと無事で……」

　私が言いかけた時、ローテーブルに載のせられていた景の電話が着信音を奏かなでた。

　クラウディオとイズマイルが電話を切り、ソファの近くに戻ってくる。

「どうぞ、出てください」

　待機していた警官がスピーカーと録音装置のスイッチを入れ、細小路に合図を送る。

「……はい」

　細小路が電話に出ると、相手はしばらく沈ちん黙もくする。それから、

『ああ……やっぱりこいつはあんたの恋こい人びとか』

　若い男の声が響き、細小路が驚いた顔で硬こう直ちよくする。

「……アンジェロ……？」

『覚えていたのか？　あんなにひどい別れ方をしたくせに』

　電話の向こうの男の声は、やけに楽しげだった。

「どうしておまえが、景のことを知っているんだ？」

　細小路の言葉に、相手はくすくすと笑う。

『あんたが若い日本人を引き取ってイタリアの美術大学に編入させたことは、欧おう州しゆう社交界の情報に詳くわしい人間なら誰だれでも知ってる。こんな時期に日本人を編入させた大学など、イタリアには一つしかなかった。ロマーノ美術大学……だろ？』

　彼の大学名を言い当てられ、私は血の気が引くのを感じる。ルーゼンシュタインとイズマイルが私に視線をよこし、私はうなずいてみせる。

『ところで、僕がアルバイトでヌードモデルをしていたことは話していたかな？』

　……ヌード？

　私の脳のう裏りに、景が描いた木炭デッサンがよぎる。

　……まさか、あの中に……？

「おまえがゲイ雑誌にヌードを載せていたことは知っている。ほかに複数の男と付き合っていたことも。だから別れたんじゃないか。だが今はそんなことは……」

『ゲイ雑誌は僕の趣しゆ味み。本業はもっと違ちがう。なかなか売れっ子なんだよ？』

　彼の言葉に、私は自分の考えを確信する。私はメモに素早く文字を書き、ルーゼンシュタインとイズマイルに見せる。

『彼の本業は、デッサンのためのヌードモデルだ。

　景はきっと、授業でこの男を描いている。

　その時に、目をつけられたんだ』

　二人はメモを覗のぞき込んで驚おどろいた顔をし、それからうなずく。執事にも見せると、彼はうなずいて景が使っていたらしい部屋に飛び込んでいく。イズマイルが急いでメールを書き始めたのは、そういうモデルを扱あつかっている事務所を探させるためだろう。

『ともかく、この子を守りたかったら一億ユーロ用意しなよ。あんた、大金持ちなんだろう？　僕を、ヴィッラ・ロワイヤーレにだって連れて行ってくれたじゃないか』

　彼はヒステリックに笑い、細小路は顔を引きつらせる。

　部屋から飛び出してきた執事が、カルトンを抱だき締しめている。色も、古びた感じも、景が私の木炭デッサンを挟はさんだあれとまったく同じだ。

『けちけちしないでちゃんと払はらったほうがいいよ。受け渡わたし方法はまた連絡する』

「待ってくれ、アンジェロ！」

　細小路が必死の顔で叫ぶ。

「景が無事かどうかを教えてくれ！」

『ええ？　面めん倒どうだな』

　彼は言い、続いてソファを立ち上がるような音がした。スプリングのきちんと利きいていない、きしんだ音だ。

『ほら、あんたのダーリンから電話だぞ？』

『……すみません、細小路さん……』

　それはとても苦しげにかすれていたが……間ま違ちがいなく景の声だった。泣いていたのか、呼吸が乱れている。それを聞いた私の胸に、景に対する憐れん憫びんと、そしてこのアンジェロという男への怒いかりが湧わき上がる。

　……私の景を、こんなふうに泣かせた、この男を、絶対に許さない……。

　私はカルトンの紐ひもを解き、自分の描かれたデッサンを見て胸が強く痛むのを感じる。それをめくり、その下にあったヌードモデルのデッサンを取り出す。ルーゼンシュタインがそれを見て、驚いた顔をする。彼が「見たことがある」と口を動かしたのを見て、この男だと確信する。振ふり向いた細小路にそれを見せると、彼はとても驚いた顔をし、それから深くうなずく。これが、アンジェロに間違いない。

　私がデッサンを向けると、イズマイルとルーゼンシュタインがスマートフォンのカメラで撮さつ影えいする。それをメールでどこかに送信する。これで捜そう索さくが格段に速くなるはずだ。

『殺人とかにはあんまり興味がないんだけど……いざとなったらやるときはやる。ちゃんと金を用意してくれよ』

　アンジェロは楽しそうに言い、それから、

『ああ……あと、一つ。金さえ用意してくれれば、彼の命は保障するよ。でも貞てい操そうまでは保障できないなぁ』

　スプリングが動く音に続いて、景の微かすかな悲鳴が聞こえた。

『僕、こういう才能に溢あふれる綺き麗れいな子って大だい嫌きらいなんだよねぇ。うんと汚よごして、思い切り泣かせてみたくなっちゃう』

　衣きぬ擦ずれの音に続いて、景の小さな悲鳴がまた聞こえる。

『僕、普ふ段だんは受ける側だけど、可愛かわいい子相手には攻せめる方もやるんだ。ちょっと乱暴だって有名だけど。幸い、この子はめちゃくちゃ色っぽい。発情してきちゃったなぁ』

『……いや……』

　抵てい抗こうするような衣擦れの音、続いて聞こえてきた景の声に、胸が張り裂けそうになる。

『……ロレンツィさ……』

　ほんの微かに聞こえた声は、たしかに私に助けを求めていた。

『それじゃあ、楽しませてもらった後で連れん絡らくするよ。現金の準備をよろしくね』

　そう言って電話が切れる。その直前、景のすすり泣く声が聞こえて……私は一いつ瞬しゆんも待たずに部屋を飛び出す。

　……景、君を絶対に助けてみせる……！

「うちの諜報部からメールが入った。アンジェロというモデルは、ローマの郊こう外がいの古い城に住んでいる。高こう齢れいの大富豪をたぶらかして手に入れたらしいぞ」

　ルーゼンシュタインが言い、イズマイルが悔くやしそうに、

「くそ、先に言われた。古城の場所を示すグーグルマップが送られてきたぞ」

「私の携けい帯たいに送っておいてくれ。すぐに出る」

　私は、二人と共にエレベーターに乗り込む。そしてホテルの屋上に向かった。屋上のヘリポートには、私の会社が所有する黒いヘリが待機していて、その操縦席には秘書のオリヴィエ、そして後部座席には『プリンス・オブ・ジェイド』のアンドリュー・劉と『プリンス・オブ・イースト』の不知火律が乗り込んでいた。私はヘリのドアを開き、助手席に乗り込んでヘッドフォンを着ける。

「二人はここに残れ！　一いつ緒しよに来ると国際問題になるぞ！」

　ヘリのローター音に負けないように、劉が叫さけぶ。不知火も、

「私達にお任せください！　王子様はこんな時、意外に使えませんね！」

　続いて叫んでドアを閉め、ルーゼンシュタインとイズマイルを悔しそうにさせている。

「地図が手に入った。指示するのですぐに飛んでくれ」

　ベルトを締めた私が言うと、オリヴィエはうなずく。

「かしこまりました。必ず間に合うように」

　ヘリが空に舞まい上がり、そのまま私の指示で全速力で南に向かう。

　……景、絶対に助けてみせる……！







　　　　芳野景







「君には本当にムカついたよ。だからちょっと苛いじめてあげないとね」

　細小路さんを脅おどし、アンジェロと名乗ったこの男は、学校のデッサンの時間に来ていた、あのヌードモデルだった。ロビーで話しかけられた時、僕はそのせいで警けい戒かいを忘れ、「アトリエに携けい帯たい電話を忘れた。でも道が解らなくなって困っている」と言われて、つい彼の車に乗り込んでしまった。

　……ああ、まさか、こんなことになってしまうなんて……。

　アンジェロが僕を連れてきたのは、ローマの市街地から四十分ほど車で走った場所にある古びた城だった。ほとんど崩くずれかけた廃はい墟きよみたいなそこに僕は引き込まれ、そして両手を縛しばられて転がされていた。

　細小路さんへの脅きよう迫はく電話をしながら、アンジェロはナイフを動かし、僕の身につけていたものを少しずつ切り取っていった。僕はボロボロに切り裂さかれたシャツの一部と、やはり切り裂かれたトランクスの一部だけを残した姿で、城の舞ぶ踏とう室らしき部屋に連れてこられた。

「君は、神様が僕にくれたプレゼントじゃないかな？　そうとしか思えないよ」

　彼は言いながら僕の両手首を縛っていた紐を切った。逃にげようとしたけれど捕つかまってナイフを突つきつけられ、首と両手首に犬の首輪みたいな革かわの拘こう束そく具をつけられた。天てん井じようから下がる二本の鎖くさりにそれぞれの手首を繫つながれ、足が付くぎりぎりの高さで吊つり下げられて、僕はもう抵抗ができない。

「僕は編入生だという君の名前……ケイ・ヨシノしか知らなかった。だけど君はクラスで一番目立つ美形だったし、同級生も教授も君のことを名前で呼んだ。だからすぐに捜さがしていたのが君だと解った。まあ……あの面めん食くいの細小路の相手なら、そうとうの美形だろうと予想はしていたけれどね。しかも……」

　彼は言いながら、僕の喉のど元もとにナイフを突きつける。

「君、細小路だけでなく、あの『プリンス・オブ・アドリア』までたらし込んだだろう？　ヴィッラ・ロワイヤーレで僕がどんなに誘ゆう惑わくしても一いち瞥べつすらしてくれなかった、あの孤こ高こうのプリンスを」

　悔しそうに言われて、僕はハッと気づく。

「まさか……彼が迎むかえに来たところを……」

「更こう衣い室はアトリエのすぐ隣となりでね。開けた窓から彼のリムジンが見えたし、君が電話をしている声も聞こえた。……あの時は、悔しくて涙なみだが出そうだった」

　ナイフの切っ先が、僕の肌はだをゆっくりと滑すべる。その冷たい感かん触しよくに、全身の血の気が引く。

　……僕は、このまま殺されるんだろうか？

　僕は恐きよう怖ふで呼吸すらできなくなりながら思う。

　……彼が先に取引方法を指示しなかったということは、僕に本気で何かをする気なんだ。殺されるか、彼が言ったように無理矢理に犯されるか。どちらにしろ……。

　視界がフワリと曇くもり、僕の目から涙が溢れる。

　……僕はもう、ロレンツィさんの恋こい人びとになることは、できなくなる……。

　彼と一緒にいた時間は、本当に夢のように甘く、優やさしく、思い出すだけで胸が張り裂けそうになる。両親を失ってから、初めて感じることのできた幸せだった。なのに……。

「泣いているのか？　たまらないなあ」

　彼が言って、長い舌で僕の涙をネロリと舐なめ上げる。ロレンツィさんに同じことをされたときはあんなに胸が痛んだのに、今は激しい恐怖と嫌けん悪おしかない。

「君があんまり色っぽいから、もうこんなだよ？　本当は、デッサンされながらもちょっと勃ぼつ起きしそうだったんだけど」

　彼が言いながら、自分のスラックスの前立てのボタンを外す。

「本当は君も興味があったんだろう？　木炭を落としたふりをして、すぐそばまできて覗のぞいていたもんねえ」

　そこから取り出されたものの大きさと醜しゆう悪あくさに、僕は思わず目をそらす。それは天を向いてそそり立ち、先せん端たんからいやらしい液を溢あふれさせていた。

「その時も、こんなふうに乳ち首くびを立てていたのかなぁ？」

　彼が囁ささやいて、切り裂かれたシャツの間に、ナイフを入れてくる。ビッと音がして布地が切り裂かれ、寒さで硬かたくなった乳首が露ろ出しゆつする。

「ほら、もうコリコリじゃないか。綺麗な顔をして、いやらしいんだなあ」

　ナイフの先で乳首をつつかれて、恐怖のあまり吐はき気けがする。

「ねえ、『プリンス・オブ・アドリア』はどんなセックスをするの？　僕も同じようにしてあげるよ。ああ……彼と寝ねられたなんて、本当に憎にくらしいよ」

　彼が僕のトランクスのゴムの下にナイフを差し込み、ひやりとした感触に思わず震ふるえる。次の瞬しゆん間かん、トランクスのゴムがプツリと音を立てて切られ、トランクスの布地がゆっくりと床ゆかに落ちる。

「ねえ、彼って大きい？　僕と比べてどうかなあ？」

　彼の手が、僕の尻しりに触ふれてくる。ゆっくりと撫なで回され、両手でギュッと押し広げられて、涙が溢れる。

「すごいな。小さくて淡あわいピンク色だ。こんなところに、彼を受け入れたの？」

「……ロレンツィさん……！」

　僕の脳のう裏りには、もうロレンツィさんのことしか浮うかばない。絶対に彼が来るわけがないのに、僕の唇くちびるから、かすれた叫びが漏もれる。

「……助けて……！」

「あははは、バカだなあ。あの男が助けに来るわけが……」

　バアン！

　彼の言葉を遮さえぎるようにして、ドアが勢いよく開かれた。そしてそこに立っていたのは……。

「『プリンス・オブ・アドリア』！」

　アンジェロが驚おどろいたように叫ぶ。そして彼の後ろから出てきた二人を見て、さらに驚いた声を上げる。

「『プリンス・オブ・ジェイド』、『プリンス・オブ・イースト』まで……！」

　三人の手には、それぞれ銃じゆうが握にぎられていた。

「……ナイフを下ろせ、アンジェロ」

　ロレンツィさんの唇から、唸うなりのように低い声が漏れた。

「……でないと撃うつ。私は本気だぞ」

「『プリンス・オブ・アドリア』！　またお会いできるなんて！」

　アンジェロは銃など目に入らない様子で、いきなりスタートを切る。彼の手にはナイフが握られたままで、僕は思わず叫さけぶ。

「危ない！　ロレンツィさん！」

「チクショウ、こうなったら、一いつ緒しよに死んでもらうしかない！」

　アンジェロは何かに取り憑つかれたかのように言って、ロレンツィさんに向かってナイフを振ふり上げる。

「なんて憎らしい男なんだ！　この僕に振り向かないで、こんな子供に！」

　振り上げられたアンジェロの手首を、ロレンツィさんの左手がしっかりと摑つかんだ。そのまま力を入れられてアンジェロは苦しげに呻うめきながらナイフを落とす。ロレンツィさんの右手が後ろに引かれ、そのまま……。

　ガシッ！

　骨の鳴る音が響ひびき、アンジェロの身体からだが吹ふき飛んだ。ロレンツィさんの見事な右ストレートを受けた彼は壁かべに激げき突とつして失神し、そのままずるずると床に崩れ落ちる。

「景、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ロレンツィさんが駆かけ寄ってきて、僕の手首と首に嵌はめられた拘束具を外してくれる。上着を脱ぬぎ、僕の身体をそれで包んでくれる。

「怖こわかっただろう？」

「ありがとうございます。絶対にダメだと思ったのに……」

　僕は彼を見上げて、涙を溢れさせる。

「……あなたは僕にとって、本物の王子様です。だって、こんなふうに助けに来てくれるんですから」

「……景……」

　彼が抱だき締しめてくれた時、ドアの外から叫ぶ声と足音が響いてきた。『プリンス・オブ・ジェイド』が、

「警官隊が到とう着ちやくしたみたいだ。その子の色っぽい姿を、これ以上ほかの男には見せない方がいいんじゃないか？」

『プリンス・オブ・イースト』がうなずいて、

「この男は、私達が責任を持って引き渡わたします。景くんとあなたの事情聴取は明後日あさつて以降になるように手配しますから……」

　彼は眼鏡の向こうで片目をつぶってみせる。

「……今夜は、たっぷり愛を確かめたほうがいいですよ」




　　　　◆




「……あ……あ……っ」

　僕の甘い声が、高い天てん井じように響いている。

　ここはロレンツィさんのお屋や敷しき。広々とした彼のベッドルーム。

　ロレンツィさんは僕をヘリコプターに乗せ、自分のお屋敷に連れて行ってくれた。泥どろで汚よごれた僕の身体をそっと洗い、そしてまるでお姫ひめ様にするみたいに抱だき上げてベッドに運んでくれたんだ。

「……ダメ……そんな……んん……っ」

　一糸まとわぬ裸はだかのままの僕に、スーツ姿のままの彼がのしかかっている。上着はさっきバスルームで脱いだけれど、ネクタイも緩ゆるめていない高貴な姿だ。

　彼は僕に数え切れないほどキスをし、そしてとても獰どう猛もうに僕を愛あい撫ぶしている。

「……ダメ……そこは……」

　僕は両方の乳首を舌で交こう互ごに愛撫され、指で屹きつ立りつを扱しごき上げられて、もう限界が近い状態だ。先端のスリットからは先走りの蜜みつが溢れ、今にも爆ばく発はつしてしまいそう。

「……いけません……許して……」

　屹立の先端に蜜をゆっくりと塗ぬり込められて、僕は身体を反り返らせながら懇こん願がんする。

「……あなたのスーツを、汚してしまいます……」

「悪い子だな。私にまた、服を脱げと言っている？」

　彼が囁き、僕の唇にキスをする。僕は赤くなりながら、

「あれは……デッサンだったから……」

「解った。君のお願いなら、どんなことでもかなえるよ」

　彼は言ってもう一度キスをし、僕の上から身を起こす。ベッドから下りて向こうを向き、なんの迷いもなく服を脱ぎ捨てていく。

　……ああ、ドキドキする……。

　デッサンをしている時には、美しいとしか思わなかった彼の裸。今はとても獰猛で、そして見とれるほどセクシーに見えて……。

　すべてを脱ぎ捨てた彼が振り向き、僕は思わず目をそらす。

「デッサンでは、あんなに凝ぎよう視ししていたくせに」

　彼が囁きながら、僕の上にのしかかってくる。触れ合う肌はだと肌の感かん触しよくに、ますます身体が熱くなる。

「あの時は、あなたがモチーフにしか見えませんでした。でも、今は……」

「今は？」

「……欲よく情じようした、僕の恋こい人びとで……ああっ！」

　彼の両手が、僕の腿ももを摑んで大きく割り広げる。

「もちろん私は欲情している。でも、君も同じだろう？」

　彼が身体を下にずらし、僕の鳩尾みぞおちにキスをする。さらに下に動いて、臍へその上にもキス。

「こんなに硬かたくして……蜜まで垂らしている」

　彼が囁ささやき、僕の屹立があたたかなものにすっぽりと包まれる。

「……アアッ……！」

　いきなり走った蕩とろけそうな快感に、僕は思わず声を上げる。彼は僕の屹立を咥くわえ込み、舌と唇で愛撫していた。生まれて初めての口での愛撫に、僕は喘あえぎ、身体を反り返らせることしかできなくて……。

「……んんっ！」

　彼の両手が、僕の双そう丘きゆうをそっと割り広げた。僕の先走りを掬すくい取った彼の指がスリットを探さぐり、隠かくされていた蕾つぼみを見つけ出してしまう。

「……あ、そんなところ……んんっ！」

　抵てい抗こうしようとするのに、屹立を強く吸い上げられて、力が抜ぬける。彼の指先は僕の蕾の花びらをそっと解ほぐし、とても感じてしまった僕の蕾は、それに応じるようにヒクヒクと震えて蕩けてきてしまい……。

「……んん……っ」

　先走りに濡ぬれた彼の指が、僕の蕾にツプンと滑すべり込む。

「……ああ……っ」

　同時に淫みだらな音を立てて屹立を舌で愛撫され、湧わき上がる不思議な快感に声を上げる。彼の指がさらに奥に滑り込み、僕の内ない壁へきを探っている。

「……いけません……そんな……アアッ！」

　彼の指先がある一点を掠かすめた時、僕は思わず声を上げた。そこから湧き上がった激しい射精感に、驚おどろいてしまったからだ。

「ここがいいんだね？」

　彼が僕の屹立に唇くちびるをつけたままで囁いてくる。その場所をコリコリとくすぐるように愛撫されて、屹立が痛いほどに反応する。

「……ああ……ダメ……ダメぇ……」

　口では言うけれど、前と後ろを同時に愛撫される快感は想像以上で、僕はもう何も考えられなくなる。いつの間にか彼の指が増やされ、僕の蕾はトロトロに蕩けるほど解されて……。

「君と一つになりたい」

　身を起こした彼が、僕を見下ろして真しん剣けんな声で言う。

「もう、我が慢まんできそうにないよ」

　こんなに麗うるわしい彼の、切ない言葉。僕の胸が熱く痛み、身体からだが震ふるえてしまう。

「……我慢なんかしないでください……」

　僕は彼に両手を差し伸のべながら囁く。

「……僕も、あなたが欲しい……あっ！」

　僕の言葉が終わらないうちに、彼の手が僕の腿を持ち上げた。そのまま足首が彼の肩かたに載のせられ、逃にげられないようにされる。

「……あ……っ」

　僕の蕾に、まるで焼けた鉄のように熱く、そして硬いものが押し付けられる。

　……ああ、これが彼の欲よく望ぼう……。

　思っただけで僕の蕾は震え、彼を待ち焦こがれるように蕩けてしまい……。

「……んん……っ！」

　彼の欲望が、チュプッ！　という濡れた音を立てて僕の蕾に押し入ってくる。そのままゆっくりと腰こしを進められ……怖いけれど、腿をしっかりと両りよう腕うでで抱かれて逃げられない。

「……ああ……っ」

　とても深い場所まで彼に侵おかされ、僕はかぶりを振ふりながらシーツを握にぎり締める。

「大丈夫？　痛い？」

　彼に心配そうに聞かれて、僕はかぶりを振る。

「……痛くありません……そうじゃなくて……」

「そうじゃなくて？」

「……身体が、蕩けそうなんです……どうしていいのか……」

　囁いた僕に、彼がとても優やさしい顔で微笑ほほえみかける。

「感じているんだね、いい子だ」

　彼が囁いて、僕の足首にそっとキスをする。セクシーな吸きゆう血けつ鬼きみたいにキュッと歯を立てられて、僕の内壁が彼を締しめ上げてビクビクと震えてしまう。

「……っ」

　彼が小さく息を吞のみ、それから小さく苦く笑しようする。

「蕩けながら締め上げてくる。もっていかれそうになったよ」

　彼は囁いて、僕の足首にもう一度キスをする。　>>>♥

「本当にいけない子だ。どんなお仕置きをしよう？」

「……どんなことでも……」

　僕は彼を見上げて、かすれた声で囁く。

「……あなたの好きなようにして……アアッ！」

　僕の言葉を遮さえぎるように、彼がグッと強く突つき上げてくる。腿をしっかりと摑つかまれて固定され、激しく抽ちゆう挿そうされて……僕は涙なみだを振り零こぼしながら喘ぐことしかできない。

「……アアッ……アアッ……！」

　彼の動きに合わせてベッドが激しく揺ゆれる。

「愛している、景」

　彼が低い声で囁く。彼の声が欲望にかすれていて、僕の胸が熱くなる。

「……僕も愛しています、ロレンツィさん……」

「私は君の恋人だよ」

　彼がお仕置きのように、もう片方の足首に歯を立てる。

「きちんと名前で呼びなさい」

「……ロメオ……」

　そう呼んだ瞬しゆん間かん、胸が熱くなってまた涙が溢あふれる。

「……ロメオ……愛してます……ロメオ……」

「私も愛しているよ、景」

　二人の呼吸が速くなり、触ふれ合う肌が熱くなり、そして……。

「……アアーッ！」

　僕の先せん端たんから、ビュクビュクッ！　と激しく蜜みつが迸ほとばしった。　>>>♥

「……ん……くう……っ！」

　僕の内壁が痙けい攣れんし、彼の屹きつ立りつをギュウッと強く締め上げてしまう。彼は一いつ瞬しゆん息を吞み、それから僕の締め付けをものともせずに激しく僕を貫つらぬいて……。

　僕の最奥に、ドク、ドクッ！　と熱い蜜が激しく撃うち込まれる。僕はその熱さにも感じて、先端からまた欲望を飛ばしてしまう。

「……んんー……っ！」

「愛している、景」

　彼が僕の踵かかとを肩から下ろし、そのまま強く抱だき締めてくる。

「……アッ……」

　挿いれたままの彼がグリッと擦こすれて、僕はまた甘い声を上げてしまう。

「とてもすごい。だが、まだ足りない。……君も？」

　耳元で囁かれて、僕は泣きながらうなずく。

「……足りません。朝まで抱だいて……」

　彼は僕に深いキスをし、そして抱き締めてくれる。

　僕と彼はそのまま抱き合い、愛する人としか行けない高みに駆かけ上り……。




　　　　◆




「一つだけ、とても気になることが残っているんだが」

　朝の光の中。僕を抱き締めた彼が、そっと囁ささやいてくる。

「なん……ですか……？」

　僕は答えるけれど、喘あえぎすぎて声がかれてしまっているところが……とても恥はずかしい。

「君はデッサンをする時、ほかの男も裸はだかにするのか？」

「……は？」

　僕は意味が解らずに目を見開く。彼はとても言いづらそうに。

「例えば、ミスター細小路が相手でも？」

　急に真剣な声で聞かれて、僕は驚いて、

「僕がヌードを描かいたのは、授業以外ではあなたが初めてですよ。細小路さんも、もちろん着衣でしたが……」

「本当に？」

　彼は言って僕を見つめる。僕がうなずくと、深いため息をついて脱だつ力りよくし、僕の胸に頰ほおを押し付けてくる。

「……よかった……君がデッサンをしたすべての男に、嫉しつ妬とするところだった」

「こんなに素す敵てきなあなたが、嫉妬？　なんだか信じられません」

　僕が驚おどろいて言うと、彼は苦笑して、

「私はとても嫉しつ妬と深い恋こい人びとだと思うよ。それでもいい？」

「仕方ありません。我慢します」

　僕が囁くと、彼は微笑みながらキスをしてくれる。

　僕の恋人は、麗しい王子様みたいで、ちょっと嫉妬深くて、そして本当にセクシーだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。今回の『[image: ミスター]プリンスの華か麗れいな誘ゆう惑わく』はローマにある紳しん士しクラブでプリンスと呼ばれている大だい富ふ豪ごうロメオ・ディ・ロレンツィと、彼が出会ってしまったつらい過去を持つ麗うるわしい美大生、芳野景のお話。ちょっとお伽とぎ噺ばなしっぽい王道ラヴストーリーを目指してみました。若い大富豪ばかりが集まる紳士クラブという設定だったので、いろいろなタイプのハンサムが書けてとても楽しかったです。

　明神翼先生。本当にお忙いそがしい中、麗しいイラストをどうもありがとうございました。ハンサムなロレンツィと、美しい景にうっとりしました。これからもよろしくお願いできれば嬉うれしいです。

　編集担当Ｔさん、Ａさん、ルビー文庫編集部の皆みな様さま。今回も本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　そしてこの本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。水上ルイ、今年も頑がん張ばりますのでよろしくお願いできれば幸いです。

　それでは、また次の本でお会いできるのを楽しみにしています。




　　　　　二〇一二年　春　　水上　ルイ
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